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「Necon eya nrocovo.Neriro unya riya……」

　またか……。ベッドで横になるわたしの耳に忌き避ひすべき呪じゆ詛そが聞こえてくる。

　疲れた体に染み入るような、疲労増進の言葉。やっと眠れると思ったわたしの睡眠を、どうしてこの姉は邪魔するのだろう。

　静かな夜。草木も眠る丑うし三みつ時。誰だれもがぐっすりと眠る時間っていうのが、きっとこの世界にはある。わたし、空そら口ぐち夏なつ樹きだってその例外じゃない。

　今年で中学三年生。受験勉強の真っ只ただ中なか。わたしはもの凄すごく忙しい日々を過ごしている。だけど、受験生だってちゃんと寝なくちゃ体がもたない。これは当たり前のこと。少なくとも、常識的な家庭だったら当然のことだ。

　だけど何が狂ったのか、残念なことにわたしの家は常識的な家庭ではなかった。両親は、仲が良すぎることを除けば普通の夫婦かもしれない。ところが、家族にはちっともまともな部分を持ち合わせていないメンバーがいた。それはわたしの姉、空口真ま帆ほ。ここでその姉の変人列伝を語っても、きっとみんな冗談だと思って信じてもらえないと思う。とにかく、それくらいもの凄すごかった。

　それに……。

　あまり思い出したくない。今は考えたくない。だけど、どうしても頭を過よぎる。

　……はぁ。わたしには恋愛の悩みもあった。

　わたしの彼氏は、すぐにわたしを好きだという男だった。人によっては、「好き」を軽々しく言ってほしくない、という人もいるけど、わたしは言われたら素直に喜ぶタイプだ。メールだって送ればすぐに返信があったし、一緒にいるときはたくさんわたしを褒ほめてくれた。

　だけど、どうしてだろう。それが、最近になって急に冷たくなった。メールの返信は遅くなったし、絵文字が減った。学校ですれ違っても、なんだか無視するみたいにそそくさとわたしから離れる。

　自分の思い違いだと信じたい。だけど、一度気になってしまうと、どうしても彼がわたしを避けているように見えてしまう。わたしの胸にはそんな心配が湧わいていた。

　彼はわたしと同学年。彼も受験生だ。彼にだって色々な悩みがあるのだと思う。わたしを避けているのなら、その理由だってあるはずだ。それならば、どうしてそれをわたしに直接伝えないのか。そんな思いが浮かびあがる度に、わたしの苛いら立だちはゆっくり募る。そして、同時にわたしの心は弱っていった。

　一度話を戻そう。今は夜で、わたしは弱っていて、その姉は異常者。これが、わたしの現在置かれている状況。もう少し具体的にいうと、いろんな悩みや考え事で眠れないけれど、目を瞑つむって頑張って眠ろうとしているわたしの枕まくら元もとで、お姉ちゃんが何か呪じゆ文もんを唱えている。だから、ますます眠れない。

　これは、怒っていい状況だよね。

　自分で自分に問いかける。だけど、わたしの体は脳が判断を出すよりも早く行動に出ていた。かっと目を見開き、嬉き々きと呪じゆ文もんを唱え続けるお姉ちゃんを睨にらみつけて怒鳴る。

「うっさい！」

「ぬっ！」

　いきなり怒鳴られたお姉ちゃんは驚いてわたしから一歩離れた。彼女はなにやら古めかしい本を片手に、ローブをまとってわたしを見下ろしている。

　趣味の呪のろいだの黒魔術だのをわたしにかけていたに違いない。わたしは布団を撥はね除け、ベッドから飛び降りた。たじろいで何歩か後退するお姉ちゃんにわたしはもの凄すごい勢いで迫る。

「今何時だと思ってるの！　わたしが何年生だと思ってるの！　ここがどこだと思ってるの！　わたしを何だと思ってるの！」

　ダメだ。言葉が止まらない。

　わたしは拳こぶしを強く握り、高い声を張り上げる。

「へ、あ、いや」

　お姉ちゃんはわたしの剣幕に押され、日本語として意味の通る反論ができなかった。わたしは怒りに任せて、思いつく言葉を全すべてぶつける。



    

  
    
      



    

  
    
      「はっきり言って、気持ち悪いからやめて！　わたしは受験生で、寝る時間だって大事なの！　ちょっと考えれば分かるのに、どうしてそういうことするの！　わたしのことが嫌いなのは分かったから、わたしには何もしないで！」

　わたしが、ここまで怒りを露あらわにすることは今までなかった。お姉ちゃんもどうしていいのか分からないという困惑の顔で、わたしの言葉の暴力を受けるだけだ。

「お姉ちゃんなんか、いなきゃよかった！」

　そんな言葉を言うつもりではなかった。だけど、口から出たのは普段のわたしが許す言葉ではなかった。そして、それだけ言うと、わたしは何度か呼吸を整えてベッドに戻った。お姉ちゃんは何も言わなかった。

　わたしの気分は少しも晴れない。それどころか、もっとどろどろした密度の高い液体金属を、体の中に注ぎ込まれたようだった。

　わたしは悪くない。一回だけ自分にそう言って無理矢理眠った。



　　　＊



　きっかけは何だったのか。わたしが記憶している中では、確か何日か前の夕方だったと思う。冷蔵庫にプリンが入っていた。しかも、上にクリームがのっている悪魔的な魅力を溢あふれさせた一品だった。それは、誰だれのプリンでもないはずだった。名前を書かなければ共有物。共有物は見つけたものが食べてもよい。それが、空そら口ぐち家の冷蔵庫における所有権のルールだった。

　だから、わたしはプリンを食べた。ふたの裏についていたクリームまで残らず平らげた。

　そこに、夏なつ樹きが帰ってきた。

　そして、夏樹がわたしに激怒した。

「お姉ちゃん、わたしのプリンをどうして勝手に食べたの？」

　わたしは自分が少しも悪くない自信があった。ルールを守っていないのは夏樹の方だ。

「あんたが名前を書いてないからでしょ。ほほほ、愚か者ここにきわまれりね」

　いつもなら、夏樹はそこで悔しそうな顔をするはずだった。そして、わたしがその愚ぐ妹まいを見下して笑う。そういう構図になるはずだった。

　だけど、その日は違った。

「じゃあ、もういい」

　夏樹はぼそっとそれだけ残すと、自室に帰ってしまった。

　……なんだか、わたしが本当に悪いことをしたみたいじゃないか。

　空になったプリンのカップと共に残されたわたしは、ちょっと自責の念を感じてしまう。

　ただ、夏樹の様子がおかしいのは、何もこのときだけではなかった。少しずつではあるが、彼女が変わっていることは、わたしも気がついていた。それが、プリンの件で顕著に現れたのだ。

　……代わりのプリンでも買ってやるか？

　だけど、それはなんとなく悔しい。だって、悪いのは夏なつ樹きなんだもん。

　それじゃあ……。

　そこで、わたしは夏樹に魔法をかけることにした。そして作戦を決行した夜、わたしは夏樹に初めていないほうがいい、と言われた。

　……こいつ、マジで呪のろい殺す。



　　　＊



　翌朝。わたしは睡眠不足に負けず、いつも通りの時間に目を覚ました。ベッドから這はい出て、リビングへ向かう。やっぱり、気分は少しも晴れていない。

　リビングに入るためのドアの前で、わたしはお姉ちゃんと鉢合わせた。

「あ」

　お姉ちゃんは小さな声を漏らすと、もっと小さな声で続けた。

「おはよう」

　それは、長い付き合いの姉妹でなければ聞き取れないくらいの大きさだった。つまり、わたしはそれを聞き取ることができたのだけど、それをあえて無視した。

　今は、この変人オカルトマニアと言葉を交わしたくない。固まるお姉ちゃんの横を通り抜け、わたしはドアを開けてリビングに入る。

「ぬぬ……」

　お姉ちゃんは意味不明の言葉を発しただけで、それ以上は何も言わなかった。

　もしかしたら、お姉ちゃんとこのまま一生口をきかないかもしれない。わたしの脳裏にそんな予感が過よぎった。普通に考えればありえないことなのだが、なぜか今はそれがわたしの中でとてもリアルに思われた。

　わたしは頑固だ。お姉ちゃんはわたしの十倍は頑固だ。わたしが強硬な姿勢をとり続けていれば、本当に一生コミュニケーションをとらないなんてこともありえるか。

　朝食をちゃっちゃと済ませて、着替えるために自室に戻る。

「度量の小さい奴やつめ。あれくらいでへそを曲げおって」

　食事中、お姉ちゃんがわたしに向かって言ったのは、それだけだった。わたしは当然のようにそれを無視した。

「あんなことされたら、誰だれだってぶち切れだよ！　ばか！」

　そんなことを言えば、もしかしたらいつもの関係に戻っていたのかもしれない。だけど、わたしの口からは言葉が出なかった。どんな悪口よりも無視のほうがずっと辛つらいのは、わたしだって分かっているのに。



　　　＊



　無視ですか。無視ですよ。この女め！　愛の反対は憎しみではなく無関心、というマザーテレサの言葉をしらんのか！

　まるでわたしを空気のように扱う夏なつ樹きを見て、わたしの腹の中は煮えくり返っていた。わたしは姉で、夏樹は妹。この、いかんともしがたい絶対的ヒエラルキーを覆すような、夏樹の暴挙はわたしに暗黒の力を与えていく。

　呪のろいや魔法じゃなくて、物理的にダメージを与えてやろうかしら。

　だけど、どうして夏樹がこんなに怒っているのかが気になる。そりゃあ、わたしだって自分が完全に正しいことをしたとは思ってない。他にもきっと正しい方法があったのかもしれないと思う。だけど、夏樹がここまで表立って怒るのには何か理由があるのではないのか。

　別に、わたしは夏樹を心配しているわけじゃない。そこは、どうか誤解しないでほしい。だけど、興味をひくというか、気になる部分ではある。



　　　＊



「そういえば、夏樹のお姉ちゃんって高校どこだっけ？」

　少しぼおっとしていたわたしは、いきなり話を振られてドキッとした。学校の給食の時間。同じ班の子が志望校の話をしていた。もうすぐ一学期が終わる。夏休みには志望校を見据えて勉強することになる。みんなの関心はそこに向いていた。

「えっとね」

　わたしはお姉ちゃんの通っている高校の名前を口にする。すると、友人は驚いたような顔をした。

「へぇ、夏樹のお姉ちゃんって頭いいんだねぇ」

「頭よくないと思うよ。どっちかっていうと、頭おかしいし」

　わたしは笑いながら答えた。だけど、心の中では笑っていない。

「でも、そこってここら辺じゃトップクラスじゃん。いいなぁ、お姉ちゃんが頭いい人で」

「別に大したことないって。それに、頭がいいからって、いいお姉ちゃんってわけでもないよ」

　わたしの顔はまだ笑っている。まだ顔は笑える。

「そう？　わたしのお姉ちゃんは今年で大学受験なんだけど、遊びまくってるよ。わたしも受験生なのに、一緒に買い物に付き合わされたり、コンサートに引っ張られたり……」

　友人は困った顔で喋しやべる。だけど、彼女がどれだけ困った表情を見せていても、心の中ではそんな姉を慕っていることが分かる。たとえ勉強ができなくても、一緒にいて楽しい、頼りになる、そんな姉を彼女は好いているのだ。

　ここで、本当のことを全すべて言ってしまおうか。

　わたしの心が悪魔のように囁ささやく。

　うちのお姉ちゃんは脳が弱いの。

　趣味は黒魔法。

　特技は呪のろい。

　家族を呪じゆ術じゆつの実験体としてしか扱わない、恩知らずの薄情者。

　人の目とか周りの噂うわさを気にしない恥知らず。

　きっと、神様が根本から創造しなおさないとどうにもならないような、筋金入りの異常高校生。

　次々と浮かんでくる姉に対する罵ば詈り雑ぞう言ごん。わたしはそれらを一つずつ体の中に沈めこむように消化して、外には出さないようにした。それは、お姉ちゃんのためじゃない。わたし自身が、お姉ちゃんの評判によってダメージを受けたくないからだ。

「夏なつ樹きはお姉ちゃんと一緒に、買い物に行ったりはしないの？」

「というか、お姉ちゃんってあんまり買い物しない人なんだよね」

「なんで？」

「変人だからじゃない？」

　わたしは必要最小限の事実だけを話した。これくらいは、言っておかなくちゃ気がすまない。

「変人って……。あ、そうだ！　今度さ、夏樹の家で勉強しようよ。お姉ちゃんもいるときなら、教えてもらえるんじゃないの？」

　友人は純粋無む垢くな瞳ひとみをこちらに向けて提案する。わたしは机の牛乳瓶が飛び上がるくらいの勢いで机を叩たたいた。

「ダメ、絶対！」

「いや、別にドラッグをやろうってわけじゃないんだし、そんなに激しく拒否しなくても……」

　友人は目を丸くし、引き気味にそう言った。

「そんなの絶対ダメだからね。たとえ、国連総会で議決されても、それだけは絶対に許さない！」

　わたしはそれまでの上っ面の笑顔をかなぐり捨て、全力で友人に噛かみついた。

「いや、まぁそこまで言うなら、無理にとは言わないけど……」

「もしも、勝手に来たら……」

　わたしは教室の端に目を向け、一人の男子を軽く指差す。

「あんたの気持ちを、あいつに伝える」

　友人の顔色が変わる。この子は、わたしの指の先にいる男子のことが好きだった。みるみる顔を赤く染めた友人は、数秒の沈黙の後にゆっくりと頭を下げた。

「夏なつ樹きさん、いや、夏樹様。どうぞ怒りをお静めください。わたくしめのゼリーでよければ、どうぞお納めください」

「よい心がけだ」

　差し出されたイチゴ味のゼリーを受け取ると、わたしは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　本当に危なかったのはわたしじゃない。何も知らない無知な提案者のほうだ。危うく大事な友人が、姉に呪じゆ殺さつされるところだった。わたしは人知れず、ほっとした。

「だけどさ」

　友人はふっといつもの表情に戻る。

「夏樹って本当にお姉ちゃんっ子だよね」

　もらったゼリーのふたを開けていたわたしは、力の加減を間違えて中身を飛び出させてしまった。

「何よ、いきなり」

「だって、よくお姉ちゃんの話をするじゃん。変だとか、頭がおかしいとか、そういう話ばっかりで、全然どんな人なのか分からないけど……」

　手元のゼリーの一塊が机に落ちて、ぐちゃりと潰つぶれた。ひいていたナフキンに、ゼリーと同じ赤い色のシミがすうっと広がった。

「嫌いな人の話だったらしないでしょ？」

　好きとか嫌いじゃない。姉妹に生まれてしまったら、どれだけ嫌がっても離れられない。だから、どうしても話題に出てしまうじゃないか。

　――あんたなんか、いなきゃよかった。

　初めからいなければ、わたしはこんな思いをしなくてもよかったのかな。

　ゼリーがゆらゆらと震える。赤いシミはゆっくりと広がった。



　　　＊



　夏樹の不機嫌の原因は何なのか。わたしがいくら頭をひねって考えてみても、それに対する明確な答えは生まれてこなかった。プリンのことかと思ったが、どうもそれにしては度が過ぎる。他に原因があるとしか思えない。

　今まではこんなことなかった。わたしの頭にはそのことばかりが浮かんでくる。学校にいても、頭を掠かすめるのは夏なつ樹きのことばかり……。

「どうしたの、空そら口ぐちさん」

　教室でため息をついていたわたしに、友達の雛ひな浦うらさんが声をかけてきてくれた。わたしがため息ばかりついて、押し黙っていることは、比較的よくあることなのだけれど、そんなわたしを心配してくれる人がいることは嬉うれしいものだ。

「悩み事？」

　雛浦さんは、落ち着いた眼まな差ざしをこちらに向ける。家庭内の話をするのは気が引ける。だけど、何かの突破口になるかもしれない。わたしは思いきって、相談してみることにした。

「うちの愚ぐ妹まいのことなんですけど……」

「愚妹？」

「あ、いや、妹です。中三の妹がいるんですけど、そいつが最近凶暴化しているんです」

「凶暴化……」

　雛浦さんは怪け訝げんな顔をする。

「家庭内暴力を振るうとか？」

「いえ、そうじゃなくて、どっちかというと静かな狂気というか、ようするにわたしを無視するんです」

　恥ずかしかったが、わたしは雛浦さんに打ち明けた。雛浦さんは目を丸くして、少し驚いた表情をしたが、すぐにいつもの顔に戻った。

「中三だとしたら、受験前だからね。ちょっとしたことでイライラして、そういうこともするんじゃないかな」

「わたしはしませんでした」

「部活をやってるんだったら、そろそろ大会じゃないの？　プレッシャーとかもあるんじゃないのかな」

「わたしには分かりません」

　ちなみに、わたしは中学時代はオセロ部だったが、大会前に緊張した記憶はなかった。敵の陣地を全すべて漆黒に染めてやろうか、ひひひ。とは思っていたけれど。

「あとは、彼氏と関係が上う手まくいってないとか」

「……それは、なんともいえません」

　雛浦さんは、夏樹の心に巣くっていそうな問題を次々挙げていく。そのどれもが、わたしの発想からでは生まれなかったものばかりだ。

　わたしなんかより、雛浦さんの方がずっと夏樹の姉としてふさわしいのではないのか。そう思うと、わたしは少し気分が滅め入いった。



　　　＊



　うちのバスケ部は開校以来、一度も県大会に出場したことがないらしい。わたしは、この夏の最後の大会で何としてでもチームを県大会に連れて行くつもりだった。それは、キャプテンとしての責任よりも、一緒に部活をやってきた一人のチームメイトとしての願いが大きい。

　自然と練習にも熱が入る。同時に、プレッシャーも日々大きく育ってきていた。

　空はすっきりと晴れ渡り、わたしの心なんか全く無視して綺き麗れいな夕焼けが広がっていた。バスケ部の練習は何事もなく無事に終わった。わたしは同級生と一緒に体育館から校門へと向かう。きっと、わたしの表面はいつもと同じ空そら口ぐち夏なつ樹きなのだと思う。だけど、中身は確実に違っていた。

「あれ、ユーヤ君じゃないの？」

　友人の一人が校門の方を指差し、そう言った。わたしは驚いて、五〇メートルほど先の校門に視点を合わせる。そこには、わたしの彼氏の姿があった。

「一緒に帰る約束してたんだぁ」

　他の友人がにやにやしてそう言った。

「んじゃ、うちらは裏門から帰りますか」

「最近暑くなってきたのは、夏だからじゃなくて、お前たちのせいだったのか」

　何人かが冷やかしの笑みを浮かべ、勝手なことを口々に言った。

「いや、別に一緒に帰る約束してないから」

　わたしは慌ててそう言ったが、友人たちはすでに進路を変えてしまっていた。

「ちょっと」

　慌てて友人たちに追いつくと、一人がわたしの目を見て小さく呟つぶやいた。

「最近、コミュニケーションとってないんでしょ？　ちょうどいいんじゃない？」

「だけど……もしかしたら、ユーヤ君は他の友達を待ってるのかもしれないし」

　照れているわけじゃない。いや、照れているのもあるのだけれど、それ以上になんだか怖かったのだ。

「だったら、わたしたちに後で追いつけばいいじゃん。ダッシュは自信あるでしょ？」

「ある」

　わたしは小さく頷うなずいた。

「いつもの道で帰ってるから」

「分かった」

　わたしはその場で止まり、友人たちは裏門の方へと向かっていった。わたしが振り返り、校門の方に目をやると、ユーヤ君はわたしの方を見ていた。

　見つかった。逃げるつもりはなかったけど、もう逃げられないな。

　わたしは妙に緊張しながらユーヤ君の方へ近づいた。

「ども」

　わたしが声をかける前に、ユーヤ君が言った。

　彼は手を頭の後ろに組んで、校門の壁に寄りかかっていた。彼の見た目は二枚目というよりも三枚目で、それは喋しやべり方も同じだった。だけど、別にわたしはかっこ悪いとは思わない。かっこいいとも思わないけど。

　わたしは昔、お姉ちゃんに自分の彼氏が年上だと話したことがあった。確かに、ユーヤ君はわたしよりも誕生日が早いから年齢は上なのだけど、学年は同じ。ただ、先輩と付き合っている、っていう言葉のかっこよさに魅ひかれて嘘うそをついてしまったのだ。まぁ、お姉ちゃんは大したリアクションをしなかったけど。

「ども」

　わたしは少ししどろもどろしてしまう。別に、付き合い始めて間がないカップルってわけでもないのに。

「今、練習が終わったの？」

「うん」

「今から帰るとこ？」

「うん」

「そっか。じゃあ、帰るべ」

　そう言うと、短髪の頭から手を離し、足元に置いてあったバッグを持ち上げた。

「え？　わたしを待っててくれたの？」

　自分のバッグを持つ手が、ぎゅっと握力を強める。わたしは真まっ直すぐに彼の方を見ることができなかった。

「いや、タローを待ってたんだけど、来ないからさ。今日、塾あるからそろそろ帰らなくちゃいけないんだよ」

　わたしを待っていてくれたわけじゃないのか。

「いいの？」

「先に帰るってメールするから大丈夫」

「そっか」

　じゃあ、一緒に帰ろう。その一言が自分の口から出てこない。タロー君はそれで大丈夫かもしれないけど、わたしは大丈夫じゃない。

「なんか、一緒に帰るのって久しぶりじゃね？」

　二人並んで、坂道を下る。うちの中学校は高台の上にあったので、その坂道からは下の街を眺めることができた。

　様々な建物の屋根がそれぞれ夕焼けを反射している。色々な赤が煌きらめき、まるで街は大きな海のようだった。わたしはこの景色が好きだった。ユーヤ君も好きだと言っていたのを聞いたことがある。

「そうだね。最近、部活忙しいから」

「だよなぁ。オレももっと真面目まじめに部活やってたらナツキチみたいに青春やってたかもな」

　ユーヤ君はわたしのことをナツキチと呼ぶ。他の人は誰だれも使わない、彼だけの呼び方だった。

「サッカー部、全然行ってないの？」

「時々行くよ。だけど、まぁ、もういいかなって感じ」

「いいの？　高校でもサッカー続けるんじゃないの？」

「まずは、高校に入るほうが先だからなぁ」

「そっか」

　ゆっくりと坂を下る。

　この先の別れ道、ユーヤ君の家は右でわたしの家は左に曲がる。昔、よく一緒に帰っていた頃ころ、ユーヤ君はわざと左に曲がって遠回りをして帰ってくれた。

　運命の分かれ道、なんていうと大げさだけど、わたしは静かに迫る分かれ道をじっと見ていた。

「この前の模試でさ、ようやく数学の偏差値が五〇超えたんだ。ようやくって感じだろ？」

「それって、まだ足りないんじゃないの？」

　あと十メートルくらい。

「そうなんだけどさ。ほら、今までがひどすぎたから」

「ま、わたしも人のこと言えないけどね」

　あと五メートル。

「ナツキチはまだいいだろ。ほら英語とか得意じゃんか」

「別に得意じゃないよ。他の科目が悪いだけで、別に英語がめちゃくちゃできるってわけでもないし」

　あと三メートル。

「そっか。たしか、英語を姉ちゃんに教えてもらってるんだっけ？」

「ふぇ？　まぁ、時々だけど」

　あと一メートル。

「そういや、この前ナツキチの姉ちゃん見たけど、なんかすっげぇ変わってたな」

「見たの？　どこで！」

　わたしは足を止める。そこはちょうど別れ道のところだった。

「駅の近く。っていうか、実はすげぇ美人だったんだな。姉ちゃん家にいるの？」

　ユーヤ君は笑っている。

「……いるって言ったら、来るの？」

「行く！　もうちょい近くでじっくり見ておこうかなって、ヘブッ！」

　わたしはユーヤ君の顔を思いっきりバッグで殴なぐり飛ばした。

「バカユーヤ！　お前なんか家に来るな！」

　わたしはそれだけ言うと、自分の家の方に向かって走り出した。

　わたしは悪くない。わたしの前であんなことを平気で口走るユーヤ君が悪いんだ。

　ダッシュには自信がある。だけど、今から友達に追いつこうとは思わなかった。かといって、真まっ直すぐ家に帰る気にもなれない。



　ただいまも言わず、わたしは家に帰ってきた。結局、わたしはいつもよりも少しだけ遠回りをして、家に帰ってきた。わたしには他に行くところもない。

　お姉ちゃんが部活を始めてから、わたしよりもお姉ちゃんの方が遅く帰ってくることが多くなっていた。玄関にローファーがない。今日も、わたしの方が先に帰ってきたらしい。

　ため息がこぼれる。心労と安心が口から空気と一緒にもれた。

　わたしはよたよたと階段を上り、自分の部屋に入った。

　姉妹共同の部屋。わたしはあの姉とここであと何年一緒に住むことになるのだろう。

　こんな気分になるのは初めて。

　何が気に入らないのか自分でも分からない。

　勉強のこと。

　部活のこと。

　彼氏のこと。

　部屋の真ん中の壁に、写真が飾ってある。むすっとした表情のお姉ちゃんの後ろから、わたしが抱きついている写真。それは、お姉ちゃんが高校の制服を初めて着たときに撮った写真だった。

　わたしの胸に詰まっている悩み。

　もう一つは、お姉ちゃんのこと。

　お姉ちゃんが成績優秀なのは知っている。昔からドラキュラみたいに太陽の光を嫌っていて、とにかく外に出なかった姉。あの人はいつも部屋にこもって本ばかり読んでいた。本を読めば頭が良くなるってわけでもないだろうけど、わたしみたいに外でしか遊ばないよりは、成績が良くなるだろう。

　――比べられるのが嫌だった。

　お姉ちゃんの趣味は、世間に知られれば社会的に抹まつ殺さつされてしまうかもしれないくらい変わっている。もちろん、人それぞれに個性があるし、趣味は自由なのだろうけれど、隠さなくちゃ文化的自殺になってしまうものだってある。お姉ちゃんの趣味、というかもうライフワークなんだろうけれど、あれはその類たぐいだ。

　――姉妹だと思われるのが嫌だった。

　お姉ちゃんが実は美人だってことは、ずっと前から知っていた。だから、ちゃんとすれば、きっと自慢の姉になると思っていた。

　……自分の小ささが嫌になる。わたしはさっき、ユーヤ君にお姉ちゃんを褒ほめられたとき、その言葉が許せなかった。わたしはやきもちを焼いているんだ。

　――女として負けるのが嫌だった。

　それでも、お姉ちゃんがわたしに対して優しければ、もしかしたらこんな気持ちにならなかったのかもしれない。お姉ちゃんがもっとまともで、わたしのことをちゃんと考えていてくれたら、わたしだってもっとまともにお姉ちゃんと向き合えたかもしれない。

　夜中、妹に呪のろいをかけようとする姉を、わたしは嫌いになり始めていた。

　わたしは意地っ張りだ。お姉ちゃんはわたしの百倍意地っ張りだ。このまま、わたしたちは一生言葉を交わさないかもしれない。

　――そんな自分が嫌だった。

　がちゃがちゃと下から音がする。両親が帰ってくるのにはまだ時間がある。多分、お姉ちゃんが帰ってきたのだろう。わたしは部屋から出ると、さっさと一階のリビングへと向かった。お姉ちゃんと顔を合わせたくなかった。



　　　＊



　さて、どうしたものか。わたしは高校からの帰路でもずっと困っていた。

　雛ひな浦うらさんの言葉を聞いて、あの考えなしの能天気中学生にも、もしかしたら何か悩みがあるのかもしれない、ということは分かった。だけど、わたしにどうにかできるものでもない。受験にせよ、部活にせよ、恋にせよ、夏なつ樹き自身の問題なのだから、夏樹が自分の手で解決しなくちゃいけない。

　それでも、何かサポートできることは……。

　ない。

　わたしはあっさりと諦あきらめる。

　いや、もしかして夏樹はわたしとのケンカも心の重石おもしにしているかもしれない。それならば仲直りするだけでも、彼女を少しは救うことになるのではないのだろうか。

　それじゃあ、仲直りするためにはどうすればいいのか……。

　わたしに浮かぶアイディアは何もなかった。

　いや、一つだけある。わたしに残された取って置きの方法が……。



　　　＊



　お姉ちゃんと口をきかなくなってから、三日が経たった。わたしの日常は、お姉ちゃんを無視することに慣れ始めていた。いや、何でも慣れちゃうとできるもんだね、本当に。

　家にいる間は、お姉ちゃんから離れることに全神経を使う。それでも、寝る部屋は同じだから一日の最後は顔を合わせるのだけれど、絶対に顔は見ない。もちろん、言葉は伝えないし、近づくこともない。どうしても、何かを伝えなくちゃいけないときは、メモに走り書きをして、机の上に置いておいた。

　お姉ちゃんはこの三日間、夜中にこっそりと部屋を抜け出していた。夜遊びよりも召喚術の方が好きな人だから、きっと近くの公園にでも魔方陣を描きに行っているに違いない。それだって、昔ならわたしは起きて注意していたけれど、今は気がついても無視だった。

　両親は何も言わなかった。というよりも、あまり興味がなさそうだった。もしかしたら、放ほうっておいてもいつか解決するだろう、と楽観的に考えているのかもしれない。でも、わたしは少しもそう思わない。きっと、どちらかがこの家を出て行くまで、この険悪な雰囲気は消え去らないと思う。

「夏なつ樹き」

　わたしは声をかけられて、ふっと我に返った。掃除が終わり、みんなが部活の練習を始める時間だ。夢を見るにはまだ早い。

　わたしは箒ほうきを持ったまま、ぼうっと教室の窓から空を眺めていた。

「夏樹、最近変だよ？」

　クラスメイトがそう言って、心配そうにわたしの顔を覗のぞき込んだ。

「そう？」

「何かあったの？」

「別になんでもないって」

　わたしは笑ってごまかす。

「絶対、何かあるでしょ。相談があったらしてよね。友達なんだから」

　その言葉は素直に嬉うれしかった。でも、お姉ちゃんのことを話す気にはなれない。

　気が重くなれば足も重くなる。昔、お姉ちゃんもそんなことを言っていたっけ……。わたしは頭を振って、自然にわいてきたお姉ちゃんの格言を払った。

　よし！　気分を入れかえて、部活に集中しよう！　掃除を終えると、わたしは駆け足で体育館へと向かった。

　その日の練習は努めて明るくした。そうやって、自分の中の針を無理やりプラスの方向に引っ張らないと、とてもいつも通りの振る舞いができそうになかった。だが、もちろんそれだって不自然なことだ。わたしは、周りからまるで変わった生き物を見るような目で見られていた。

　なんだか、色々なものが嫌になっていく。これじゃあ、お姉ちゃんと同じ症状だ。そう考えれば考えるほどに、わたしの気分と思考は泥沼にはまっていった。

　帰る時間。いつものメンバーと一緒に帰る。

　デジャヴ。校門にユーヤ君の姿。

「またかぁ」

　嬉うれしそうに笑う友人。

「彼氏と一緒に帰るなら、そう言っといてよ。てか、もしかして見せつけたいから、ここまで一緒に来たの？」

「違うよ！」

　そんな風に思われたらたまらない。わたしは全力で否定した。

「冗談だよ。前に、ユーヤ君と何かあったんでしょ？」

　微笑ほほえむ友人。

「そうそう。今日の夏なつ樹きは変だったもん。何か嫌なことがあったときの夏樹って、ああなるんだよね。妙にテンション高いっていうか、無理して明るくしているっていうか」

　別の友人も言う。わたしは頷うなずいた。完全に読まれていた。

「じゃあ、仲直りしておいで」

「でも……」

「でも、じゃない！」

　友人たちは次々にわたしの肩を叩たたいて裏門へ向かっていく。わたしは決意を固めて、校門へと向かった。

　本当に前と同じだ。きっと、ユーヤ君は他の友達を待っているんだ。歩くたびにネガティブな考えが浮かんでくる。

「ユーヤ君」

　今日はわたしから話しかけた。少しでも、前回とは違う結果にしたかった。

「お、ナツキチ。待ってたよ」

　ユーヤ君が屈託のない笑顔を見せる。

　待ってた？　わたしを待っていたの？

「タロー君は？」

「先に帰ったよ、あいつ。今日はナツキチと帰ろうと思って」

「珍しい」

「そうか？　てか、前もこんな話してたよな」

　ユーヤ君が足元のかばんを持ち上げた。わたしたちは並んで歩き始める。

「メールしておいてよ。もしもわたしが裏門から出てたらどうするつもりだったの？」

「裏門から出ることあるの？」

「いや、あんまりないけど……」

「じゃあ、いいじゃん」

　また無邪気な笑顔。わたしは彼のこの笑顔を見ると、ついつい自分まで頬ほおが緩んでしまう。怒ったり注意したりしていても、笑ってしまうのだ。

「まぁ、いいんだけど」

「なぁ」

　同じ帰り道。同じ坂道。

「この前のこと怒ってる？」

「別に～」

「その声は明らかに怒ってるだろ！」

「オコッテナイヨ～」

　ついついわたしもふざけてしまう。ユーヤ君の不思議な力だ。

「お互い忙しいもんなぁ」

「うん」

　わたしは小さく頷うなずく。

「いっそのこと、しばらく会わないほうがよくない？」

「は？」

　こいつは何を言っているんだ？

　自分の耳を疑う。

「それ、どういうこと？」

　さすがのユーヤ君も、わたしの感情を感じ取ったのか、笑顔を引きつらせた。

「いやさ、ほら、これで夏休みに入るだろ？　夏期講習とか、部活の大会とか忙しくなるじゃんか。だから、その間お互いにそっちのほうに集中したほうがいいかなって……」

　わたしはユーヤ君を睨にらむ。

　そんなの嫌に決まっている。

　部活が忙しくても、勉強が大変でも、変なお姉ちゃんがいても、ユーヤ君と会うことが苦痛だと思ったことはない。

　ここで一言嫌だと言えば、きっとこの話はなくなる。

「分かった」

　わたしは心底意地っ張りだ。

「じゃあ、夏休みが終わるまで連絡取らないから。学校で会っても話しかけないでね」

「いや、そこまでは言ってないだろ」

「今この瞬間からスタート」

　わたしはそれだけ言って、すたすたと歩き始めた。

　嫌いだ。自分もユーヤ君も、みんないなくなればいい！

　わたしは歩調を速める。

　すたすたと歩き、わざと知らない道を進んだ。

　このままどこか知らない世界に入ってしまいたい。誰だれもわたしのことを知らない世界。わたしも、誰も知らない世界。

　何度も角を曲がり、路地に入り、細い道を抜け、高い塀に囲まれた小道を進む。そうするうちに、わたしは本当に知らない世界に迷い込んでいた。

　すこし不安になる。空は薄暗くなりはじめていた。

　学校の周りの地理は知り尽くしていたつもりだった。それなのに、そこは少しも知らない町だった。目の前には民家のような建物がある。だが、よく見てみると小さな看板がかけられていた。

　伊丹いたみ書店。確かにそこにはそう書いてある。どうやら、本屋さんらしい。

　中学三年生にもなって迷子とは恥ずかしいが、このまま遭難してしまうのはもっと恥ずかしい。わたしは勇気を出して店内に入り、道を聞いてみることにした。

　外も薄暗くなり始めていたが、中はもっと薄暗かった。

　少しかび臭い店内は狭く、その狭い空間に本棚がびっちりと詰め込まれていた。どの本も古そうなものばかりで、わたしがよく読むような漫画は一切置かれていなかった。どっちかというと、お姉ちゃんが好きそうな本が多そうだ。

「すみません」

　わたしは店内に呼びかける。しばらくすると、店の奥からひどい咳せきが聞こえてきた。わたしは本棚の間を抜け、店の奥に入る。

　店舗から一段高いところに机が置かれ、その横に初老の男性が一人座っていた。彼は咳せき込んでいたが、わたしには気がついているらしく、横目でこちらを見ていた。

　ランプが青い炎を煌きらめかせる。なんだか、不思議な部屋だった。

「いらっしゃい」

　咳がおさまると、店主であろう男は、しわがれた声でそう言った。

「あの、すみません。実はちょっとお尋ねしたいことがあるんですけど」

　わたしは恥ずかしさを抑え、自分の愚かさを暴露しようとする。

「ん？　君は……」

　わたしの言葉よりも先に、店主の言葉が空間に広がった。

「空そら口ぐち君？」

　いきなり自分の名前を当てられて、わたしはドキッとする。

「なんでわたしの名前を……」

「そうか。そうか……。夏なつ樹きさんだったか？」

　下の名前まで！　わたしは訝いぶかしげな視線を店主に送りつつ、少し彼から離れた。わたしは警戒心が強いのだ。

　だが、店主はそんなわたしを見て笑った。初めは笑い声だったが、それはだんだんと苦しそうに咳せき込む音へと変化していった。

「大丈夫ですか？」

「ンン……大丈夫だ。まぁ、そんなに怯おびえなくてもいい。君の話はよく聞いているからな。まさか、実際に会えるとは思わなんだが」

「わたしの話を？」

「ああ。君のお姉さんからね。顔も似ている」

　一歩引いた体を前に戻し、わたしは店主に近寄った。

「お姉ちゃんを知ってるんですか？」

「ああ、常連さんだよ。あまり売り上げには貢献してくれないがね」

　店主はそう言って微笑ほほえむ。

「わたしの話って……わたしの悪口ですか？」

「悪口？　君の悪口を、空そら口ぐち君が言うかって？」

　あの姉のことだ。きっとわたしが聞いたら精神崩壊を起こすくらいの罵ば詈り雑ぞう言ごんを日々このおじいさんにぶつけているに違いない。もしかしたら、このおじいさんの咳せきがすごいのは、お姉ちゃんの邪気とか悪意とかが肺に入ってしまったからなんじゃないのか。

「それは、ないな」

「本当ですか？」

　わたしは疑いの眼まな差ざしを店主に向ける。

「本当だとも」

「それじゃあ、何て言っていたんですか？」

「年長者を敬わない、恩知らずで世間知らずの妹がいると言っていた」

「悪口ですね。完全に」

　わたしはお姉ちゃんから何か恩恵を受けたことなど少しもないぞ。

「悪口は悪意の言葉だ」

「悪意しかないじゃないですか、その言葉には！」

「空口君、君のお姉さんの真ま帆ほさんは君のことをとても大切に思っている」

「それなら！」

「だから、わたしが何とかしてあげなくちゃいけない」

　え？

「真ま帆ほさんはそう続けているのだよ」

　興奮し始めていたわたしの心は、その一言で一気に動かなくなった。頭や体からまるで血が抜けていくように、力が奪われていく。

　わたしが何とかしてあげなくちゃ？　あのお姉ちゃんがそんなことを言ったの？

「そ、そんなの、お姉ちゃんのくせに生意気です」

　そうだ。あの人は、社会的に見ればわたしよりもずっとダメ人間だ。

「君と真帆さんを比べれば、君の方が勝っているところもたくさんあるだろうね」

　店主の目はどこまでも深く、優しい色をしている。

「しかしな、大事なことはそこじゃあない。真帆さんが君を思い、君のために何かをしようと思っている。それが本当に一番大切なことじゃないのか？」

　だけど……。

　わたしは下唇を強く噛かむ。

　お姉ちゃんがわたしにしようとしたことは呪のろいの儀式だ。口ではなんと言おうとも、わたしに対しての行動は、明らかに敵意と悪意と憎悪のあらわれだ。とても、お姉ちゃんがわたしを助けたりよくしようとしているとは思えない。

「信じられないか？」

　店主は全すべてを見通すように、ゆっくりそう言った。

「……はい」

　わたしは素直にそう言う。

「言葉とは不便だ。全てを伝えられないうえに、間違えれば誤った想おもいを伝えてしまう。それは、行動も同じ。そこに隠れる真意は、時として姿を見せようとしない」

　言葉や行動に隠れた真意？

「ところで」

　店主はそこで話を切る。

「夏なつ樹きさんはどうしてここへ？　本を買いに来た、という様子ではないようだが」

　そこでようやく、わたしは自分がここに来た本来の目的を思い出した。

「あ、あの、恥ずかしいことなんですけど、実はちょっと……」

　わたしは下を向いてもじもじとする。この年齢で迷子はやはり言い出しにくい。

「道に迷ったか？」

　この人は魔法使いか何かなのか？　まるでわたしの心を見通すみたいに、色々なことを当てていく。わたしの驚いた顔を見て、店主はにんまりとした。

「心が迷えば、道にも迷う。心が迷えば、顔に出る」

　怪しい宗教のようなよく分からない理屈だが、その理論で当てられてしまったのだから、仕方がない。わたしは素直に頷うなずいた。

「ここら辺は細い道が細かく通っているからな。近所に住む者でも時々道を見失う」

「そうなんですか」

「細かすぎて、地図を描くのは難しいが、わしに言われたとおり進めば大通りに出られる。そこまで行けば、あとは分かるね？」

「はい。すみません」

　わたしは頭を下げてお礼を言った。

　これで帰れる。

「だが」

　わたしの頭が元の位置に戻ったとき、店主は真まっ直すぐにこっちを見て言葉を続けた。

「今の君の心のまま外に出ても、また迷うだけだろう」

「え？　どういうことですか？」

「さっき言っただろう。心が迷えば、道にも迷う」

　店主の目は真剣だった。

「ええ、ですけど、お姉ちゃんのことは、もういいんです」

　そう。もういい。あの人とは口をきかないことに決めたんだ。

「それだけではないのじゃないか？」

　心臓がはねる。店主の言葉は、いちいちわたしの心の奥を突いてくる。わたしが驚き、興味を持つ角度で、わたしの気持ちを刺激する。

「そういう顔をしていますか？」

「そういう顔をしておる」

　この人は占い師にでもなったほうがいいんじゃないのか。わたしは店主を見ながらそう思った。

　不思議なことにわたしの警戒心はかなり緩んでいた。それは、この老人がお姉ちゃんの知り合いだったということもあるのだけれど、もっと大きい理由は、この人自身の雰囲気だった。別に何か大きな特徴のある顔や体ではないのだけれど、なんとなくこの人なら大丈夫なのではないかと思ってしまう。

「お姉ちゃんに言わないでくださいね」

　気がついたら、わたしはそう言ってしまっていた。

「言うわけがない」

　老人は椅い子すを一脚持ってきて、それをわたしに勧めて。そして、まるでレコードでも聴くみたいに、ゆったりと構えてわたしに話の続きを促した。

「今、彼氏がいるんです」

「ふむ」

「それで、その彼氏にさっき、しばらく連絡を取らないでおこう、って言われたんです。これって普通に考えたら距離をおきたいってことですよね。それに、距離をおきたいってことは、その、別れたいってことですよね」

「ふむ」

「最初に告白してきたのは、彼の方からなんです。だから、もしかして自分から別れ話がしにくくて、そういう風に言ってきたんじゃないのかなって……」

「ふむ」

「……どう思いますか？」

　わたしは上目遣いに、店主を見る。店主は一度大きく頷うなずいた。

「それは、わしには分からん」

　その言葉に、わたしは肩透かしを食らったような気になった。

「そりゃあ、そうでしょうけど……」

「だが、夏なつ樹きさんだって、彼の真意はわからんのではないか？」

「分かりません。分からないから困っているんです」

「本当にそうかな？　君は分からないから困っているんじゃなくて、嫌な予感がするから困っているんじゃないか？　分からないことならば、本人に訊きけばすぐ解決することだ」

　店主はゆっくりと喋しやべる。

「だが、訊く勇気もない。それもまた困りものだな」

「……おじさんの言う通りかもしれません」

　わたしは制服のスカートのすそをぎゅっと握った。

「さっきも言ったが、言葉は不器用だ。全すべての思いを伝えられないこともある。そういうときはどうすればいいと思う？」

「想像する？」

「想像はとても大切なことだ。だが、悪いことばかり想像していては、先に進めなくなる。今の君はまさにその状態なのではないか？」

「それじゃあ、どうすればいいんですか」

「本人に直接訊くのがいいに決まっている」

　店主は真面目まじめな顔を一瞬崩し、優しい顔になった。

「本人にしか分からんこともある。勇気を持つことは、何よりも重要なことだ」

　言葉に隠れた真意。それを明らかにするためには、本人に直接訊くのが一番いい。それは、当たり前すぎて笑ってしまうほど、当然の答えだ。

　だけど、わたしには何よりも難しい選択肢。

「案外、真相は想像していたようなことではないものだ」

　それだけ言うと、店主は道を教えてくれた。彼は店の中で、わたしを見送った。わたしは深く一礼すると店の外に出た。

　既に空には星が輝き、街頭の明かりが灯ともっていた。

「よし。訊きいてみるか」

　うじうじしているのはわたしらしくない！

　気合一発！　根性入れろ、空そら口ぐち夏なつ樹き！

　わたしは携帯電話を取り出した。アドレス帳からユーヤ君の名前を探す。

　コール音。心臓の鼓動が速くなる。

　相手が出る前に電話を切ってしまいたい気持ちがちょっと芽生えるが、それを足で踏み潰つぶす。逃げたって何の解決にもならない。

『はい』

　ユーヤ君が電話に出る。

「あのさ」

　何と言えばいいのか分からない。もう少しちゃんと考えてから電話をすればよかった、と後悔する。

「えっとね」

『うん』

「だからね」

『うん』

「つまりさ」

『うん』

「……」

『……？』

「もう、何なのよ！」

　わたしは大声で叫ぶ。回りくどいことをしても先には進めない。

「なんでいきなり連絡するなとか言うわけ？　別れたいの？　そうならそうと、はっきり言え、このバカ！」

　いきなりまくし立てられたユーヤ君は電話口の向こう側で驚いていると思う。だけど、わたしは自分の言いたいことを全すべて電波に変えて、一気にユーヤ君にぶつける。

「わたしは忙しくても、会いたいし、話したいし、メールしたいのに！　なんで、そんなこと言うの？　お姉ちゃんのこと美人とか言うし！　お姉ちゃんなんか黒魔法少女なのに！　アホ！　クズ！　ろくでなし！」

　それだけ言い終わると、わたしは肩で息をしていた。

　遠くの方で電車の走る音がする。

　たっぷりと間を取ってから、ユーヤ君が口を開いた。

『ごめん』

「別れたいんなら、そう言って」

『ていうかさ』

　ユーヤ君はそこで言葉を切り、続きを話すのに躊ちゆう躇ちよしている。

「何よ」

　わたしは相変わらず攻撃的だ。

『別れたいのは、ナツキチの方なんじゃないの？』

「はぁ？」

『いや、だってさ、だってだよ』

　慌てた声でユーヤ君が弁明し始める。

『ナツキチは最近、疲れたとか忙しいとかしか言わないしさ、メールの返事がくるのも遅いし、もしかして別れたいのかなぁって……』

「そんなことで、わたしが別れたいと思ってるって考えたの？」

　行動から読み取れるものと真意は違う。

『それにさ、タローとかにその話したら、もうナツキチは俺おれのこと好きじゃないっていうし』

「タロォォォ！」

『い、いや、あいつは悪くないよ。きっと、俺の話し方が悪かったんだって。だから、ナツキチにこれ以上嫌われてもいやだし、距離をおこうかなって……』

　言葉から読み取れるものと真意は違う。

　なんてくだらないのだろう。

『じゃあ、明日からメールとかしていい？』

「明日からじゃなくて、今この瞬間から」

『おっしゃ！　ナツキチ、大好きだよう』

　このお調子者は……。

　わたしは携帯電話でユーヤ君と話しながら、伊丹いたみ書店の店主に教えてもらった道を進んだ。どうして、こんなところで迷ったのか分からないくらい、わたしはすいすいと路地を進み、すぐに知っている大通りに出た。

　不思議な店だった。それに、不思議な老人だった。

　わたしはたくさんユーヤ君と話をした。それは、本当に久しぶりに楽しい時間だった。

「もう、そろそろ家に着くから電話切るね」

『おう。あ、そうだ。一つ聞きたいんだけどさ』

「なに？」

『お姉ちゃんが黒魔法少女ってどういう……』

　言葉の途中で電話を切った。

　わたしにはもう一つ大きな問題が残っていた。



　夜、物音で目を覚ました。

　わたしは頭までかぶった布団の下から、こっそりと顔を出した。

　お姉ちゃんがこっそりと部屋を抜け出そうとする音だった。眼鏡をかけて、なにやら荷物らしきものをまとめている。

　もしも、伊丹いたみ書店の店主の言うことが本当ならば、お姉ちゃんの行動にだって何か真意があるのかもしれない。わたしはお姉ちゃんが部屋の外に出ると、ベッドから飛び降りて、その後をこっそりと追った。部屋を出るときに確認した時計の時刻は午前二時。草木も眠る丑うし三みつ時だ。

　全く、こんな時間に外出なんて、とんだ不良娘だ。お姉ちゃんは手慣れた様子でローブを身にまとい、家から出る。わたしは寝巻きのジャージ姿で後をつける。空は厚い雲でおおわれ、外は真っ暗だった。それでも、お姉ちゃんは何の迷いもなく闇やみ夜よの道を進んでいく。

　案の定、お姉ちゃんはいつもの公園へと入っていった。わたしは遠くからその様子を確認する。

　公園の外灯の下で、お姉ちゃんは大きな魔方陣みたいなものを描いていた。わたしは公園に植えられた茂みに隠れて、こっそりと近づいていくが、それが何なのか全く分からない。というか、魔方陣の模様を見ただけで、なにがしたいのか分かる奴やつなんて、魔女か魔法オタクかのどちらかだけだと思う。

「毎晩、夏なつ樹きにかけてるのに……」

　お姉ちゃんの独り言が聞こえた。やはり、夜に外へ出ていたのはこのためだったのか。それにしても、わたしとケンカをしてから毎晩やっている魔法とは一体どんなものなのだろうか。

　……呪のろいか？

　わたしは首を振ってその想像を却下した。

　悪い想像をしていても先には進めない。それは、今日の夕方に教わったことじゃないか。相手の真意を知るには、直接訊きいてみるしかない。

　やるぞ！

　わたしは茂みから立ち上がった。その音に、小心者の姉はオーバーなリアクションで驚いた。

「誰だれ！」

「お姉ちゃん、こんなところで何をやってるの？」

「ななななな夏なつ樹き！」

　明らかに動揺するお姉ちゃん。

「あんた、わたしとはもう話さないんじゃなかったの？」

「ちゃんと質問に答えて！」

　そして、できれば穏便な回答をちょうだい！

「わたしはね……」

　お姉ちゃんはにやりと笑う。黒縁の眼鏡がきらりと光る。

「あんたを子豚にする呪のろいをかけていたのよ！　ほほほほ！」

　お姉ちゃんは腰に手を置き、大笑いした。

「養豚場に売りつけてやるわ！　そして、キャベツと一緒にとんかつ屋さんに並びなさい！」

　ほう。

　わたしは表情を強こわ張ばらせて、怒りで泣きそうになるのをこらえる。

　今日は曇っていてよかったわ。なぜって、お月様にわたしの凶行を見せなくてすむのですもの。

「このバカ姉！」

　わたしは腹の底から全力で大声を出す。そして、涙で潤んだ目をお姉ちゃんに向け、思いっきり睨にらんだ。お姉ちゃんは少し怯ひるんだが、すぐにいつもの様子に戻った。

「何とでも言うといいわ！　ダメ妹！」

　少しでもこの人に期待したわたしがバカだった。伊丹いたみ書店の店主の言うことは違っていた。この女は、わたしのことなんか少しも大事に思っていない。もう、本当にお姉ちゃんなんか大嫌いだ！

　わたしは全力疾走で自宅に帰ると、自分の部屋にある全すべての本を引っ張り出した。全ての本といっても、ほとんどがお姉ちゃんの黒魔術の本だ。わたしは窓を開けるとそれらを片っ端から投げ捨てていった。ここは二階。憎き本たちはバラバラとページを舞わせて落ちていく。

　こんなものがあるからいけないんだ！

　手に取る本、手に取る本、次々と投げ捨てる。なんだか、ものを投げてはいけません、という注意を全力で破るのは、ちょっとした快感だった。

「ふふ……ふふふ」

　なんだか楽しくなってきた。

「あはは！　はははは！　これ楽しい！」

　ほれほれ！　こんな本なんかどこかに飛んでいってしまえ。

　わたしが最後の一冊を窓から投げ捨てようとしたとき、その本に付ふ箋せんが貼はってあるのに気がついた。

　最後の一冊だ。あの極悪黒魔法少女がどんな魔法を使っていたのか、調べてやるか。

　わたしは付ふ箋せんが貼はられたページを開く。

　ページに描かれていた魔方陣は、先ほど公園で見たものと同じだった。

「これが、人間を子豚にする魔法か……って、人間が子豚になるわけないだろ！」

　わたしはページを閉じようとする。その時、その魔方陣の説明文が目に入った。

　わたしの動きが止まる。

　柔らかな蛍光灯の光が、わたしの手元を照らす。

　穏やかな夜風が髪を揺らす。

　目が字を追う。

「この魔法は……」

　一瞬、その続きの言葉に目を疑った。

　そして、すぐにわたしは真実に気がついた。

　ああ、なんて大きな勘違いをしていたんだろう。

　言葉は不器用だ。

　だけど、本当に不器用なのは言葉なのではなくて、それを扱う人間。

　体の力がふっと抜ける。気持ちも急に落ち着く。

「この魔法は、ケンカをした相手と仲直りするための魔法です」

　たった一文。この一文で、わたしの胸は急に熱くなった。

　静かにページを閉じる。そして、その本をぎゅっと抱きしめた。

「バカなお姉ちゃん……」

　わたしは小さく呟つぶやく。

　仲直りするための呪じゆ文もんは、こんな本に書いてない。それは誰だれでも知っている簡単な一言。

　ごめんね。

　たったその一言が、どんな魔法よりも効果があるのに。

　誰かが階段を上がってくる音が聞こえる。わたしは笑顔をつくった。それが、わたしの真意だ。

　わたしも一言謝ろう。ごめんね。その魔法の一言を使おう。

　お姉ちゃんが部屋に入ってくる。

「お姉ちゃん、ごめんね。わたし……」

　お姉ちゃんは両手に大量の本を抱えていた。そして、その形ぎよう相そうは他のどんなものにも例えられないほど、憎しみと怒りに満ちたものだった。

「夏なつ樹きぃ、お前は何をした……」

「あはは。ごめんなさい！　でも、これでお互い様ってことで、仲直りしようよ」

「今日が曇っていてよかったよ。お月様に、お前の血を見せなくて済むんだからな」

　あ、これ殺されるわ。

「ちょ、ちょっとお姉さま？　どうか穏便に……」

　体中から脂汗が吹き出る。お姉ちゃんはわたしの言葉なんかに耳を傾けず、ゆっくりと近づいてきた。

「待って、わわ！　きゃー！」

　雲の狭はざ間まから月が顔を出す。わたしの悲鳴に驚いたのかもしれない。

　わたしの魔法では、すぐには仲直りできそうにない。
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　道場に掛け声がこだまする。

「ていや！」

　凛り々りしい声が響き、男の巨きよ躯くが宙を飛ぶ。

「次！」

　野太い声がかかり、別の男がわたしの前に立つ。

　先に男がしかけた。ごつい腕が伸ばされ、わたしの腕を掴つかもうとする。わたしは男から伸びる腕を自分からそらすと、羽根が風に舞うようにふわりと自然に片足を男の方へ伸ばし、残りの足にぎゅっと力を込める。

　わたしの手は素早く、それでも確実に男の腕と胸倉を掴んだ。それと同時に、体を回転させ、体重を前方にかける。

　男の体が浮く。そして、男がそれに気がつくと同時に世界はすでに回っていた。

　大きな音が道場に響いた。

「そこまで！」

　野太い声。声の主は、無骨な大男だった。

「今日はここまでだ」

「はい」

　わたしは、神棚に一礼をし、大男に一礼をした。長い黒髪がさらりと揺れる。

「しの、少しは分かってきたか？」

「何となくですけど」

　わたしは、少し戸惑いながら答えた。足元には先ほど投げ飛ばされた男がまだ倒れていた。彼だけではない、わたしによって倒された男たちが、道場のあちらこちらにうずくまっていた。

「うむ。武道の道は長く険しい。日々の精進がいずれ大輪の花を咲かせる」

　大男は腕組みをし、大きく頷うなずく。あまり人には信じてもらえないが、この大男がわたしの父親だった。

「はい」

「うむ。いずれ、世界がお前の力を欲するときが来るだろう。そのときまで、鍛錬を怠るな」

　……とりあえず、やっぱりバカだ。わたしは心の中でそう呟つぶやく。

　たとえ、宇宙人が攻めてこようとも、地底人が侵略を始めようとも、そんな日はきっと来ないと思う。だけど、父があまりに自信満々にそう言うものだから、口答えはできない。わたしは知っている。自分の父が、誰だれよりも少年のような心を持っているということを。そして、その夢を壊すような発言をすれば、きっとこの道場で阿あ鼻び叫きよう喚かんのジェノサイドが起こることを。

「はい！」

　わたしは腕をクロスさせ、その状態から拳こぶしを腰の横に勢いよく持っていった。わたし自身、バカらしいと思うこともあったが、残念ながらこれがわたしの日常だった。



　雛ひな浦うらしの。わたしは普通の高校に通う一般的な高校生だけど、一般的でない部分も多々持ち合わせていると思う。わたしの家は、『雛浦無敵流』という空手の一派の道場を経営している。門下生もたくさん抱えていて、経営自体はそれなりに順調だ。このこと自体は、少しも異常ではない。ただ、わたしの父が娘の鍛錬に心血を注いでおり、娘もそれに応こたえるように強きよう靭じんな肉体と強力な戦闘能力を身につけたというところは、少し変わっている。さらに、その父が娘の婿むこ探しと称して次々と各界の武人を招き、娘と対決させるとなれば、これはもはや普通とは言い難がたい状況だと思う。そのため、わたしはありとあらゆる格闘技のルールを体で覚え、相手に合わせてファイトしなければならなかった。もちろん、わたしだって、全すべての試合に勝利するわけではない。それでも、わたしは負けるたびに力をつけてきた自信はある。

『雛浦無敵流』の極意は一子相伝。ゆえに、わたしはその後継者として日々の修行に明け暮れなければならない。たとえ、世界が核の炎に包まれようとも、わたしは『雛浦無敵流』を継承する運命にあるのだ。

　けれど、そんなわたしも社会的地位は高校生。レンタルビデオ屋でカードを作るときも、職業欄に『猛も者さ』などと書けない、青臭いティーンエイジャー。高校生の仕事は必殺の奥義を会得することではなく、学び舎やに通い学業に勤いそしむこと。わたしだってその例外ではなく、ちゃんと高校に毎日通学していた。わたしにとってはそれも日常。わたしが、普通の女の子に戻れる、わずかな時間だった。



「それでは、次に県警の菊きく池ち巡査長からお話があります。みなさん、しっかりと聞いてください」

　しわがれた教頭先生のアナウンスの後、一人の男が舞台に上がった。わたしは体育館の後方に座っていたため、その男の顔をよく見ることができなかった。ただ分かるのは、背の高いがっちりとした体型の男だということだった。

　マイクが一瞬ハウリングし、男の声がスピーカーから流れ出した。

「こんにちは。今日は、みなさんに注意をするために県警のほうからきました」

　警察官がわざわざ学校に来るなんて、小学校のときの交通訓練以来だと思う。夏が近づきサウナのような蒸し暑さの体育館で、その巡査長の話を真面目まじめに聞く生徒は誰だれ一人いなかった。わたしも遠くで話す巡査長を見ながら、早く終わらないかな、と考えていた。

「最近、この辺りに女子高生を狙ねらう変質者というか痴漢が出没しています。隣の南女子でも被害者がたくさん出ていますし、この高校の生徒さんからも目撃情報をもらっています。今、警察でも全力を挙げて捜査していますので、近いうちに犯人が捕まると思いますが、皆さんも注意してください。用もないのに遅くまで学校に残ったり、女の子が一人だけで帰るようなことはしないでください」

　痴漢か。一体、南女子の生徒は何をされたんだろう。殺されたり傷つけられたのなら、もっと大きな事件になっているはずだ。きっと、後ろから抱きつかれるとか、そういう類たぐいのことなのだろう。

　くだらない。女の子に抱きついて何が楽しいのだろう。わたしは犯人の気持ちが少しも分からなかった。

「お姉さま！」

　菊きく池ち巡査長の話が終わり、全校集会が解散になると、後ろから思いっきり抱きつかれた。わたしは振り向き、自分にくっつく少女を確認する。幸い、噂うわさの痴漢ではなかった。いや、案外こいつが犯人なのかもしれない。

「なによ、その目！」

　短い三つ編みを揺らして、少女は顔を膨らませる。もちろん、この少女が犯人であるわけがない。

　彼女は宮みや脇わき弥生やよいという名の同級生だった。なぜ、同級生なのにわたしを『お姉さま』と呼ぶのか。それに関しては、非常に複雑で長いエピソードがあるのだが、ここでそれを記していると大変なことになるので、そう呼びたいから呼んでいる、というけんもほろろな説明で納得してほしい。

「じゃあ、帰ろうか」

　わたしの言葉に、宮脇さんは嬉うれしそうに頷うなずいた。そのとき、わたしはもう一人大事な友人を見つけた。少し猫背気味に背を丸めた小柄な少女。自信なさ気な瞳ひとみをきょろきょろと動かし、やや挙動不審な態度を見せる同級生。彼女は空そら口ぐち真ま帆ほ。わたしの友人の中でもっとも大人おとなしく、最も変わった人物だった。わたしと宮脇さんと空口さんは同じクラスだった。また、部活も全員演劇部というわけで、何から何までお揃そろいだ。

「真帆ちゃんさん！」

　わたしよりも先に宮脇さんが空口さんに声をかけた。なぜ、宮脇さんは空口さんのことを『真帆ちゃんさん』と呼ぶのか。それに関しては非常に複雑で長いエピソードがあるのだが、ここでそれを記していると大変なことになるので、そう呼びたいから呼んでいる、というつっけんどんな説明で納得してほしい。

「ぁ……」

　空口さんの声は蚊かの羽音よりも小さい。わたしも、まだ空口さんと出会ったばかりの頃ころは、その声がよく聞き取れなくて苦労したものだった。今では、大体の発音は聞き分けられるし、読唇術と文脈からの推測で、まともに会話できるようになった。

「空そら口ぐちさんも一緒に帰ろうか」

　わたしは空口さんの横に並ぶ。

「はい」

　空口さんは針が地面に落ちるよりも小さな声で返事をした。

　現在高校二年生のわたしが空口さんと出会ったのは、高校一年生の入学式だった。一年生の頃ころも同じクラスで、当時の彼女は、ぼさぼさの髪を無造作にまとめたヘアスタイルと、牛乳の底よりも厚い眼鏡が印象的な少女だった。そして、口数は極端に少なく、積極性は皆無。かくれんぼをやれば世界水準のプレイができるくらいの、存在感のなさだった。そんなわけで、わたしは一年生のときには空口さんと交流したことはほとんどなかった。しかし、二年生になると同時に、彼女は変わった。それは、猿が火を使い出したくらい大きな変化だった。髪は整えられ、眼鏡からコンタクトに変わった。猫背は多少真まっ直すぐ伸び、喋しやべる言葉の数が爆発的に増えた。それでも、一般的な女子の十分の一程度だけど。そして、何よりも大きな変化が、彼女自らが演劇部に入部したいと言い出したのだ。そんな言葉は、それまで空口さんからは絶対に出てこないものだった。

　人は誰だれだって変わる。

　わたしは空口さんを見ながらそんなことを考えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　いや、もしかして空口さんは初めからそういう子だったのかもしれない。今までそのことに誰だれも気がついていなかっただけで、本当の彼女は昔からこうだったのかもしれない。

　人の心のうちなど、他人が分かるものではない。時として、本人とて気がついていないこともある。だから、この人はこういう人間なのだ、などと決めつけてかかるのはよくない。わたしは空そら口ぐち真ま帆ほを見てそんなことを学んだのだった。

　蝉せみたちが短い生涯を最後の一瞬まで意味のあるものにしようと、大声で喚わめいていた。全校集会をやっていた体育館から出ると、彼らの命の叫びが大きく聞こえてくる。もうそろそろ梅つ雨ゆもあけ、本格的な夏がやってくる。太陽の高度は六月の夏至が最高だが、地温が最高になるのは七月だ。そして、その地面によって空気が温められ、八月が気温最高になる。じわじわと日本が温められている。

　空はからりと晴れ渡り、太陽を遮るものは何もなかった。体育館から教室のある棟に戻るまでの屋根だけついた廊下からは、太陽の光を全身に受けて青々と光る植物たちが見えた。わたしは寒さで動きたくなくなる冬よりも、嫌でも活動的な気分になる夏の方が好きだったけれど、別に暑いのが好きなわけではない。夏のテンションのまま、春の陽気がずっと続けば最高だと常々思っている。

　教室に帰っても暑さは少しも収まらない。体育館よりも人口密度が低いため、多少は涼しいのかもしれないけれど、それでも汗が滴るような暑さだった。

「あっついねぇ」

　宮みや脇わきさんがだるそうに言う。彼女は下敷きでパタパタと扇あおいでいた。

「夏だからね」

「そりゃそうだけどさぁ……」

　宮脇さんは少し困った顔をする。こんな返答では上う手まく会話は続かないか。わたしは少し申し訳ない顔をして微笑ほほえんだ。

　教室の窓からは、ほとんど白に近いような透き通った青空が見えた。遠くのほうには巨大な雲もある。わたしはこの教室から見る空が好きだった。

「もーねー、地球温暖化なんかが起こるからいけないんだよう」

　すねた子どものような声を出して、宮脇さんがわたしの後ろの座席に座る。そこは本来彼女の席ではない。

「地球温暖化っていっても、そんなすぐに何度も気温が上がるわけじゃないけどね」

「分かってるもん」

　宮脇さんはスカートの裾すそを掴つかみ、パタパタと上下させる。

「宮脇さん、はしたないよ」

「暑いから！　それに、女子高に通ってる友達はみんなやってるって言っていたよ」

「ここは女子高じゃないから」

「はーい」

　素直だった。次の瞬間、彼女の座っていた椅い子すが突然傾いた。

「きゃわ！」

　悲鳴をあげ、宮みや脇わきさんはそのまま倒れた。わたしはあまり驚かない。彼女がこういった事故に遭うのはきわめて日常的なことだったからだ。宮脇弥生やよいは生まれ持っての不幸体質で、毎日何かしらの事件・事故に巻き込まれるのだった。それこそ、某国が軍事利用を検討してもおかしくないほど、トラブルを引き寄せる力を持っていた。

「ああ、ごめん。その椅子、ネジが外れかけてたんだよね」

　そう言って、その席の本来の主がやってきた。

「ぬぅ……」

　強く打ったお尻しりをさすりながら、宮脇さんは立ち上がる。彼女もまた、当然ながらこういった事故には慣れていたので、痛みに耐える術すべをよく知っていた。

「ごめんね、弥生」

　本来の座席の主は黙って痛みが引くのを待っていた不幸少女に、申し訳なさそうに謝った。

「今日、先生に言って直してもらおうと思ってたんだよね」

　席の主は小お野のという少女だった。小野は頭をかきながら謝る。彼女はクラスの中でも活発な女子だ。ボーイッシュなショートヘアに小麦色の肌がよく似合っている。

「どっしったの？」

　どしん、という音が聞こえそうな勢いで、一人の生徒がわたしたちの間に入ってきた。それはちょっと大柄な女子生徒。茶色がかった髪を後ろでちょんまげみたいに立たせ、顔には高校生としては厚めのメイクが施されている。

「椅子が壊れた……」

　宮脇さんが一度息を大きく吐き出してから、そう言った。どうやら、痛みは去ったらしい。

「あらら。弥生の不幸炸さく裂れつってか。ははは」

　そう言って、大柄な少女が笑う。彼女は大おお河内こうち裕ゆう。わたしと同じクラスの生徒だった。彼女はその体格にふさわしく、大雑把で豪快な性格をしていた。ただ、その性格が取っつきやすいのか、彼女の周りにはいつも多くの友達でにぎわっている。大河内さんには、人を引き寄せる力が確かにあった。

「てかさぁ、さっきの集会で言ってたの聞いた？」

　大河内さんが笑うのを止やめて、大きな身振りをしながら話し出した。

「超怖くね？」

　いや、お前は大丈夫だろ。それは、わたしだけじゃなくて、きっとその場にいた全員が考えたと思う。

「今、あたしなら大丈夫だろって思ったでしょ？　ま、確かにそうかもしんないけどさぁ」

　大おお河内こうちさんはそう言って、自分で笑った。こういうあけすけに自分のことを話すさまが、周りの人間に親しみやすさを覚えさせるのだろう。

「だけど、マジで気をつけなきゃね。弥生やよいとか、雛ひな浦うらさんとか可愛かわいいから危ないっしょ」

「おいおい」

　小お野のさんがすかさず間に入る。

「誰だれか忘れてないか？」

「大丈夫、大丈夫。小野ちゃんは走って逃げきっちゃえばいいんだって」

「あ、なるほど」

　小野さんはそう言って笑った。

　みんないい奴やつだ。わたしはそう思う。本当に、心からそう思う。

　こうしている間は、普通の女子高生となんら変わりない。

　そっと視線を窓の外に移す。

　相変わらず空は吸い込まれそうになるくらい綺き麗れいだった。

　初夏の空気がカーテンを揺らし、窓から入ってきた。



　一日の授業が終わると、部活の時間になる。わたしはいつも通り、空そら口ぐちさんと宮みや脇わきさんと一緒に体育館へ行く。体育館のステージの上ではほとんどの部員が揃そろっていた。いないのは、普段から遅刻しがちな後輩部員と、補習で遅刻してくる三年生部員だけだった。

　冬の演劇の全国大会へとつながる、夏の地方予選は八月。大会は近い。自然と練習にも熱が入る。

「もう一度、さっきのところをやってみよう」

　部長の声が飛ぶ。全員が納得するまで練習を続ける。長いようで短い練習時間はあっという間に過ぎてしまう。

「しのちゃん、今のところはもうちょっと不思議そうに言った方がいいんじゃないですか？」

　わたしにも、先輩から様々なアドバイスが与えられる。一回言われたことには、全力で応こたえなくちゃいけない。この後、わたしには道場での稽けい古こが待っている。本当は、その分の体力を温存しておかなければいけないのだけれど、そんなことを考えていては、演劇の練習に身が入らない。常に全力投球しなければ、成果は得られない。わたしはいつも体力の限界に挑戦していた。



　翌日。

「どうしたの！」

　大おお河内こうちさんの悲鳴が、弁当時間前の昼の教室に響いた。

　わたしは少し驚いて、声のする方向に目をやった。大声を出した大河内さんと、数名の女子。そして、女子たちに囲まれるようにして立つ松まつ葉ば杖づえの少女。

　それは、小お野のさんだった。どうやら今登校してきたようだった。

　小野さんは黙って自分の席へと向かった。大河内さんは心配そうに彼女の後についてくる。小野さんの席はわたしの後ろなので、必然的に小野さんと大河内さんはこちらへ近づくことになった。

「転んだの？　部活で何かあったの？」

　大河内さんは小野さんに何があったのか聞こうと色々と質問をぶつける。しかし、小野さんは一切応こたえず、固く黙ったままだった。何か言いにくいことなのか。

　小野さんが自分の席に着く。それでも、大河内さんはしゃがんで小野さんと同じ高さに顔を持っていき、質問を止やめなかった。

「ねぇ、心配してるんだから、ちょっとは何か言ってよ」

　大河内さんの口調が少し攻撃的になる。あまりに反応がないのでイラついているのかもしれない。

　わたしは押し黙る小野さんの唇がわずかに震えているのを見た。これは、何かあるな。

「大河内さん、ちょっと」

　わたしは大河内さんの言葉を止める。

「言いにくいことかもしれないし、無理に問いただすことではないよ」

　できるだけ静かにそう言った。ここで、小野さんまで驚かせてもしょうがない。

「う、まぁ、そうか。だけど……」

　少し興奮気味だった大河内さんの語調が少し弱まる。

「ありがとう、雛ひな浦うらさん」

　ようやく小野さんが口を開いた。彼女の目は少し潤んでいる。

「裕ゆうちゃんも心配してくれてありがとう。実はね……」

　小野さんは一度言葉を切る。そして、震える唇で話し始めた。

「昨日、例の痴漢にあったの」

「え！」

　大河内さんは大きな声をあげる。わたしはすぐに大河内さんを睨にらむ。

「大河内さん、声が大きい」

　大河内は口を押さえて、頷うなずいた。そして、わたしたちは小野さんに話の続きを促した。

「……昨日の帰り、部活で夜遅くなって、急いで帰ろうと思って、いつもあまり使わない裏道を通ったら……いきなり、後ろから抱きつかれて……逃げようと思ったけど、腕掴つかまれて、足を蹴けられて、もの凄すごく痛くて、もうダメだって思ったところに、人が通りかかって……痴漢が逃げたの」

　小お野のさんは下を向いたまま話した。話は途切れ途切れだが、一応整理されている。恐らく、一度警察で同じ話をしているな。

「なにそれ」

　大おお河内こうちさんが拳こぶしを力強く握り、体を震わせる。彼女の中で明確な怒りが生まれているようだった。

「小野ちゃん、犯人の顔を見た？」

「暗くてよく分からなかったし、覆面みたいなのしてたから……」

「警察はなんて言ってたの？」

「昨日、学校に来ていた人がわたしの話を聞いて、自分たちに任せろって……」

「犯人はいつ捕まるとか聞いた？」

　そんなことが分かれば、警察だって苦労はしないだろう。わたしは、大河内がだんだんと興奮していることを心配した。

「いや、それは聞いてないけど、多分、分からないんじゃないかな」

「もう！　何よ、それ！」

　大河内さんのボルテージは明らかに限界値を越えていた。彼女は立ち上がり、握った拳を突き出す。

「もう、警察は頼りにならない！」

　わたしと小野さんは突然の暴走に目を丸くする。

「わたしたちが平和を守るのよ！」

「ち、ちょっと、大河内さん？」

　わたしは興奮する大河内さんを落ち着かせようとするが、それは無駄なことだった。大河内さんは雪山を転がりだした雪玉のように、どんどんと大きく膨れ上がりながら転がり落ち、誰だれにも止められない状態になっている。

「自警団の結成よ！」

「は？」

　あまりに、唐突な発言にわたしは驚いた。

「ちょっと、自警団って……」

「あたし、実は昨日から思ってたのよ。ここら辺で痴漢が出るのなら、ここら辺の道をよく使う、わたしたちが何とかしなくちゃいけないって」

　いつの間に、そんな地域への愛が生まれたというのか。わたしはますます驚く。

「だけど、自警団ってどうするつもり？」

「人を集めて、夜の見回りとかするの」

「危険だよ」

「承知の上よ」

　わたしには分かっていた。大おお河内こうちさんが自分の発言の危険性を全く理解していないことを。思いつきや、安っぽい正義感で自警団を結成したところで、何もできないに決まっている。犯人に遭遇したら、自警団のメンバーが危険にさらされるのは目に見えている。

「やめた方がいい」

　わたしは低く、重い一言を告げる。さすがの大河内さんも、はっきりとした反対の言葉に、すこし戸惑ったが、ちらりと小お野のさんの足を見ると、決心したように首を横に振った。

「だって、許せないもん。小野ちゃんの足のこと」

　人に怪け我がを負わせることはいけないことだ。だが、それだけでここまで必死になるだろうか。わたしは大河内さんに疑いの眼まな差ざしを向ける。彼女は、ただ単に自分が犯人を捕まえて、ヒーローになりたいだけではないのだろうか。建前として小野さんのことを言っているのではないか。

「あたしはもう決めた。犯人は絶対に捕まえてやる」

　行動を始めた大河内さんを止めることなど、誰だれにもできなかった。

　その日の午後から動き始めた大河内さんは、友人らを中心に次々に計画を話していった。

「お願い。犯人がいなくなれば、きっと安心して帰れるようになるから」

　大河内さんは一人ひとりに必死で訴えた。それでも、ほとんどの人間が彼女の計画に賛同しなかった。わたしはそんな大河内さんの様子を見て、ほんのわずかな安心と切なさを覚えた。

「空そら口ぐちさん、弥生やよいちゃん」

　掃除が終わり、部活の時間が始まるとき。体育館へ向かうわたしたち演劇部三人組に声がかけられた。実際に、呼び止められたのはわたし以外の二人なのだが。

「お願いがある」

　大河内さんは真まっ直すぐにわたしたちの方を見ている。空口さんも宮みや脇わきさんも、どんな内容のお願いなのかは大方想像がついているのだろう。少し困った顔でわたしの方を見た。

「人が必要なの。自警団に入団して」

　その目は真剣だった。わたしはすっと踵きびすを返して、体育館の方へと向かった。そして、彼女たちの会話の続きを背中で聞いた。

「あの、ごめん。わたし腕力弱いし……」

　宮脇さんの声がする。そして、彼女は駆け足でわたしに追いついた。

「空口さんはしてくれるよね？　ね？」

　大河内さんが空口さんに強く迫る声がする。空口さんは小声で何かいい訳めいたことを言っていたが、大河内さんはそれを完全に無視していた。

「ありがとう、空口さん！　あなたは八人目の団員だよ」

　もう八人も集めているのか。というか、空そら口ぐちさんは本当に同意したのか。様々な思考が頭に浮かぶ。

　だが、もはやこれ以上大おお河内こうちさんに言うことはない。「自警団なんて危険すぎる」という言葉では、もはや彼女を止めることなどできない。

　わたしは無言で体育館へと急いだ。

　大河内さんの人脈がいかんなく発揮された結果、痴漢撲ぼく滅めつ自警団は結成された。その主なメンバーは大河内さんの友人たちであり、顔の広い彼女は二十人近い団員を入団させることに成功した。主な活動は、夜の見回り。そして、痴漢を見つけたら捕まえること。非常に分かりやすい正義の集団である。

　心配は大きくなるばかりだ。



　夜中というにはまだ早いが、辺りはすっかり暗くなっている。

　夜の帳とばりが光と音を遮ってしまった世界。

　わたしは道場から家へと帰る途中だった。道場での稽けい古こは毎日ある。部活の後に道場に寄って帰っていると、どうしても帰る時間は遅くなってしまう。

　早足で歩くわたしの耳に、甲高い小さな悲鳴が聞こえた。

　それは、空耳かと思うほど小さな声だった。だが、確かに悲鳴に聞こえた。辺りを見回しても異変はない。

　不意に脳裏に昼間のことが思い浮かぶ。

　道場は高校の近くにある。そして、この辺りは痴漢の厳戒地域だ。

「呪じゆ殺さつしますよ！」

　確かに聞こえた！　わたしは声が聞こえた方に走り出す。もともと人通りの少ない道から、さらに奥に入った路地裏。外灯の光すら届かないようなところに駆け込む。

「きゃ！」

　暗くら闇やみの中で懐中電灯の光が激しく揺れている。

　目を凝こらすと、女の子と黒い男が組み合っていた。

「何をしてるの！」

　わたしは闇やみに向かって叫ぶ。一瞬、黒い男の動きが止まる。そして、掴つかみかかっていた女の子を突き飛ばすと、こっちへ突進してきた。

　拳こぶしを構える。

　男も拳を構えた。その構えから、相手が素人でないことがすぐに分かった。わたしはわずかに緊張して体を強こわ張ばらせる。

　男は体を振る。

　右から来る！　いや、これはフェイントか？

　脳は判断を保留する。だが、相手は素早く間合いをつめ、攻撃可能な範囲に侵入した。

　不意に、暗くら闇やみに慣らされていた視界が、強い光に支配される。それは、襲われた少女が手にしていた懐中電灯の明かりだった。その場に倒れこんだ少女が、何を間違えたのか懐中電灯をわたしの顔の方に向けたのだ。

　目をくらまされ、一瞬ひるむ。すぐに光から目をそらし、敵の接近を警戒するが、勝負は一秒の油断から決まってしまうこともある。

　近い！　男の体はかなり接近している。

　鈍い音を立てて、左のボディブローが体に入った。わたしは後ろに一歩大きく引く。

　男が体をひねり、右を繰り出す準備をする。

　顔面に向かって右ストレートが来る！　とっさに防御の体勢をとるが、男の次の一撃はわき腹を狙ねらった左のパンチだった。熱した鉄板を押しつけられたような、熱を伴った痛みが突き刺さる。

　そして、すかさず緩んだ防御ごと打ち崩すような右ストレート。ほとんど抵抗なく、わたしの腕は弾き飛ばされた。

　巨大な衝撃で上半身はそのまま後ろへと運ばれ、腕はしびれて動かなくなった。

　もはや、これ以上の戦闘は不可能だ。

　痛みと苦しみをこらえるのに精一杯で、立っているのも辛つらい。男はそんなわたしの横を抜けて走り出す。

　このままじゃ逃げられる！

　わたしは体をひねらせて、そのまま逃げ出そうとする男を掴つかむ。

　確かに、男を掴んだ。

　しかし、掴んだものは、するりと抵抗なく男から離れてしまう。

　それは男のしていた黒い覆面だった。男は覆面をわたしの手に残し、そのまま走り去ってしまった。

　体勢を崩したわたしはそのままアスファルトに倒れた。全身強打だ。

「くそ」

　倒れたまま、わたしは手にした覆面を強く握り締めた。

　あの男、恐らくボクシングか何かの経験があるのだろう。苦々しく先ほどのファイトを思い出す。全身の痛みは全くひかない。立ち上がることさえままならない状態だった。

「とりあえず、強かった……」

　悔しい。わたしは路地裏から四角く切り取られた曇り空を見ながら思った。一瞬の油断がなければ、どうにもならない相手ではなかったはずだ。しかし、そんなのは言い訳に過ぎない。わたしには、自分が敗北したという現実が悔しくてたまらなかった。

「雛ひな浦うらさん？」

　聞いたことのある声だった。

　倒れたわたしを心配そうに覗のぞき込む少女。大おお河内こうちさんだった。その横には目を真っ赤にした少女がいた。それは、空そら口ぐちさんだった。

「ありがとうございました……」

　空口さんは、泣きそうな声でそう言った。

「呪じゆ殺さつしますよっていうのは、なかなか迫力があるね」

　わたしはそう言って、微笑ほほえんだ。それを聞くと、空口さんの表情は固まる。泣きそうだった顔も、真っ赤になって慌てだす。

「そ、そんなこと言っていません！」

「とりあえず、そう聞こえたけど」

「銃殺しますよって言ったんです！」

「それも、十分怖いよ」

　笑うと肋ろつ骨こつの辺りが痛む。自分の横腹をさすりながら、わたしは呼吸を整えた。

「わたしたち、二人で行動していたんだけど、ちょっとわたしが他のところの様子を見に行っている隙すきに……」

　大河内さんは言い訳をするみたいにそう言う。

「そう」

　わたしは上体を起こした。体中が痛む。

「これで、分かったでしょ？　大河内さんたちがやっていることがどれだけ危ないことか」

　それだけの言葉を口にするだけで、内側から剣山でつつかれているような痛みを感じた。

　大河内さんは何も言わなかった。いや、何も言えないのだろう。

　わたしは痛みをこらえて立ち上がり、そしてゆっくりと帰路についた。胸の中には、嫌な思いしか残らなかった。



　わたしが学校に着いたのは、いつもよりずっと遅い時間だった。心も体も重くなったわたしは、普段より出発が遅れてしまったのだ。

　いつも通っている教室。見慣れたクラスメイト。しかし、何だかその様子はいつもと違っていた。まるで、みんながわたしを待っていたかのように、わたしが入ると教室は静かになった。

「おはよう」

　この事態に驚いたわたしの挨あい拶さつは、いつもより小さい声になる。

「おはよう」

　まるで教室を代表するかのように、大河内さんが挨拶を返す。不思議な雰囲気に戸惑いながらも、わたしは自分の席につこうとする。すると、大河内さんがわたし駆け寄ってきた。

「どうしたの、大おお河内こうちさん」

　突然のことにわたしは驚く。一方、大河内さんは泣きそうな目をしていた。

「昨日は本当にごめん！」

　そう言うと、彼女は頭を深々と下げた。

「もういいよ。とりあえず、大した怪け我がじゃなかったし」

　わたしは微笑ほほえんでみせた。わたしの機嫌が悪いのは確かだった。しかし、それは怪我をしたからではない。自分の不ふ甲が斐いなさに対する憤りだった。

「雛ひな浦うらさんの言うとおり、あたしがバカだったと思う」

「もう、あんなことはしちゃダメだよ」

「だけど！」

　大河内さんはそこで顔を上げた。その目はとても強い意志を持っていた。

「小お野のちゃんはね、もうすぐ大会だったんだよ……」

　その言葉を聞いて、わたしは小野さんが陸上部だったことを思い出した。

　なるほど。そういうことだったのか。

「夜遅く帰ったのだって、ずっと遅くまで練習してたからだし……」

　大河内さんの声は、小さくて消え入りそうだった。

「そのことを知っていたから、小野さんが足を怪我した時に、あんなに驚いていたの？」

　彼女は静かに頷うなずく。いつもはガサツで大雑把な彼女だが、今はとても健けな気げで弱々しく見える。

「あたし、小野ちゃんがいつも頑張ってたのを知ってたから、今度の大会ではいい結果が出せそうなのを知ってたから……」

　静かに語る少女の目から涙がこぼれた。

　わたしは知らなかった。大河内さんが、ここまで友人たちのことを考えていることを。ここまで仲間のことを大切に思っていることを。

　どうやら、大河内さんは自分がヒーローになりたいから自警団を結成しようと考えたわけではないらしい。

　わたしは友達のことをよく分かっていなかった。大河内さんの方が、ずっとみんなのことをよくみているじゃないか。

「だけど、興奮してバカなことやったから、雛浦さんまで危険な目にあわせちゃった」

「それについては気にしなくていいよ。とりあえず、平気だから」

「あたし、犯人を捕まえたい」

　大河内さんの目は真剣だった。

「それはダメ。危険なのは十分分かったんじゃないの？」

「それは分かった。だけど、やっぱりあたしたちが捕まえなくちゃいけない」

「どうして？　とりあえず、警察に連絡するべきだと思う」

「違う」

　何が違うというのか。

「あたし、犯人の顔を見たの」

　自分が犯人の覆面を奪い取ったことを思い出した。恐らく逃げ出した犯人と大おお河内こうちさんがどこかですれ違ったのだろう。

「それなら、なおさら警察に……」

「ダメだってば！」

　大河内さんは大きく首を振った。

「犯人は警察の人だったの！」

「え？」

「この前、全校集会のときに来ていた人いたでしょ？　あいつが犯人だったの」

「そんな……」

「だから、警察は信用できない。あたしたちが捕まえて、そのまま警察署に突き出さないと、途中で事件をもみ消されちゃうかも知れない！」



    

  
    
      



    

  
    
      　それは考えすぎだ。わたしはそう言おうと思った。しかし、その前に大河内さんが言葉を発した。

「あの犯人はわたしたちの手で捕まえたい」

「だけど……」

「お姉さま！」

　大おお河内こうちさんの後ろから宮みや脇わきさんが現れる。

「わたしも犯人を捕まえるのに協力します。真ま帆ほちゃんさんやお姉さまがやられたのに、黙っていることなんてできません」

「宮脇さんまで……」

　宮脇さんの横には空そら口ぐちさんもいた。彼女は下を向いたまま、ぼそぼそと呟つぶやいている。

「絶対に呪のろう。末代まで呪う。全すべての希望を根絶やしにしてやる……」

「あ、あの、空口さん？」

　わたしが色々と心配になって声をかける。

「へ？　あ、あの、わたしも痴漢はいけないと思うし……。その、雛ひな浦うらさんは強いから、協力してくれると、あの、ありがたいです……」

　声をかけられ慌てた様子の空口さんが、早口に小さな声でこれだけ言った。明らかに、何かをごまかそうとしている喋しやべり方だった。不審に思いながらも、怖いので空口さんの発言にそれ以上何も突っ込まなかった。

　クラスのみんながわたしたちを見ている。不思議な雰囲気だった。

「クラス中みんなが同じ意見なの？」

　みんな頷うなずいた。

　わたしは目を瞑つむる。そして、少しだけ考えた。

　答えはすぐに出た。

「分かった。とりあえず、犯人を捕まえよう」



　夕暮れ。

　完全に下校時間が過ぎ、街には外灯がともり始めている。

　校門の前にはたくさんの高校生が集まっていた。

「それじゃあ、今日の動きを発表するわね」

　その輪の中心にいる大河内さんが、全員に向かって言う。

「犯人はきっと今日もこの辺りをうろついて、獲物を探していると思う。だから、細い路地や薄暗い裏道を中心に、みんなで犯人を捜し回るの。基本的に女の子だけのグループはなし。一グループ三人以上。それで、それぞれのグループで見回りをする！　犯人はこの前来ていた警察官だから、顔は分かるわね」

　大河内さんの言葉にみんながどよめく。誰だれも、真面目まじめに話を聞いていなかったのか、はっきりと顔を覚えているような生徒は少なかった。

「もう！　じゃあ、犯人を見つけても捕まえられないじゃない！」

　喚わめく大おお河内こうちさんの肩を、わたしはできるだけ優しく叩たたいた。

「それを今怒っても仕方がない。とりあえず、見回りは抑止にもなるのだから、やる価値はあると思う」

　それに、わたしには作戦があった。犯人を確実におびき寄せる、とっておきの作戦が。

「うぅ……まぁ疑わしきは罰せよ、の方向で！」

　とてもよくない全体の意思統一の後でグループ決めになった。わたしは最初に宮みや脇わきさんから声をかけられた。

「わたしはしのちゃんと同じグループがいいな」

　宮脇さんは純朴そうな笑顔で言う。

「そうだね。宮脇さんはそうしてもらわなくちゃ困る」

　わたしは微笑ほほえむ。宮脇さんは不思議そうな顔をした。

「あ、あの、わたしも……」

　暗くら闇やみの中からか細い声がした。暗黒に紛れるように、空そら口ぐちさんが現れた。

「わたしもこのグループに入れてください」

　その声には全く覇気がない。この様子では、また犯人に出会ったらショック死してしまうのではないのかと心配になる。

「うん。空口さんは犯人を一度見ているから、きっと力になるね」

　わたしの言葉に、空口さんは恥ずかしそうにうつむいた。

「あの、わたしがしのちゃんと同じじゃなくちゃいけないっていうのは、どういうことなの？」

　宮脇さんが不安そうに問いかける。

「それは……」

　わたしが自分の計画を話そうとした時、後ろから大きな女子が抱きついてきた。

「わたしはこのグループ！　雛ひな浦うらさんは男子の二百倍以上強いから、ここは女子だけでも平気だね！」

　大きな衝撃で、わたしの体は激しく揺れる。後ろの大河内さんは、宮脇さんの方を見てにやりと微笑んだ。

「弥生やよいちゃんを使う作戦なんでしょ？」

「わたしを使う？」

　宮脇さんの表情はますます不安そうになる。

「えっとね」

　そこからは、大河内さんを背負うような体勢のわたしが引き継いだ。

「危険だとは思うけど、宮みや脇わきさんに犯人をおびき寄せてほしいの」

「わたしに？　どうやって？」

「大丈夫！」

　わたしの体から離れた大おお河内こうちさんが、宮脇さんの背中を思いっきり叩たたく。

「きゃわ！」

「弥生やよいの不幸パワーなら一瞬で犯人を引き寄せられるって」

「ぬぅー。わたしの不幸って……」

「今回はそれが役に立つんだから、それは不幸なことじゃないよね」

　わたしはフォローを入れた。

「しのちゃんがそう言うなら、やっぱりそうだよね」

　宮脇さんの表情がぱっと明るくなる。

「何だよ、お前たち……」

　気持ち悪そうに言って、大河内さんはわたしたちから距離をとった。

「それじゃあ、痴漢退治に行こうか」

　わたしは目に闘志の炎を宿らせた。



　学校からスタートして十五分ほど歩き、四人は薄暗い、いかにも痴漢が出そうな場所に到着した。そこは、以前に空そら口ぐちさんが襲われた場所の近くだった。

「それじゃあ、ここから弥生ちゃんは単独行動ね」

　大河内さんの言葉に、宮脇さんは明らかにおびえ始めた。

「大丈夫。すぐ近くで、わたしたちがちゃんと見張っているから」

　わたしの説得に、宮脇さんは力なく頷うなずく。だが、明らかにその様子は不安が体を支配している。彼女は少しぎこちない歩き方で、夜の闇やみの中に紛れていった。

　残りの三人はその後を近すぎず、離れすぎない距離を保ち、隠れながら追う。宮脇さんにどの道を歩いてもらうかは、初めから決めてあった。そのため、ある程度距離が離れても見失うようなことはない。

　罠わなは完かん璧ぺきだった。あとは犯人を待つだけだ。

　しかし、いくら宮脇さんが不幸だからといって、数分くらいで効果が現れるものなのだろうか。わたしにはその点に、わずかな心配があった。

　だが、それは要らぬ心配だった。

　宮脇さんの力はほんの五分間でその効果を現した。

　暗い道を歩く囮おとり女子高生。その前方から、わたしの記憶にある人影がゆらりゆらりと迫った。

　宮脇さんの足が止まる。それは、後ろに隠れていたわたしたちからも十分に分かった。

　来た。体に緊張が走る。しかし、心は冷静だった。大丈夫、やれる。

「ぎたぎたにしてやる」

　大おお河内こうちさんがボキボキと指を鳴らす。だけど、わたしは大河内さんの肩に手を置き、ここで待つように、と動作で伝える。動くのはわたしだけでいい。

「だけど、一人じゃ危ないじゃん！　ここから、あいつの後ろ側に回れるから、二人で挟み撃ちにしよう」

　大河内さんは塀の隙すき間まを指差した。そこから、塀の裏側に回れるようだった。だが、わたしは首を振る。

「大河内さんが来たほうが危ない」

　そう言って、わたしは走り出した。

　前方の影は、立ちすくんで動けなくなる宮みや脇わきさんに迫る。わたしは二人のところに駆けつけると、宮脇さんをかばうように、男の前に立ちはだかった。わたしのことを覚えているのか、男の動きが止まり、こちらをじっと見つめる。顔は新しい覆面でおおわれていた。

「あなた、格闘技を習っていましたね？」

　わたしはゆっくりと落ち着いて構える。男の方もファイティングポーズをとった。

「あなたには腕力や技術がある。きっと体力もわたしよりもずっと持っているのでしょう」

　男は体を左右に振るようにして、迫ってくる。その迫力と想像以上のスピードに、わたしに隠れている宮脇さんは短い悲鳴をあげた。

「だけど」

　男の拳こぶしが空をきる。わたしはほとんど動かず、男の腕をなでるようにして、その拳をいなした。

「あなたの拳には志がない」

　男はすかさず鋭く素早いジャブを打ち出す。だが、それらも全すべて最低限の動きでかわす。覆面の内側から小さなうめき声が聞こえた。男のあせりは覆面では隠しきれない。

「志のない拳は、わたしには届かない」

　次の瞬間、わたしの一閃が男の顎あごを砕いた。確実な手ごたえがあった。

　男がうめき声をあげる。攻撃は確実に急所に命中した。脳のう震しん盪とうを起こしても不思議ではないダメージながら、男は何とか持ちこたえた。

「クソガキが！」

　男は先ほどとはうって変わって、力任せなパンチを繰り出し始めた。しかし、それでもわたしは難なくそれらを避ける。その一方で、わたしが繰り出す拳は、男の腹に次々と叩たたき込まれていた。

「う……」

　合計で五発目の鉄てつ拳けんが命中したところで、男は少し後ろによろけ、後ずさりを始めた。逃げ腰になった相手ほど狙ねらいやすいものはない。わたしは軽くジャンプしてくるりと回転すると、そのまま回し蹴げりを男のこめかみに炸さく裂れつさせた。

　男はその場に倒れた。だが、まだ動けるらしくふらふらとしながらも立ち上がった。

「なぜだ……。昨日はあんなに……」

　男が呟つぶやくように漏らす。

「昨日のわたしは油断をしていた。だけど、これだけ実力差が開いているのは、今のわたしが油断していないからだけではありません」

　わたしは冷たい目で男を見下ろす。

「あなたが弱くなったからです」

「何だと？」

　男の様子が変わる。自分の強さによほどの自信を持っていたのか。

「志のないあなたは、日々弱くなっている」

「ふざけるな！」

　男はそう叫ぶと、少し離れたところで様子を見ていた宮みや脇わきさんに飛びついた。そして、自分のポケットをまさぐり、中から拳けん銃じゆうを取り出した。

「俺おれが弱くなってるだと？　俺はこんなに強いぞ！」

　男は拳銃を宮脇さんの頭に押しつける。

「ひっ！」

　宮脇さんは恐怖のあまり涙をこぼした。だが、男はそんな彼女を太い腕でがっちりと押さえつけ、全く逃がそうとしない。

「警察官の職権乱用だね」

　わたしは男を睨にらんだ。男はその言葉を聞くと、ためらいなく覆面を外した。

「俺の正体を知っていたのか。見られていないつもりだったが」

「あなたの顔なんか見たくないけど」

「まぁ、そう言うな。すぐお前たちの頭を吹き飛ばして忘れさせてやるよ」

　わたしは一歩出ようとする。しかし、男はハンマーを引き起こし、発射準備を整えた。

「く……」

　さすがに、ここで動きを止める。わたしと男の距離はおよそ五メートル。これでは、拳銃を奪う前に、宮脇さんの脳のう漿しようが飛び散ってしまう。

「俺は強いんだ。だから、こうやって力ずくで女を従わせることができる」

「本当に強いのなら、腕力のない女の子に手を出すのをやめたら？　それとも、それは自信がないの？」

「俺は男の体を触って喜ぶ趣味はないんだよ！」

　男はいらついている。これでは、いつ発砲してもおかしくない。

　さて、どうしたものか。

　わたしは前にも後ろにも進めないまま硬直する。

「髪の長い女。まずはお前からだ」

　銃口がこちらを向く。いくら男が安定しない体勢で、しかも片手で拳けん銃じゆうを持っているからといって、銃弾が大外れをするという保証はない。何よりも、距離が近い。相手が射撃に慣れていれば、確実に撃ち殺される。

　困ったな。絶体絶命のピンチだ。

「死ね！」

　トリガーにかけられた男の指に力が入る。

「待て！」

　不意に男の手にしがみつく女の子が一人。男の手は大きくぶれて、弾丸は発射されなかった。

　一瞬、本気で死を覚悟していたわたしに思いがけない光明がさした。

　男の手にしがみついたのは大おお河内こうちさんだった。彼女は両腕で、しっかりと男の腕に掴つかまっている。

　大河内さんは先ほどの塀の隙すき間まを通って、男の背後に回ったのだろう。危険を顧みずに、彼女は男のいるほうへこっそり近づいてきたのだ。

　大河内さんは目を瞑つむって体を震わせていた。拳銃を持った男に立ち向かうのだ。恐ろしいに決まっている。

「こっち！」

　遠くの方で声がする。わたしは、松まつ葉ば杖づえの小お野のさんが大きく手を振っているのを見た。そして、その周りにたくさんのクラスメイトたちが集まっている。

「離せ、このクソガキ！」

　男は大河内さんを引き離そうと暴れる。しかし、大河内さんはなおも腕から離れなかった。

「絶対に捕まえてやるんだから！」

　大河内さんのその強い意志には、ちゃんと応こたえなくちゃいけない。わたしは男の顎あごに、とび膝ひざ蹴げりを炸さく裂れつさせた。

「倒せ！」

　それと同時に、たくさんの高校生たちが犯人を取り囲んだ。

「小野ちゃんの仇かたき！」

　大河内さんが犯人に噛かみつく。小野さんや宮みや脇わきさんも、必死に抵抗しようとする犯人を押さえつけていた。三十人近い人間に囲まれているのだ。どれだけ強くても、これでは敵かなわないだろう。もみくちゃにされながら犯人は意識を失った。

　全員がぼろぼろの犯人から少し離れ、取り囲むようにして立つ。

「とりあえず、悪いことはいけない」

　わたしは倒れた男にそう注意した。明快な注意だった。

　その時、遠くのほうからパトカーのサイレンの音が聞こえてきた。

「あれ？　パトカーだ。誰だれが通報したの？」

　宮みや脇わきさんが不思議そうに言う。大おお河内こうちさんも心当たりがないという表情だった。他の生徒たちも同様だ。

　その時、雛ひな浦うらは闇やみ夜よに去っていく小柄な女子高生の姿を見た。

　その手には何か光る画面らしきもの。携帯電話のようだった。

　雛浦には、それが空そら口ぐち真ま帆ほであるとすぐに分かった。

　空口さんが通報してくれたのか。きっと、クラスメイトに通報を褒ほめられるのが恥ずかしくて逃げ出したのだろう。わたしは心の中で空口さんに感謝した。

「これにて事件は一件落着だね！」

　大河内さんは嬉うれしそうに言う。彼女はいつも通り、元気いっぱい大はしゃぎ女子高生に戻っていた。

「仇かたきもとったし、犯人も捕まえたし、ハッピーエンドじゃね？」

「ハッピー？　やった、ハッピーエンド！」

　今度は宮脇さんがぱっと明るくなる。宮脇さんは、わたしに抱きつこうと駆け寄った。そのとき、倒れた男の手を踏んでしまう。

　それは男が最後まで離さなかった拳けん銃じゆうが握られた手だった。その場にいた全員が宮脇さんの足元を凝視して、目を大きく見開いた。宮脇さんは気がついていない。

「にゃ？」

　男に握られた拳銃が大きな音を立てて、弾丸を発射した。みんなその場にしゃがみ頭を押さえて防御の体勢に入る。宮脇さんだけは、訳も分からず立ち尽くしていた。何度も兆弾した凶弾は、宮脇さんの鼻をかすめて、空の彼方かなたへ飛んでいった。

「は、はははは」

　彼女は鼻をこすって引きつった笑顔を作った。

「ハッピー」



　後日、サウナのような体育館で全校集会が開かれた。校長先生から痴漢撃退の表彰があるのだ。もしも、高校生が痴漢、というかほとんど暴漢に近い犯人を撃退したいなどといえば、反対され怒られるに決まっているのに、実際に撃退した後ならば表彰されてしまう。何事も功績を挙げてしまえば勝ちということ。所しよ詮せんは結果論でしか物事は評価されない。

　わたしはそんなことを考えながら体育館のいつもの場所で、遠くのステージを見ていた。

　そう。わたしは生徒の列の中にいた。

「大おお河内こうち裕ゆう殿」

　校長先生が表彰状を読み上げる。

　表彰状をうけとった大河内さんは、それを頭の上にかざして、嬉うれしそうに振った。

　大河内さんの横には宮みや脇わきさんが恥ずかしそうに立っている。

　わたしは表彰を事前に辞退していた。それは純粋に恥ずかしいからだ。それに、自分の実力がばれて、空手部や柔道部から勧誘を受けるのも嫌だった。

　別に人から褒ほめられなくてもいい。

　わたしの拳こぶしは大切なものを守るためにあるのだから。

　視線を上げると、体育館の窓から外の明るい光が入ってくるのが見えた。

　もう完全に夏だ。



    

  
    
      弓ゆみヶが浜はまと湊みなと山やまの微妙で絶妙な関係性



    

  
    
      


「おい容よう一いち！　朝だぞ！」

「そうだぞ、容一」

「ヨーチチ！」

　一通りの朝の挨あい拶さつを受け、ようやく容一は目を開けた。二段ベッドの下の段に横たわっている彼を、三人の少年たちが見つめていた。ただし、右端の少年は容一の角度からでは頭しか見えない。それもそのはずで、一番右は少年と呼ぶにも早すぎる、一歳児であった。容一の一番下の弟である。

「やっと起きたか」

　真ん中の少年が言う。三人の中では一番背が高く、声も低い。彼は湊みなと山やま家の次男だった。

「お前らが馬ば鹿かみたいに大きい声出す前から、ずっと起きてるよ」

　欠伸あくびをしながら容一は嘘うそをつく。いつもの朝の行事だった。

「母ちゃんが飯だって呼んでる」

　いかにも悪ガキそうな毬いが栗ぐり頭をわずかに揺らしながら、左の少年が言った。言わずもがな、彼が湊山家の三男だった。

「ヨーチチ！」

　末っ子が最近覚えた言葉を高らかに叫ぶ。容一は、それを合図にベッドから飛び出した。一歳児の弟をひょいと抱きかかえると、猛烈な勢いで部屋から飛び出した。これもまた毎朝恒例の行事だ。朝食の争奪戦である。湊山家では、最後に起きた兄弟がベッドから下りた瞬間から、誰だれがどの皿の料理を食べるかを取り合うレースが始まるのだった。兄弟四人が寝ている部屋から料理が並べられている居間までは、十秒もかからずに到着する。このレースで大切なのはスタートダッシュなのだ。

「うお！」

　卑ひ怯きような不意打ちで一位を独走していた容一の体が大きくよろける。彼の足元には、狭い廊下いっぱいに張られた扇風機の電源コード。弟たちが仕掛けたトラップだった。体勢をくずした容一は脇わきに抱えた弟を持ち上げ、転びながらも手にした小さな弟へのダメージが最小になるようにした。

　そして、容一自身は受身を取ることもできず、廊下に派手に転んだ。

「ヨーチチヨーチチ」

　末っ子は無邪気に笑った。そして、容一の後ろでは、二人の弟たちが邪気たっぷりに微笑ほほえんでいた。

「てめーら！」

　体をはったパフォーマンスに喜ぶ弟を廊下に置いた容一は、顔を真っ赤にして残りの弟二人を睨にらむ。

「怪け我がしたらどうするんだ！」

　容よう一いちは怒鳴ったが、弟たちは笑っている。

「それよりも」

　容一の背後から声が聞こえる。大笑いしていた二人の弟も顔が強こわ張ばる。まだ笑っているのは末っ子だけだった。

　その声に、容一は聞き覚えがあった。悪魔や鬼などと同種の威圧がある声だ。

「扇風機が壊れたらどうするんだ！　この馬ば鹿かども！」

　そう叫んだのはその場にいる全員の母だった。

「飯を食う気がないんなら、とっとと学校に行け！」

　般はん若にやの形ぎよう相そうの母親が怒声を浴びせる。湊みなと山やま兄弟は大慌てで廊下から逃げ出した。

「今日も飯抜きかよ」

　容一はため息をついた。



　教室に着くと、ほとんどのクラスメイトが揃そろっていた。容一は大抵、最後か最後から二番目に登校してくる生徒だった。

「今日は飯が食えたのか？」

　何人かの友人が、にやにやして訊きいてくる。湊山家の朝食事情を知っている人間は、この挨あい拶さつから容一との交流を始めるのだ。

「うるさい」

「……この反応は、食えなかったってことか」

　友人はにやつく。容一がぶっきらぼうな返事をするのは、彼が空腹で苛いら立だっている証拠なのだ。朝食をとらなかった容一がすることは一つである。

　容一はずんずんとためらいもなく誰だれも座っていない座席へと向かう。そこには無防備な荷物が残されていた。

　弱肉強食。隙すきを見せたら食べられる。

　容一はにやりと笑うと、席を外している人物の弁当を取り出すべく、かばんに手を伸ばした。

「てい！」

　鈴が鳴るような愛らしい掛け声とともに、容一のわき腹に緩やかな衝撃が加えられた。

「いて」

　それほど痛くはないが、反射的に痛いという言葉が漏れてしまう。

「泥棒はうそつきの始まりです！」

　腰に手を当てた小さな同級生が容一を睨にらんでいた。

　頑張れば子ども料金で電車に乗ることができそうな体型。正義に燃える瞳ひとみ。二つに結ばれてつんつんとはねている髪の毛。それは、このクラスの、いや学校全体のマスコットキャラだった。

「順番が逆だろ。うそつきが泥棒になるんじゃないのか、普通」

「話をごまかしちゃだめです！」

　そう言うと、小さい女子高生は振りかぶった拳こぶしを容よう一いちにぶつけた。しかし、相変わらずその攻撃には何の殺傷能力もない。容一は無力なファイターを見下ろす。

「まぁ、そうかたいことを言うなって。俺おれだってこいつに弁当を食われたことあるんだし、ほらお互い様だって」

　そう言って、容一はかまわずかばんを開けようとした。

「だめです！　飢えてるからって、自分を見失っちゃだめです」

　少女は容一の片腕に抱きつくような形で、行動を止めようとする。むにっとした柔らかい感触に、容一の動きがぴたっと停止する。見た目が小さいとはいえ、間違いなく相手は異性の同級生。

「ば、ばか！　離れろ、三み癒ゆ！」

　容一は慌てて少女を引き離そうとする。しかし、三癒と呼ばれた少女はなかなか離れようとしない。むしろ、きゅっとしがみついてくる。

「改心しましたか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　背の高さの関係から、どうしても容一は三癒から上目遣いで見上げられる形になる。そして、彼はこの角度にとても弱かった。

「はい」

　容よう一いちの体から全すべての力が抜け、素直に頷うなずいた。三み癒ゆの体がすっと離れる。それまで感じていた圧力が腕からなくなり、わずかな温もりも少しずつ消えていった。

　三癒の体は完全に離れた。それなのに、容一の心臓は普段よりも活発に動いていた。

　こいつはどうしてこんなに無防備なのだろうか。自分は幼児体型だから、安全だと思っているのだろか。容一は無駄に血液が送られてくる脳で、ぼんやりとそんなことを考えた。

　チャイムが鳴る。容一は三癒がしがみついていた腕に残るわずかな感触ばかりを意識しながら自分の席に戻った。そんな容一の後ろを三癒がついてくる。

「いつも朝ごはんが食べられないなら、わたしが何か作ってあげますよ？」

　三癒がいつものように無邪気な顔で、それでも真剣な目で容一の方を見ている。彼女は、容一の家がとんでもなく貧乏で食べるものもないのではないか、と心配しているようだった。

「ばか。別にいいよ、そんなの」

　容一は視線を三癒の目から微妙に外し、少し早口に言った。片腕を流れる血液だけが妙に速く動いているような気がした。そう考えるほどに、脈拍は上がり、腕はジンジンとする。

「朝ごはんは大切です」

「知ってるよ。別に、食えなくて食ってないわけじゃないから大丈夫」

「じゃあ、なんで食べないんですか？」

「色々あるんだよ」

「ちゃんと食べてきてください！」

「はいはい。分かったよ」

　できるだけ横柄に、容一はそう言った。あの場面で、心配してくれてありがとう、と素直に言う勇気のない彼にとって、その態度こそが自分を保つ唯一の選択肢だった。

　弓ゆみヶが浜はま三癒。小さな同級生。彼女は容一と同じ高校に通うクラスメイトであり、同じ部活のメンバーでもある。

　朝のショートホームルームが終わり、授業が始まっても、容一は三癒の方をぼうっと眺めていた。

　彼女は人気者だった。彼女の小動物的な容姿と動きがその原因であることは間違いないのだが、それ以上に彼女の人気を支えていたのは、その性格だった。

　三癒の性格には裏表がなかった。容一は、どうして三癒があれほどまでに天てん真しん爛らん漫まんに育ったのか分からなかった。体の発育同様に、心も世の邪悪に染まる前に発育が止まってしまったのかもしれない。

　容よう一いちも自分に素直に生きているつもりだ。性格に裏表をつくり、あちらこちらで上う手まく立ち回るような器用な生き方はしていない。そんな彼でも、三み癒ゆの真まっ直すぐな生き方は感心してしまうのだった。

　変な奴やつだよなぁ。容一は三癒を見ながら、そんなことを考えた。



　休み時間中、三癒の周りには人がたくさんいた。容一はその様子を気にしていた。不意に、人ごみの間からこちらを見る三癒と目が合う。

　彼女の目が笑う。

　それは、まるで何かの合図のようだった。

　容一は思わず目をそらした。

　そのとき、容一の中で様々な思惑が整せい頓とんされ、歪いびつだった事象が一筋に整列した。いや、それは彼の中でずっと温められていた想像だった。

　三癒の性格。朝の言葉。さっきの視線。

　もしかして、弓ゆみヶが浜はま三癒は自分のことが好きなのではないだろうか。

　もしかして、弓ヶ浜三癒の心には、自分へのトゥルーラブが高密度で詰まっているのではないのか。

　その可能性は、湊みなと山やま容一の脳内で何度も検算され、審議され、検討が繰り返されてきていた。そして、その日の弁当の時間についにその結果が出された。試算された可能性は五割。純情な高校生である容一少年にとって、その数字は興奮で妄想が止まらなくなるのには十分な値だった。

「もしもさ」

　がやがやと教室が騒がしい。弁当の時間はみんなが笑顔になる。容一はいつものように、教壇のところに座り込み、数名の男子と一緒に弁当を食べていた。

「俺おれに彼女ができたら、お前らどうする？」

　容一は真面目まじめな顔で友人たちに問いかける。一方、いきなりの発問に友人たちは目を丸くした。

「どうするって……」

　友人の一人はそのまま十分な間を取ってから、一度頷うなずいた。

「笑う」

「何でだよ！」

「ありえないから」

「ありえるよ！　十分に考えられるだろ！」

「容一に彼女ができるよりも、猫が世界を征服するって方がよっぽどリアルだな」

　他の友人が笑いながら言う。

「猫って、お前……」

「いきなり、どうしたんだよ。ん？　恋の悩みか？」

　容よう一いちは肩を叩たたかれた。周りの人間は全員笑っていた。

「いやさ、俺おれの恋の悩みじゃなくて……」

「誰だれの悩みだよ」

「誰かが俺のことを、好きになってしまったかもしれないんだ」

　容一は深刻な顔で言い放った。

　このとき、容一は初めて人間の視線だって痛覚を刺激することができると知った。

　全員が容一を可か哀わい想そうな子どもを見るような目で見ている。ただし、実際にはその哀れむような視線の中には、優位な立場から見下すような、蔑さげすみも多分に含まれていた。

「なんか、お前って哀れな奴やつだな」

「うるさい！」

「まぁ、なんだ。そういうのは自由だからな、基本的に。ただ、犯罪はするなよ」

「しない！」

「テレビレポーターが来るんだろうな……。そうしたら、俺は『きっとやると思ってました』って証言するぜ！」

「力強く証言するな！　ていうか、犯罪はしねぇっての！」

　周りの男友達は、次々と容一をはやし立てる。そんな中、容一はちらりと三み癒ゆの方に視線を向けた。

　この騒ぎを聞いていれば、自分のことだと思って、何か反応をするかもしれない。

　だが、そんな容一の浅はかな想おもいも虚むなしく、三癒は女の子に囲まれて弁当を食べているだけだった。

　ずっと自分の方を見ていたら、周りに気持ちを気づかれると思ったか。容一は自分の推理に酔いしれた。そんな彼を、周りの友人はなおも嬉うれしそうに馬ば鹿かにしていた。



　全すべての授業が終了すると、次は部活の時間だった。だが、今週からは少し違う。容一は緊張した面持ちで、帰りのホームルームに参加していた。

「それでは前から言っていた通り、今週から居残り補習を始める。夏休みの前に、基礎は完全に押さえておかないとな」

　中年の強こわ面もての教師が、反論を許さない口調で言い放った。

「中間と実力テストの結果から判断して、今から名前を呼ぶ奴は補習だ」

　そして、次々と名前が呼ばれていく。

「湊みなと山やま」

　自分の名前が呼ばれても、容一はあまり驚かなかった。それは、予期できた未来だったし、完全に自業自得の結果だった。

　三み癒ゆの名前は最後まで呼ばれなかった。ここで、ホームルームは終了。掃除を終えたら、補習組は特別教室へと移動して、延々と英語と数学の補習授業を受けることになっていた。

　容よう一いちには志望大学があった。だが、それは容一の偏差値を考えれば、はるかに難しい大学だった。

　そして、同じ大学を第一志望にしている高校生を、容一はもう一人知っていた。

　それは、やんちゃで無む垢くで容一のことが好きかもしれない女の子。

　弓ゆみヶが浜はま三癒、その人である。

　三癒が志望しているからという理由で、第一志望を決めたわけではない。それは、本当に偶然だった。ただ、その偶然が容一のモチベーションを上げていることは、本人も気がついていない真実だった。



　補習が全すべて終了する頃ころ、太陽はすでに西に沈みかけ、鳥たちは巣へと戻り始めていた。

　はやく片付けて、部活に行かなくちゃ。別に俺おれが会いたいわけじゃないけれど、きっと三癒は俺を待っているに違いない。容一はそんな台詞せりふを自分の内側に響かせながら、急いで体育館へと走りこんだ。バスケ部やバレー部の部員たちの顔には疲労の色が浮かび、すでにその日の練習も終盤に向かっていることが分かった。体育館シューズに履き替え、体育館の端を通って緞どん帳ちようの下ろされた舞台へと向かう。暗い舞台袖そでを抜け、いつものように階段を一気に飛び越えて、部員の待つ舞台へと上がった。

　少しずつ夏めいてきた気候のため、舞台は少し暑かった。ジャージ姿の部員たちはみんな、額に汗を浮かべていた。

「ごめん、お待たせ！」

　息を切らせながら、容一は言った。

「遅いっすよ、先輩」

　茶色の頭をつんつんとはねさせた後輩が、にやにやしながら言う。まるで、オレが遅刻してももう何も言えないな、とでも言いたげな顔だった。

「しょうがねぇだろ」

　補習だとは言えない。もちろん、それはその場の部員は全員分かっていることなのだが、容一は自分の口から言うことを恥ずかしく思っていた。

「それじゃあ、これで役者が全員揃そろったから、一度通してやってみようか」

　部長の一いち之の瀬せが言った。役者の一人である容一のいない状況では、基礎的な練習や部分ごとの練習はできても、全体を通すような練習はできない。ここから、ようやく通し稽げい古こが始められるのだ。

「はーい！」

　元気に少女が飛び跳ねる。クラスでも見た同級生。

「湊みなと山やま君を、みんな待っていたんですからね！」

　楽しそうにそう言って、三み癒ゆは微笑ほほえんだ。容よう一いちはなんとなく恥ずかしくなって、彼女を直視できなかった。

　その後、練習が始まった。容一はそれまでの練習分も頑張ろうと、一生懸命に取り組もうとした。だが、どうしても昼間抱いた妄想が気になって、集中しきれなかった。

　三癒は舞台をところ狭しと走り回る。今回、三癒は元気な女の子役だった。三癒には適役だ。容一は三癒を眺めてにやける。

　三癒と結婚したとすると、弓ゆみヶが浜はま家の莫ばく大だいな財産は……。浮かんできた不純な思考を、湊山は首を振って打ち消した。それはダメだ。愛は金じゃ買えない！　たとえ、三癒が勘当されて一文無しになったとしても、俺おれが三癒を受け止めてやる！　脳内の容一はかっこよく叫ぶ。

「湊山君、何だか気持ち悪いですね」

　自分だけの世界で空想を食べ続ける容一を見た三癒の感想は、容一の耳には届かなかった。



　天のレースは茜あかね色いろから濃い群青色へと変化していた。容一が練習に参加して間もなく、完全下校時間になってしまった。通し稽げい古こは一通りやったが、まだまだ課題は多かった。

「今日はここまで」

　部長の一いち之の瀬せがそう言う。

「お疲れ様でした」

　挨あい拶さつが終わり、女子が着替えのためにステージから離れる。男子は、ステージの隅のほうで着替えるのが伝統だった。容一も、ふらふらと隅を目指す。

「てい！」

　ぽかり、と腰の辺りに柔らかな衝撃を感じる。案の定、三癒の拳こぶしだった。

「なんだよ」

　容一は振り向き、三癒に視線を合わせる。

「湊山君、ちょっと上の空です」

　彼女の目は真剣だった。

「そうか？」

「いつもぼけっとしてますけど、今日は特にひどいです」

「おいおい、さらりとひどいことを言うな」

「補習で何かあったんですか？」

「別に何もないよ」

　補習ではなく三み癒ゆが原因だ。

「本当ですか？」

「本当だよ」

「明日は朝ごはん食べてきますか？」

「また、その話かよ」

「朝ごはんは大切なんです！　食べてくるんですか？」

「はいはい。食べてくるよ」

「ならよし、です」

　そう言うと、三癒はぴょんと跳ねて、容よう一いちの頭を軽くなでた。

　容一は恥ずかしかった。それは、馬鹿にされたような恥ずかしさと、もっと甘酸っぱい恥ずかしさを混ぜ合わせた感情だった。



　家に帰ると、いつものように三兄弟が同時に襲ってきた。ほとんどが何かの文句か、誰だれか他の兄弟をやっつけるための協力要請だ。容一は弟たちを軽くあしらうと、部屋で着替えを始めた。

　それでも脳内は、まだあの少女のことでいっぱいだった。

　今日の部活後の、三癒の行動……。

　嫌いな人間にあんなことをしないだろう、と容一は思った。それでは、三癒の行動の真意は何なのか。

　嫌いでなければ、好きなのか。しかし、世界はそんな単純な二分論では片付けられない。ちょっとだけ好きとか、嫌いじゃないけど好きでもないとか、そもそも好きとか嫌いとかそういう分類ができないとか……。

　容一の頭は混乱していた。

　それでは、自分が三癒のことをどう思っているのか。

　嫌いではないと思う。

　それでは好きなのか。

　容一だって、よく分かっていない。

「ああ、もう、わけわかんねぇ！」

　容一はトランクスの姿で頭をかきむしった。

　三癒から容一に向けられる気持ちが、恋愛感情を伴う好意なのか、それともただの友人としての好意なのか。考えれば考えるほど分からなくなる。いや、容一の中での意見はほとんど決まっていた。

　三癒は確実に俺おれに惚ほれている。

　だが、それは自分の自意識が生む妄想である可能性を、容一自身が否定できない。

「やっぱ、俺おれの妄想だよな……」

　一度自分の中で決まったことでも、簡単に覆ってしまう。容よう一いちはまさに混乱状態だった。

　ブブブッっと脱いだ制服のズボンから何かが振動する音がした。容一は自分が脱ぎ捨てたズボンをまさぐって、ポケットの中から携帯電話を取り出した。

　メールを受信していた。

　まさか、と彼は思う。人間には時として、超常現象としか考えられないような能力を発揮する。このときの勘は、まさにその類たぐいのものであった。

　容一はメールの内容を確認する。それは彼が予感したとおり、三み癒ゆからのメールだった。

『ちゃんと家に帰れましたか？　途中で死んでたりしてませんか？』

　意味不明のメールだった。

『帰った』

　容一はメールを返す。本当はもっとたくさんの文字を入れたかったのだが、長い文章を書くと、自分が張り切って返信しているようで恥ずかしかったのだ。

　三癒はすぐに容一のメールにレスポンスを返した。

『ふむふむ。なんか、元気のない湊みなと山やま君はおかしいです。それはあたかも、パイナップルのない酢す豚ぶたです』

　ますます意味が分からない。容一は自分が心配されているのかどうかすら、その文脈から判断できなかった。

『別にいつも通りだよ』

『それならいいんですけどね。ま、何かあったら何でも相談してくださいね』

　これに、容一の頭はくらりとした。自然と顔はにやけていく。

「容一、ズボンくらいはけよ」

　容一の背後から弟の声が聞こえた。

「うるさいなぁ」

　にやけたまま、弟にすごんでみても全く迫力がない。しかし、その怪しさと不気味さは弟に十分に伝わったらしく、弟は一歩後ずさった。

「な、何があったんだよ、容一」

「ふふふ、今さ、メールで告白されたんだよ」

　容一は高らかに宣言する。だが、弟は明らかに信じていない。

「嘘うそだ」

「嘘じゃねぇよ」

　弟は自信満々だった。彼は絶対の自信を持って、容一が嘘をついていると考えているようだった。

「じゃあ、そのメール見せてみろよ」

「ほれ」

　容よう一いちは携帯電話を弟に渡す。彼は、まだトランクス姿のままだった。

　弟は携帯電話の画面を見たまま、数秒固まり、その後に大きくため息をついた。

「妄想だろ、それ」

「うるせぇ！」

　妄想だっていいだろ。

　容一は心の中でそう続けた。だが、口に出すのは恥ずかしかったので、そこまでは言わなかった。

「このメールは保護しとこ」

　夜は静かに更けていく。

　星は瞬またたき、月が輝く。

　湊みなと山やま容一の一日は穏やかに終わったのだった。



    

  
    
      空そら口ぐち真ま帆ほと仲間たちの夏



    

  
    
      


　うだるような暑さで空気が膨張していた。蝉せみは木にしがみついて大声を張り上げ、ビルの室外機はどろどろと熱風を吐き出し続ける。

　道を行く人たちは、みなハンカチを片手にゆらゆらと歩いていた。犬や猫も、あまりの暑さに日陰から出てこようとしていない。

　そんな灼しやく熱ねつ地獄と化した道を、わたしは自転車で飛ばしていた。

　細い路地を抜け、高い塀にはさまれた圧迫感たっぷりの小道を進み、目的地の古本屋にたどり着く。わたしの疾走が起こした風に、木々が瑞みず々みずしい緑の葉を揺らした。

　自転車を飛び降りて、全力で店のドアをスライドさせる。

「おじ様！」

　わたしは店内に向かって叫んだ。

　狭い店内には本棚がぎゅうぎゅうに詰め込まれている。しかし、それだけものが詰まった空間でも、不思議と店内はひんやりとした空気で満たされていた。窓際には風鈴があり、それがチリンと鳴った。

「空そら口ぐち君か？」

　店の奥からしわがれた声が聞こえた。

　空口というのはわたしの名前だ。フルネームで空口真ま帆ほ。空を『くう』口を『ろ』とよめば、空口真帆から『黒魔法』へと変換完了！　というわけで、わたしの陰のあだ名は黒魔法。明るく言っているように思うかもしれないけれど、これは悲ひ惨さんな思い出だからあまり思い出したくない。だって、黒魔法だよ。魔法使い、なんていうとちょっとかっこよく聞こえるかもしれないけれど、黒魔法だからね。明らかに陰湿な悪役だわさ。

　だけど、わたしははっきりとこのあだ名を否定できるかというと、実はそうでもない。なぜならば、わたしは実際に黒魔法やら呪のろいやらが大好きなオカルト少女なのだ。しかも陰険で晩生おくてなネクラ少女でもある。ここまで揃そろっていれば、もはや『黒魔法』と呼ばれても文句は言えないかな。

　それでも、最近はわたしも変わってきた。今まで絶対に必要ないと思っていた友達なんてものもできたし、下らないと考えていた部活動だって始めた。そして、してしまったら蕁じん麻ま疹しんができると信じていた恋みたいなものだってした。そんな感じで、明るく活発な少女に変身したとはいわないけど、わたしは確実に変わっていた。

「どうした、そんな大きな声を出して」

　店の奥から初老の男性が出てくる。この店の店主だった。

「本を買いに来ました」

　わたしはそう言って、手にした百円玉を見せる。

　おじ様はそれを見て、目を丸くした。

「買う？　空口君が本を買うのか？」

　ここは古本屋だ。本を買うということ自体は少しもおかしなことではない。だけど、おじ様が驚くのも無理のないことだ。だって、わたしはこの店でほとんど本を買ったことがないのだ。恐らくこの店一のリピーターであるわたしは、この店でいつも本を借りるだけだ。もしくは、ただおじ様と話すためだけに来ることだってある。ここは、わたしにとってはただの古本屋ではなく、マニアックな品しな揃ぞろえの図書館であり、カウンセラーのいる保健室なのだ。

　しかし、今日は違う。わたしの手には百円玉。開けっぱなしの入り口から差し込む射るような太陽光で、銀の硬貨がぎらりと光る。

「買います」

　にやり、と笑うわたし。疑いの眼まな差ざしでこちらを見るおじ様。

「どんな本を買うんだ？」

「実は、わたし夏合宿に行くんです！」

　わたしは胸の中で大きく膨らんでいた歓喜の叫びを、そのまま口から飛び出させた。

「夏合宿？　演劇部のか？」

「そうです」

「それで、合宿に行くとなると、どんな本が欲しいんだ？」

「夜、寝る前に読む用のソフトな魔術書をお願いします！」



    

  
    
      



    

  
    
      　わたしは百円玉を突き出す。

「……それは、やめておいたほうがいいんじゃないか？」

　おじ様は冷静にそう言った。



　一学期の終業式が終わった翌日。わたしは駅にいた。

　わたしの家のすぐ近くの駅ではなく、その駅から何駅か進んだところにある、界かい隈わいでは最大の駅だった。たくさんの人々が、夏の直射日光に辟へき易えきしながら早足に歩いている。わたしはそんな世界に取り残されたみたいに、一人で駅の日陰に佇たたずんでいた。

　今日は夏合宿の出発日。そして、この駅の南口が集合場所だった。集合時間にはまだあと十五分ほどある。わたしが一番乗りらしい。

　わたしは周りから見れば、つまらなそうにただただ立っているだけの女子高生に見えるのだろう。だけど、実際は違った。心の中ではこれから始まる合宿に胸が躍っていた。それでも、わたしの鉄の仮面は少しも表情を変えない。もしかしたら、ほんの少しくらいは嬉うれしそうにしているのかもしれないけれど、多分それは顕微鏡を使わなければ分からないほどの微妙な変化だろう。

「早いですね～」

　そう言って登場したのは、日傘をさした小さな少女だった。白いシャツと紺色のリボンの制服夏バージョンを身にまとい、妖よう精せいのようにふわふわとした足取りでわたしに寄ってきた。彼女は日傘以外の荷物を何も持っていなかった。わたしは大きな旅行かばんを持ってきたというのに……。ちなみに、心配させないために言っておくけど、魔術書は持ってこなかったからね。

　少女はわたしの横に並ぶ。わたしは同学年の女子の中で背の高いほうではないけれど、日傘をさしたその少女は、わたしよりも小さかった。

「こんにちは、三み癒ゆ先輩」

　わたしは少女に挨あい拶さつする。

　先輩。別に、彼女が三癒という苗みよう字じで、先輩という名前なのではない。間違いなく彼女はわたしよりも年上なのだ。

「こんにちは、です」

　三癒先輩はニコニコとして言った。彼女は誰だれに対しても敬語だ。自分は体が小さいのだから、その方が自然だ、と本人は言っていた。謙けん虚きよなのかよく分からないけど、わたしはこの礼儀正しい小さな先輩のことが好きだった。

　そのすぐ後に、女の子の二人組がやってきた。すらりと伸びた長身と、さらりとゆれる黒い長髪。しなやかにこちらに近づいてきたのは、わたしと同じ学年の部員である雛ひな浦うらさんだった。外見はスレンダーで、少し華きや奢しやに見える部分もあるのだが、その真の姿は強力無比の武道家で、泣く子も黙る戦士である。

　そんな雛ひな浦うらさんにくっつくようにして、小さな三つ編みを一つだけつくっている女の子もいた。宮みや脇わき弥生やよいさんである。ちょっと心配になるくらい白い肌と大きな瞳ひとみ。守ってあげたくなるような可愛かわいらしさを持つ少女だ。そして、彼女は実際問題として守ってもらわなければならないような状況によく直面する。

「わきゃ！」

　わたしと三み癒ゆ先輩が待つ場所の数メートル手前で、宮脇さんが妙な悲鳴をあげた。上空から鳩はとの糞ふんが落ちてきたのである。幸い、彼女の頭や服への爆撃は避けられたが、彼女の靴に鳩の糞が直撃していた。

「靴でよかったぁ」

　宮脇さんは笑顔で言う。前まではちょっと違ったけど、今ではずいぶん前向きに物事を考える人になった。二人はわたしたちと合流した。

「なんか、合宿っていいよね。青春って感じ」

　宮脇さんが笑顔で言う。彼女の笑顔は本当にまぶしい。わたしのいやらしい含みのある笑いとは雲泥の差だ。

「とりあえず、去年はちょっと感動した」

　雛浦さんがちらりと三癒先輩の方を見て、そう言った。三癒先輩は大きく手を顔の前で振った。

「あんなの普通ですよ。別に感動するようなことじゃありません」

「何がそんなにすごいんですか？」

　わたしが尋ねると、雛浦さんがすぐに教えてくれた。

「とりあえず、もの凄すごく広いし、綺き麗れいだし、豪華」

「だから、そんなことないですって」

　三癒先輩は少し恥ずかしそうに否定する。

「本当にそう思っているのなら、とりあえず三癒先輩は一度社会見学でスラム街を歩いたほうがいいですよ」

　雛浦さんが笑いながらそう言った。

　わが校の演劇部の合宿は、昔からあったそうだ。ただし、かつては安い山奥の研修施設のようなものを借りていたらしい。それが、去年から大幅にリニューアルされたのだ。それは我われらが愛すべき小さな先輩、弓ゆみヶが浜はま三癒がもたらした大きな変化だった。

「それにしても、別荘なんて凄すごいですね」

　宮脇さんは本当に羨うらやましそうに言う。

　そう、これから向かう合宿会場というのは、弓ヶ浜家が持つ別荘の一つなのだ。それは、海辺に建てられた豪ごう奢しやなアールヌーボーの洋館で、体育館や噴水まであるらしい。去年の合宿に参加した先輩の話をきくと、どうやら下へ手たなリゾートホテルなどより、よほど設備が充実しているとのことだった。

　しばらく、わたしたちの談笑は続いた。その間、宮みや脇わきさんは雛ひな浦うらさんから借りたポケットティッシュで靴の汚れを取っていた。

「お、結構揃そろっているな」

　不意に後ろから声をかけられて、わたしはドキッとして振り向いた。そこには、短髪を立てた、背の高い男の先輩がいた。湊みなと山やま容よう一いち先輩だ。

「声をかけるのが、あと一秒遅ければ、不審者として攻撃していました」

　雛浦さんが小さく呟つぶやく。

「いや、待て。どう見ても俺おれは不審者じゃないだろ。思いっきり身内だろ！」

「背後から近づく者に、容赦はしません」

「どこの殺し屋だよ！」

　わたしの心の声は、湊山先輩が代弁してくれた。

「湊山君生きていたんですねぇ」

　三み癒ゆ先輩が無邪気に笑う。

「いや、この前会ったばっかじゃん」

「なんか、最近は部活にも補習で遅れてくるし、ちょっと影が薄くなってましたよ」

「影薄くないって！　俺の存在感は圧倒的だって！　そうだろ？」

　慌てた湊山先輩がしゃがんでいる宮脇さんに声をかける。一方、宮脇さんは自分の靴をこするのに精一杯の様子だった。

「宮脇さん、話しかけられてるよ」

　雛浦さんにそう言われて、宮脇さんはようやく顔を上げる。

「あれ、湊山先輩いたんですか？」

　湊山先輩の顔から表情が消える。本当に悲しいことがあったとき、人は泣くことすらできないのかもしれない。

「なんだか楽しそうだね」

　再び後ろから声をかけられる。わたしはその声を聞いただけで胸がきゅっと小さくなる。

「お！　後ろからいきなりやってきたぞ！　雛浦さん、攻撃だ！　容赦しなくて……」

　湊山先輩がふざけて言った言葉は、雛浦さんの拳こぶしにさえぎられて、途中からうめき声に変わった。彼女の拳は湊山先輩のみぞおちに深くめり込んでいた。

　わたしは振り返る。そして、自分の目で確認する。すぐ後ろにいる人物を。

　さわやかな笑顔。まぶしい瞳ひとみ。揺れる柔らかな髪。しなやかな体たい躯く。滑らかな手。すらりとした長身。

　わたしは一瞬でそれらを見回し、息をのんだ。

　相変わらずかっこいい。

「一いち之の瀬せ君、時間ぎりぎりですよ」

　三み癒ゆ先輩がそう言って、自分の腕時計を見せた。

　一之瀬。それが彼の名前だった。わたしが心の中で、何度呼びかけたか分からない名前。ただし、実際に口に出すことはほとんどない名前……。

「ごめん。電車が遅れていてね。あと来ていないのは……」

　一之瀬先輩が全員の顔を確認する。

「これで全員です。早く行きましょう」

　わたしははっきりとそう言った。だけど、わたしの声って小さいから、こういう屋外だとほとんど人の耳に入らないんだよね。

「ああ、神門ごうど君がまだだね」

　一之瀬先輩が気づいてしまった。

　神門裕ひろ貴き。演劇部唯一の一年生だ。トラブルメイカーの代名詞みたいな奴やつで、とにかく集合時間を守らないダメ人間。犬みたいに人懐っこいところもあるが、基本的に鬱うつ陶とうしい。さらに、彼は半分悪魔だ。これは、性格が悪魔的に悪いというわけではなくて、そのままの意味で、本当に半分だけ悪魔なのだ。人間と悪魔が結ばれてできた子どもが神門なのである。そんなことがありえるのか、と思うかもしれないけど、実際にそうなのだから仕方がない。この神門というのが本当に迷惑な奴で、何が迷惑かというと……。

「真ま帆ほ～！」

　脳内で神門を誹そしって、嘲ちよう罵ばの限りをつくそうとしていた時、本日三回目の背後からの呼びかけ。わたしはもう驚かなかったが、胸の中には嫌な空気が膨張した。

　わたしは後ろも確認せずに、すぐに雛ひな浦うらさんの背後に隠れた。その後で、声の方を確認する。

「何してんだよ、真帆」

　案の定、声の主は神門だった。彼の身長はわたしとほとんど変わらない。つまらなそうにわたしの方を見るその顔は、まだあどけない少年だ。実際は不良少年なんだけどね。

「後ろから抱きつこうと思ったのに」

「それを警戒したんです」

　わたしは小さく低い声で神門に告げる。

「相変わらず相思相愛ですねぇ」

　三癒先輩はホクホクの笑顔だ。みんながそういうことを言うから、神門が調子に乗る。そして、行動がエスカレートしていく！　わたしに今の二億倍くらい勇気があれば、きっと三癒先輩を叱しかりつけてでも発言の撤回を求めていただろう。だが、実際は小さな声で、そんなのじゃありません、と言うのが精一杯だった。きっと、周りは空そら口ぐち真帆が恥ずかしがっていると思っているのだろうなぁ。

「でも、別荘で間違いを起こさないでください」

「起こしません」

　今度はちょっと大きい声で反論する。そんな風に思われたら、それこそ終わりだ。わたしは、そっと一いち之の瀬せ先輩を見る。一之瀬先輩は、あまり気にしていない様子で笑っている。

　……気にされないというのも問題だ。ここで、悔しそうな顔でもしてくれれば最高なのに。

「そろそろ電車の時間です」

　雛ひな浦うらさんが腕時計を見ながら言う。

「それじゃあ、合宿スタートです！」

　跳び上がりながら言ったのは、三み癒ゆ先輩だった。すぐに、湊みなと山やま先輩が横から口を出す。

「まだ始まってないだろ」

「家に帰るまでが合宿です！　逆に言えば、家を出たら合宿スタート！」

「じゃあ、もっと前から始まってることになるだろ」

「うぅ……」

　三癒先輩が目を潤ませ、恨うらめしそうに湊山先輩を睨にらむ。湊山先輩はしてやったりという顔で三癒先輩を見下ろす。

「しのちゃん、湊山君がいじめます」

「いじめはよくないですね」

　助けを求められた雛浦は指をボキボキと鳴らす。

「いや、うん。これが合宿のスタートだよな。俺おれもそう思うぜ。だから、スタートと同時にリタイアは嫌だよ？」

　急に腰が低くなる哀れな先輩。

「いつも通りっすね、先輩。補習で何勉強したんすか？」

　神門ごうどが鼻をほじりながら言う。

「うるせぇ、お前に言われると何か腹立つ！」

「いじめっ子には鉄てつ拳けんの制裁を……」

　駅のロータリーに湊山先輩の悲鳴が響く。こうして、わたしたちの夏合宿が始まった。



　一回乗り換えをして、さらに電車に揺られること二時間。

　その中で、わたしたちは色々な話をした。ごめんなさい、嘘うそです。わたしが自分から喋しやべることはほとんどなかった。いつも通りの聞き役だ。さらに、聞き役といっても、リアクションの薄いわたしは聞き上手でもない。つまり、わたしは毒にも薬にもならない置物と同じ。ただ、人の話を聞いて頷うなずくだけのお人形さんだ。

　表情は変わらなくても、わたしは大いに楽しんでいた。こうやって、友達だけで遠出するのは初めてだった。昨日の夜なども今日が待ち遠しくて、なかなか寝つけなかったほどだ。

　車窓の風景から、だんだんと背の高い人工物が減っていく。その代わりに、山や川などが多く目に映るようになってきた。

　トンネルをくぐるたびに、わたしの期待は大きく膨らむ。

　これがわたしの求めていた青春なんだわ！

　鉄仮面のような無表情だけど、心の中は期待でいっぱいだった。

「もうすぐです。次の駅です」

　三み癒ゆ先輩に言われて、わたしは網棚に置いた自分の荷物に手を伸ばす。今回の合宿は三泊四日だったため、荷物も少し多めになる。いっぱいに様々なものが詰まったボストンバッグと小さなカバン。わたしはそれらを取ろうと手を伸ばす。

　重い。自慢じゃないけど、わたしは非力だ。演劇部に入ってから、筋トレをするようになったので、昔に比べれば多少体力がついただろうけど、それでも筋力は電池で動く玩具おもちやくらいしかないと思う。

「大丈夫？」

　わたしがなかなか動かない荷物に悪戦苦闘していると、横から優しい声が聞こえた。

「はい」

　重い荷物をひょいと持ち上げて、わたしに渡してくれる。

　そんな気の利く優しい人は、もちろん一いち之の瀬せ先輩だ。

「あ、ありがとうございます」

　電車で音楽を聴いている人の、ヘッドホンから漏れるドラムの音くらいの大きさで、わたしはお礼を言った。

　なんだか、この合宿の幸先はよさそうだ。どれだけ楽しくてもびくともしなかったわたしの頬ほおも、わずかに緩む。

　わたしたちが降りたのは、寂れた無人駅だった。だが、初めて合宿に参加した人間、つまり、わたしと神門ごうどと宮みや脇わきさんは同時に感嘆の声をあげた。

「すごい……」

「すっげ」

「わー、すごいすごい」

　目の前は海だった。白い砂浜が太陽の光をまぶしいくらいに反射して、美しいエメラルドグリーンの海は、誘うように穏やかな波を立てている。空には巨大な入道雲。その上にはさんさんと輝く太陽。旅行会社のパンフレットに使えそうなくらい、完かん璧ぺきな海岸だった。

「すごいだろ」

　後ろで湊みなと山やま先輩が自分の自慢話のようにそう言った。

「別荘はここからバスに乗って二十分くらいです。行きましょう」

　三み癒ゆ先輩に続いて、わたしたちはぞろぞろと駅から出る。

　バス停は駅の目の前だった。潮風にさらされて、ほとんど茶色になった金属の棒の近くでわたしたちは待つ。

「バスは一日に三本しか出てないから、このタイミングを逃すと大変なんです。歩くと一時間以上かかりますから気をつけてください」

　一時間以上か。この炎天下で一時間歩けば、途中でミイラになってしまいそうだ。

「すげぇ田舎だな」

　神門ごうどはいつもと変わらない様子で辺りを見回す。こいつには情緒的に風景を表現することなどできない。わたしにもできないけど。

「時間があったら、今年も海に入りますよね？」

　雛ひな浦うらさんが提案する。そういえば、事前に水着を持ってくるように言われていたな。こういうことだったのか。

「そうだね」

　一いち之の瀬せ先輩は笑顔で頷うなずく。

　海か。わたしはできれば海に入るよりも、砂浜で魔方陣でも描いている方がずっと性に合っている気がする。そもそも、水着というのがいただけない。あんな肌を露出する服装をして外に出るなんて考えられない。紫外線で皮膚がんになってしまうわ！　あと、わたしの貧相な体をお天道様にさらすなんて考えられない。

「空そら口ぐちさん、泳げる？」

　わたしの顔を見て、一之瀬先輩が心配そうに言ってくれた。いきなり心配されたわたしは、驚いて目をぱちくりとさせる。

「いやさ、なんだか不安そうな顔をしていたから」

　よく人のことを見ている人だ。

「えっと……泳げません」

　とりあえず、真実を報告する。

「それなら、真ま帆ほは俺おれと砂浜で遊んでればいいじゃん。楽しみになってきたぞ」

　いきなり肩を組みながら、神門が豪快に笑った。暑苦しい。わたしは肩に回された右手の小指を、曲げてはいけない方向に曲げて、せめてもの抵抗をした。

「いてて！　それが嫌なら泳ぐしかないだろ」

「砂浜で遊ぶのが嫌なんじゃなくて、神門君と二人だというのが嫌なんです」

　この長い合宿中もずっと誤解されているのは勘弁だ。ここではっきりとさせておかなくちゃいけない。わたしは神門をしっかり見据えて、はっきりと言う。

「真ま帆ほ、お前……」

　さすがの神門ごうども、ここまではっきり言われれば自分がどう思われているか気づくだろう。彼は真面目まじめな顔でわたしを見た。

「恥ずかしがり屋だな」

　シリアスな顔は一瞬だった。神門はすぐに顔をほころばせて、わたしの頭をなでた。

「頭をなでないでください！」

「あまり、外でいちゃいちゃするなよ」

　湊みなと山やま先輩が笑いながら言う。

「していません！　一方的に体を触られているんです。これはセクハラです」

　自然とわたしの声も大きくなる。一昔前までとても出なかった声だ。慣れてくれば、わたしだって普通の人と同じくらいの音量で会話できる。

　そんな風にわたしがいつものように誤解を受けているとき、遠くの方から大きなエンジン音が聞こえてきた。しかし、それはわたしたちが待つバスのものとは明らかに異質であった。もっと、高音で撒まき散らすような音だ。

「こんな田舎にも暴走族がいるんですね」

　雛ひな浦うらさんがぼそりと呟つぶやく。確かに、それは明らかに改造車があげる音だった。

　音はだんだんと近づいてくる。

　突然、タイヤを横滑りさせながら、交差点を曲がる赤いスポーツカーが現れた。その車は猛烈な排気音とエンジン音を撒き散らしながら、もの凄すごいスピードでこちらに突っ込んでくる。

　そのままバス停の標識にぶつかりそうな勢いで猛進する赤いスポーツカーは、寸前のところで急ブレーキをかけて止まった。タイヤから白い煙が上がっている。

　車の勢いと迫力に圧倒されて、わたしは知らない間に、三み癒ゆ先輩にくっついていた。そして、三癒先輩は雛浦さんにくっついていた。宮みや脇わきさんも雛浦さんにくっついている。

「湊山先輩。今離れたら、とりあえず一本背負い三回で許します。受身なしで。アスファルトの上で」

　湊山先輩も雛浦さんにくっついていた。

　停車した赤いスポーツカーのドアがゆっくり開く。

　誰だれもがドライバーの顔に注目する。

　中からはカールのかかった長髪の女性。彼女のかけていたサングラスが、真夏の光を反射する。

　黒いタンクトップとホットパンツ。夏とはいえ、わたしから見れば裸同然の露出度だ。しかし、隠すものがない分、その女性のスタイルのよさはよく分かった。彼女はつかつかとわたしたちに近づいてきた。

　サングラスが外される。女性はわたしたちを見てにっこり微笑ほほえんだ。

「お待たせ」

　別に待っていません。わたしはそう言いたかった。驚いたように、一いち之の瀬せ先輩が尋ねる。

「永なが音ね先生、どうしてここに」

「だってわたし、演劇部の顧問だし」

　永音先生、と呼ばれた女は、体をくねらせて艶つやっぽく話す。

　先生。そう、この女性はこれでも教育者なのだ。ああ、もしもわたしが学問の神様だったら、きっとこの卑ひ猥わいな淫いん乱らん教師に教員免許を渡した連中に、きっと雷撃を打ち込むだろう。しかしながら、永音先生が教師をやっているのには裏がある。この年中脳内サンバカーニバル女の正体は、なんと天使なのだ。これは、この女がもてない男子生徒に優しく接する、放課後の天使という意味ではない。まさにそのまま天使なのだ。普段は隠しているが、羽も生えているし、ことあるごとに人間の記憶を操作して、自分たちに都合の悪いことは全すべて隠滅する。さっき紹介したハーフ悪魔の神門ごうどといい、天使の永音先生といい、わたしの周りには常識では考えられないような人々がいるのだ。

「よくここが分かりましたね」

　驚く一之瀬先輩に、永音先生が近づく。

「し・ら・べ・た・の」

　やめて！　そんなに近づいたら、一之瀬先輩に燐りん粉ぷんがついて、かぶれちゃう！

「それにしても、ひっどいわよねぇ。顧問に黙って合宿にくるなんてさ」

　長くしなやかな指が一之瀬先輩の頬ほおをなでる。

「わたしのこと、嫌い？」

「というか、会議が忙しくて来られないと聞いたんですけど。空そら口ぐちさんから」

　やばい。わたしはゆっくりと、そしてこっそりとその場から逃げようとする。とはいえ、わたしには逃げ場などもちろんない。

「あら……真ま帆ほちゃんはそういうことするのね」

　永音先生がぎろりとこちらを向く。わたしは体を硬直させて、その視線をまともに受けた。

「こういう大自然の中って叫びたくなるわよね。あー、あー。真帆ちゃんの好きな人はー……」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　わたしは思いっきり永音先生に駆け寄り、抱きついた。そして、げんこつを永音先生の口の中に押し込む。

「ふんふが、はへへ！」

　永音先生が何か言おうとする。だけど、わたしは永音先生の口から自分の手が出てこないようにするのに必死だった。

「だって、永なが音ね先生が来たら、また何か事件を起こすと思ったんです」

　わたしは一いち之の瀬せ先輩の方を見て弁明する。

「ま、まぁ、一応顧問の先生だし、せっかく来てくれたんだから……」

　一之瀬先輩は苦笑いしている。

　わたしの奇行を見て反応に困っているのだ。わたしは慌てて手をお喋しやべり天使の口から抜いた。

「いたた……顎あごが外れるかと思ったわ……。何にせよ、年とし頃ごろの男女が一緒にいるわけだから、しっかりと大人おとなが見張らないとね」

　そういうあんたが一番心配なのだ。もちろん、わたしはそんなことを口に出すこともなく、ただ黙って恥ずかしさでうつむいていた。

　車の走る音がする。ようやくわたしたちが待つバスがやってきた。

「これで、正真正銘全員集合だね」

　宮みや脇わきさんがみんなを見回して言う。これが演劇部のフルメンバーだった。全部で八人。なんだかんだで、わたしが本当に好きな人たちだ。

　バスに揺られること二十分。わたしたちは目的地に着いた。永音先生はどこか車を止められるところを探してくる、と言ってどこかに行ってしまった。あいにく、別荘は細い道の先にあるので、車で乗りつけることができないらしい。きっと、永音先生は違法駐車するつもりだ。

　バス停の目の前には林があった。しかし、風に乗って届く潮の香りが、すぐ近くに海があることを教える。三み癒ゆ先輩を先頭に、わたしたちが林の細い道を進んだところに、お洒落しやれな洋館があった。人気のペンションとして雑誌に紹介されていても不思議ではないその建築物へと、わたしたちは向かう。

　鉄でできた美しい曲線のアーチの下をくぐり、敷地内に入る。

　最初にわたしたちを迎えたのは広い庭だった。事前情報の通り、庭の中央には花壇に囲まれた噴水があった。

　何だか映画の世界に迷い込んでしまったようだ。わたしはわくわくしながら噴水の横を通り過ぎ、玄関の前に立つ。三癒先輩がチャイムを鳴らす。

　すぐにドアが内側に開かれた。

　中からエプロンを身に着けた高齢の女性が現れた。

「お待ちしておりましたよ、お嬢様」

　女性は笑顔で一礼する。その腰はしっかりと伸びているし、言葉もはっきりと明めい瞭りようだった。

「それに、皆さんもよくいらっしゃいました」

「今年もお世話になります」

　一いち之の瀬せ先輩がそう言ってお辞儀をする。それに倣ならって、残りの部員もみんな頭を下げた。

「みなさんがいつ来てもいいように、部屋も舞台もいつでも使えるようにしておきましたよ」

「ありがとうございます」

「どうぞ、お入りください」

　わたしたちは別荘の中へと招き入れられる。土足で入る形式だった。

　入ってすぐのところに大きなホールがあり、そこには階段があった。どうやら、そこから二階へ上がれるらしい。左右に延びた廊下と奥へ延びる廊下がある。別荘は十字型になっていた。わたしたちはその交点から建物の中に入ったのだ。

「とりあえず、みなさん荷物を部屋に置いてきたほうがよろしいですね。それに、練習は着替えてからされるでしょうし」

　おばあさんがそう言って鍵かぎを配り始めた。

「三人部屋と二人部屋がございます。事前に伺っていた部屋割りの人数とは少し違うようですが……」

　永なが音ね先生の参加はイレギュラーだ。これは、永音先生を追い返すチャンスかもしれない。

「部屋には余裕がありますし、部屋割りをしなおしましょう」

　わたしの淡い期待は、三み癒ゆ先輩の愛のある一言で流れた。

　男子部員は最初の設定どおり三人部屋に集められ、女子部員はわたしと永音先生、雛ひな浦うらさんと宮みや脇わきさんと三癒先輩という組み合わせになった。皆で決めた組み合わせなのだけど、わたしが永音先生と同じ部屋だという点が納得できない。まぁ、雛浦さんと宮脇さんを二人きりにしなかったのは賢明だと思うけど……。

「それじゃあ、荷物を置いたら舞台に集合しよう。舞台は階段後ろの廊下を真まっ直すぐ進んだ突き当たりだからね」

　一之瀬先輩が指示を出す。すると、すぐに神門ごうどが大きな口を開いた。

「えー。海は後なんすか？」

　当たり前だろ、ボケ！　何しにここに来ていると思っているんだ！　わたしは心の中で思いっきり神門を罵ば倒とうする。もちろん、表面は無味乾燥のクールフェイスだけど。

「まぁ、海は明日かな。大会が近いから、今は少しでも多くの時間を練習に使いたい。海水浴はちょっとした気分転換だからね」

　たしなめるように一之瀬先輩が言う。神門は、ちぇっ、とそっぽを向いたものの、それ以上の反抗はしない。これでも彼はかなり成長しているのだ。

「じゃあ、解散」

　その言葉で、わたしたちはそれぞれの部屋に散った。



「それじゃあ、通してやってみようか」

　わたしたちは全員舞台に集まっていた。

　弓ゆみヶが浜はま家の体育館。そこは、まさに体育館だった。三み癒ゆ先輩の話だと、父親がスポーツ好きで、別荘にも体育館を備えつけたらしい。金持ちのやることはなんとも大きい。さすがにいつも使っている学校の体育館に比べれば随分小さいが、それでも個人が所有しているものと考えれば十分すぎるほどの広さがあった。ステージは本来なかったらしいが、合宿で使うようになってから、わざわざ一段高い床を作ってくれたらしい。

　わたしは手にした台本をぎゅっと握る。

　その台本にはわたしの台詞せりふがのっている。

　そう。わたしはこの舞台で初めて役がもらえたのだ。いや、正確には以前にも役をもらったことはあるのだが、それはみんな記憶が消されてなかったことにされている。だから、これが公式にはわたしの初めての役となる。

　今回、宮みや脇わきさんと神門ごうどは音響と照明の仕事をすることになっていた。宮脇さんは入部の時期が遅かったため仕方のない采さい配はいだった。一方、神門の配置には意外なエピソードがある。わたしは神門が不ふ真ま面じ目めだから役を与えられないのだと思っていたのだが、どうやらそうではないらしい。なんと、神門自らが照明の仕事をしたいと言い出したらしいのだ。

　曰いわく、何だかこの仕事をやり遂げなくちゃいけない気がした、とのこと。よく分からないけれど、神門なりに思うところがあるのかもしれない。

　何にせよ、わたしの胸には希望が満ちていた。

　これから始まる練習。

　やがてやってくる本番。

　そこでどんな結果が出ようとも、絶対に悔いが残らないように今を頑張りたい。わたしはしっかりと自分が握る台本を見つめる。

　……この脚本。

　わたしの心には一つ気がかりなことがあった。

　この脚本は誰だれが書いたものなのだろうか。

　誰が書いたものであったとしても、脚本の評価や演劇の内容には関係ない。それは分かっている。それでも、気になってしまう。

　初めてこの脚本を読んだとき、わたしは以前に新入生歓迎会でやった『眠り姫症候群』という劇を思い出した。今回の劇は、台詞の言い回しや、作品の主張、ト書きの書き方、そういったものが全すべて『眠り姫症候群』と似ていた。

　つまり、これを書いたのは……。

「空そら口ぐちさん」

　わたしはそう言われて、はっと我に返った。雛ひな浦うらさんがわたしの手を引いてくれている。すでに練習は始まろうとしていた。わたしはいつまでも舞台の上に立っていていい役ではないのだ。

「ご、ごめんなさい」

　慌ててわたしは舞台袖そでに引っ込む。

　劇の最初は一いち之の瀬せ先輩の台詞せりふから始まる。

「少女が一人。それはある意味で不幸な少女」

　この劇は病院をメインにしたストーリーだ。

　入院する母の元へ毎日訪れる少女。だが、ある日その母親が死んでしまう。その原因は病死や事故ではなく、自殺か他殺。母の死を信じられない少女が事件を調べていくと、他殺だとするならば犯行可能な人間は少女自身だけだという結論に。母の自殺を信じられない少女は、やがて自分が犯人なのではないのか、と疑い始める。ラストのオチには賛否両論ありそうだが、わたしは面白いと思った。

　その主張は分かりにくい。前回の『眠り姫症候群』もそうだったけど、何が言いたいのかよく分からない劇ではある。そう考えると、やはり脚本家は同じ人物なのだろうか……。

　ちなみに、わたしの役はお母さんの役だ。前半には出番もあるが、後半になると回想シーン以外は基本的にずっと死んでいる。ある意味でわたしにふさわしい役かもしれない。

　わたしは真剣に練習に取り組んだ。もちろん、わたしだけじゃなくて、他の部員もみんな全力で稽けい古こをした。日はあっという間に沈み、管理人のおばあさんが知らせに来るまで、わたしたちは時間が経たつのも忘れて、ひたすらに練習に打ち込んでいた。

「お食事の用意ができましたよ」

「瀬せ葉ばさん、わざわざすみません」

　一之瀬先輩がお礼を言う。このおばあさんは瀬葉というらしい。ちなみに、下の名前はスミらしい。小さい頃ころのあだ名はスーちゃん。つまり、フルネームで瀬葉スーちゃんセバスチヤン。……世の中上う手まくできていると思う。そんなわたしの衝撃的な発見は、誰だれの耳にも届くことはなく、わたしは大人おとなしく食堂へ向かう一行の後について体育館を出た。

　食堂は、玄関から入って左側の突き当たりだった。この別荘は左右対称のつくりをしているので、玄関から見て右側の突き当たりにも大きな部屋がある。その部屋は遊戯室ということでビリヤードの台やダーツがあるらしい。本当に、何から何まで豪ごう奢しやな空間だ。

　食堂には一人の人物が待機していた。

「みんな遅いわよう」

　永なが音ね先生だった。車を置いてくる、と言って消えた彼女だったが、すでに戻ってきていたらしい。しかし、少し様子がおかしい。何というか、この人はいつもおかしいのだけれど、普段とは異質のおかしさがある。顔をほんのり赤く染め、目がトロンとしてる。

「先生、食前酒を先にいただいちゃったわよう」

　そういう彼女のテーブルの前にはワインのビンが一本。どうやら中身は空になっているようだ。

「あなたたちも、飲むぅ？」

　とても学校の先生とは思えない。わたしたちは先生を無視して席に着く。部屋には長方形のテーブルがくっつけて並べられており、白いテーブルクロスがかけられていた。長方形の長い辺に、それぞれ四つずつナイフとフォークとナフキンがセットされている。わたしはなるべく永なが音ね先生から離れた場所に座りたかった。欲をいえば、一いち之の瀬せ先輩の隣がいい。

　しかし、こういう自由席の場合は基本的に早い者勝ちである。わたしのように自己主張の弱いのろまな人間は選択肢が与えられない。つまり、あまった場所をとるしかない。今回も、みんながどんどん座っていく中で、あわあわとしているうちに、わたしに残された座席は一つだけになっていた。それは、一番角の席。隣は神門ごうどで、目の前は宮みや脇わきさんだった。

　宮脇さんはいい。だが、隣の神門は嫌だった。

「おい、真ま帆ほ。早く座れよ」

　神門が嬉うれしそうに言いながら、空席を叩たたく。仕方なくわたしはそこに腰掛けた。それとほぼ同時に、瀬せ葉ばさんが料理を運んできた。

　わたしは高級な料理や、本格的な料理というものを食べたことがない。だから、ここで食べた料理がどこの国の料理で、何というメニューなのか全く分からない。ただ、魚が出ただとか、野菜が出ただとか、肉が出ただとか、そういう認識しか持てない。それでも、味覚はちゃんと機能する。わたしが間違いなく言えることは、恐らく瀬葉さんが作ったのであろうご飯は、全すべて感動的なほどにおいしかった。わたしは少食で、中学の頃ころなど給食の半分くらいを残していたものなのだが、今日の料理はびっくりするくらいに箸はしが進んだ。わたしは一生分のご馳ち走そうをここで食べるつもりで、もぐもぐと食べ続けた。

「真帆、この後はどうなるんだ？」

　料理と一緒に幸せをかみ締めるわたしに、神門が横から話しかける。

「夜の練習をして、その後は寝るだけです」

「肝試しとかは？」

「ありません」

「花火とかは？」

「ありません」

「夜の散歩は？」

「ありません」

「俺おれと真ま帆ほの、二人だけの時間は？」

「それは、この合宿だけに限らず、宇宙が滅亡するまで起こりえません」

「そこまで言うかよ……」

　さすがの神門ごうども、ここまではっきり言われれば少しは傷つくのか、ちょっと悲しそうな顔をした。

「花火なら買ってきたわよ！」

　そう大声をあげたのは永なが音ね先生だった。彼女の顔はますます赤くなっている。彼女の前のワインのビンは、なぜか二本に増えていた。

「スイカもあるから、スイカ割りもできるわよ～。ふふふぅ、デキる女は準備がいいでしょ～」

　この女、酒だけじゃなくて自分にも酔ってるな……。

「どうします、部長？」

　冷静に尋ねたのは雛ひな浦うらさんだった。彼女は一いち之の瀬せ先輩の左隣に座っている。わたしもその座がよかったな……。

「まぁ、ちょっとくらいならいいかな。やるなら海か」

　ちょっとだけ困った顔をした一之瀬先輩は、斜め前の三み癒ゆ先輩に尋ねた。

「そうですね。それがいいと思います。バケツとかはありますし。あと、先生飲みすぎです」

　そう言いながら、右隣の永音先生のワインをそっと三癒先輩が取り上げる。三癒先輩ははっちゃけているように見えて、実はしっかり者なのだ。三癒先輩が取り上げたワインに、隣の神門がこっそりと手を伸ばす。

「こら未成年！」

　すぐに湊みなと山やま先輩が注意する。全く、上う手まくできたグループだ。

　食堂の南向きの壁はガラス張りになっていた。そこから、庭と林が見える。外はもう真っ暗だった。花火をやるにはおあつらえ向きの時間だ。ついでに言えば、魔法を使うのにも絶好のタイミングだ。ああ、やっぱり魔術書を持ってくればよかったかも。

　わたしたちはデザートまで用意されたフルコースを食べ終わると、瀬せ葉ばさんにお礼を言い、食堂から出ると玄関ホールに集まった。

「じゃあ、花火を取ってくるからみんなは海のほうで待っててね」

　先生が手をひらひらと振りながら言う。彼女は真まっ直すぐ立つことができないのか、ふらふらとその場で足踏みをしながら話している。

「わたしは瀬葉さんにバケツを借りてくるです。海はすぐそこだから、みんなは先に行って待っていてください」

　三癒先輩はそう言うと、食堂のほうへ戻った。

「それじゃあ、俺おれたちは先に海のほうへ行こうか」

　一いち之の瀬せ先輩に連れられて、全員が動こうとしたとき、わたしの腕がくいっと引っ張られた。

「真ま帆ほちゃんは、わたしの手伝いぃ」

　まるで駄々っ子のように、酔っ払いがわたしの腕を振り回す。

「一人じゃ持てないくらいあるんですか」

「あるよ～。全部集めれば、北海道の半分を灰かい燼じんに帰すくらいの量はある」

「あからさまな嘘うそをつかないでください」

「だから、一人じゃ運べないの～」

　また、わたしの手をぶんぶん振る。

「分かりました。今の先生を一人歩きさせたら、北海道は灰燼に帰さないにしても、火事くらい起こしかねませんからね」

　ため息を一つついて、わたしは永なが音ね先生の後についていく。

「それじゃあ、一之瀬君たちは、先に海へゴー！」

　永音先生に促され、残りのメンバーは海へと向かった。

「わたしたちは、寝室へゴー！」

　そう言って、拳こぶしを突き上げると同時に、永音先生はわたしに抱きつくように寄りかかってきた。わたしは仕方なく肩を貸し、自分たちの寝室へと向かった。

　永音先生の息は酒臭い。わたしは彼女から顔を背け、少しでも新鮮な空気を求めながら、廊下をよろよろと千鳥足で進む。

「ねぇ、真帆ちゃん」

　不意に永音先生が耳元で話しかける。

「何ですか」

「どうして、わたしを呼ばなかったのよぉ」

　ぎくり、としてわたしはますます彼女から顔を背け、別の方向に視線を合わせる。

「忙しいかなぁって思いまして」

「ひどいなぁ」

　永音先生は笑った。あまり怒っていないらしい。その様子に、わたしはちょっと安心した。

「だけど、真帆ちゃんが合宿とは、本当に変わったわよねぇ」

「そうですね」

　わたしだってそう思う。まさか、自分が部活のメンバーと一緒にどこかに出かけるなんて、ちょっと前までは想像もできなかっただろう。

　寝室のドアの前に着いた。わたしは部屋の鍵かぎをあけ、中に入る。部屋は十畳ほどで、ベッドが二つ並んでおり、その他にはテーブルとソファが置かれている。ただし、今はそれらの家具の上は、ほとんど荷物で埋め尽くされていた。一部はわたしのものだが、大部分は永なが音ね先生の荷物である。

「花火はソファの上かな。うぅ、わたしはもう寝るわ」

　そう言うと、永音先生はベッドの上に置いてあった荷物を床にぶちまけて、そのまま無理矢理つくったスペースに横になった。

「一人じゃ運べない量なんじゃないんですか？」

「大丈夫よ。線香花火しかないから」

「ちょっと、それ本当ですか？」

　そんなことになれば、合宿の活発で明るい雰囲気が、お通夜みたいになってしまうこと間違いなし。

「冗談よ。見れば分かるでしょ、ソファの上を適当に探してみて」

「うぅ」

　わたしはからかわれたことに腹を立てながらも、大人おとなしくソファの上を探す。すると、大きな袋に入った花火セットが四つも出てきた。わたしはそれを両手で持つ。

　重い。

「結構ありますね」

「でしょ？」

「先生はここで寝ているんですか」

「グー」

「寝たふりは一瞬で見抜きましたけど、言いたいことはよく分かりました」

　わたしはドアへと向かう。

「あ、そうだ」

　部屋の明かりを消し、退出しようとするわたしに永音先生が声をかける。

「何ですか？　やっぱり来るんですか？」

「違う」

「杏あん仁にん豆どう腐ふが食べたい、とかですか？」

　これは冗談ではなく、本気で予想したものだ。この酔いどれ天使ならば、この状況でそれくらいのことは言いかねない。

「食べたい。だけど、そのことじゃないの」

　真っ暗な部屋に、月明かりが入る。その淡い暗くら闇やみの中で、永音先生の声はやや真剣さを増した。

「ちょっと用心した方がいいわね」

「用心？」

「前に言った、黒幕の悪魔のこと」

　黒幕。悪魔。

「随分、あなたの近くにいるみたい」

　背筋を氷が滑り落ちるみたいに、ひやりとしたものが走る。わたしは思わず後ろを振り返り、周りを確認した。

「アスガルズがこれだけ調査しても、全く正体が掴つかめないなんて……。相手は完全にこっちの手の内を知り尽くしているみたいなの」

　だけどね、と永なが音ね先生の声が朧おぼろな光の中で静かに響く。

「既にその悪魔は人間の世界にいて、空そら口ぐち真ま帆ほの近くに潜伏している。これは確かな情報よ」

　わたしの近くに悪魔が？

「どうして、わたしなんですか？」

「さぁ、実際に悪魔を捕まえてみて、尋問なり拷ごう問もんなりしてみないと分からないわね。何か理由があるとは思うんだけど」

「わたし、どうすればいいんですか？」

　都会の夜空みたいに、深く黒い沈黙。

「どうもしなくていいわ」

　永音先生はそれだけ言うと、黙ってしまった。しばらくすると、静かな寝息が聞こえてきた。

　わたしは仕方なく部屋から出る。部屋のドアを閉じる寸前に、ごめんね、と中から聞こえた気がした。



「神門ごうど！　花火を振り回すな！　わ！　俺おれに向けるな！」

　湊みなと山やま先輩の悲鳴が夜の海に響く。

　空は満天の星空だった。小学校の頃ころに理科で習った星座が本当に確認できる。わたしの住んでいる街も田舎だが、見える星の数はこの十分の一もないだろう。わたしは花火をしながら、やたら空ばかり眺めていた。月も三日月だったため、余計に星たちが輝いて見えた。もしかしたら、さっき寝室に入ってきたのは月光ばかりではなく、星の光も多かったのではないのか、と予想する。

　寝室での会話を思い出す。悪魔がわたしの近くにいる。わたしは、また悪魔に狙ねらわれているというのか。もしも、また悪魔が現れるようなことがあれば、どうなるだろうか……。

　わたしは嫌な想像が浮かんでこないように、注意を花火の方に向ける。今は悪魔に怯おびえる時間だけじゃなくて、みんなと遊ぶ時間だ。楽しまなくちゃ！

　七人の部員は次々と花火を消化していった。神門は両手に手持ち花火を持って小学生みたいに振り回していたし、宮みや脇わきさんの持つ花火はなぜか火のつかない不良品が多かった。

　三み癒ゆ先輩は暗くら闇やみの中でヘビ花火をして喜んでいたし、雛ひな浦うらさんは手で持ってはいけない花火を平然と手で持って美しい火花を眺めていた。めちゃくちゃ危ないから、よい子は真ま似ねしちゃいけないと思う。

「はい、空そら口ぐちさん」

　そう言って、わたしの花火に火をつけてくれる。それは、一いち之の瀬せ先輩だ。彼は、みんなが楽しめるように、火をつけてあげる役目をしていた。

　いつでもそうだ。一之瀬先輩は、いつもみんなが楽しめるように色々と気を配り、みんなをサポートしている。それが目立たないこともあるけれど、わたしはいつも彼を見ているからよく知っている。

「あ、ありがとうございます」

　わたしが持つ花火から橙だいだい色いろの炎が噴き出す。やがて、それは青っぽくなり、パチパチと火花が弾けとんだ。

「一之瀬先輩はやらないんですか？」

　勇気を出して話しかける。

「やってるよ」

　一之瀬先輩は笑顔で答える。そして、花火を一本取り出した。

「空口さん、ちょっと火をつけて」

　わたしの持っている花火の火で、一之瀬先輩の花火に火をつけようというのだ。わたしはどきどきして一之瀬先輩の真正面に立ち、やおら火を噴く棒を一之瀬先輩の方に向けた。

「空口さん、さすがにそれは危ないなぁ」

　飛び散る火の粉が一之瀬先輩の足元に飛んでいる。一之瀬先輩も苦笑いだ。わたしは慌てて花火を別の方向に向けた。

　一之瀬先輩がわたしの横に来た。花火を持つ手が少し汗ばむ。

　彼の手がわたしの手に並ぶ。そして、わたしの花火に一之瀬先輩の花火が近づく。

「あ」

　わたしと一之瀬先輩は同時に同じ言葉を口にした。

　綺き麗れいな炎は、その最後の役目を全まつとうする前に、寿命が切れてしまった。花火の後の独特の虚むなしさだけが残り、もはや新しい輝きを生む力は、わたしの手には残されていない。

「……はは」

　数秒間の無言の後、一之瀬先輩は笑った。わたしもつられて笑い出す。こんなにくだらないことだって、一之瀬先輩と一緒なら笑える。

「とりあえず、つけましょうか？」

　雛浦さんがやってきた。その手には火山の噴火のように猛烈な炎を上げる固定タイプの花火。

「いや、それはいいよ」

　一いち之の瀬せ先輩は少し引きつって笑った。わたしはそれを見て、また可お笑かしくなって笑った。

　空の光も、地上の花火も、それを反射する夜の水面も、その場のみんなも、全すべてが美しく輝いていた。



　翌日は朝から練習が続いた。体育館でずっと練習をし、昼ごはんを食べてからさらに練習が続く。二日酔いで昼まで寝ていた永なが音ね先生も、午後からはちゃんと舞台にやってきてわたしたちの様子を見ていた。学校での練習よりもずっと集中した、濃密な時間の中での稽けい古こは、わたしたちの動きをよくしていったと思う。瀬せ葉ばさんも時々顔を出し、わたしたちの演技を見てくれた。

　お昼下がり。一度休憩が入る。そこで、瀬葉さんがおやつにかき氷を持ってきてくれた。体育館には空調設備がなかったため、窓を全て開けてもかなり暑い。そんなわたしたちにその差し入れはとてもありがたいものだった。だけど、瀬葉さんが持ってきたのは、それだけではなかった。

「今、ニュースで台風の速報をやっていまして。どうやら、大型の台風が進路を変えて、この辺りを直撃するらしいですよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　瀬せ葉ばさんは少し心配そうだった。海沿いだから、大波などの心配があるのかもしれない。だけど、この建物自体は海から少し離れた場所にあるし、それほど心配することはないように思う。しかし、別の心配が三み癒ゆ先輩から投げかけられた。

「じゃあ、早めに海に行かないと、明日は入れないかもしれない訳ですね？」

　海。わたしはそれを聞いてどきっとする。

　それは、できれば避けたいイベントだった。

「波が少し高くなっていましたので、行かれるなら早目がよろしいかと思います」

　瀬葉さんは丁寧に海水浴を勧める。わたしは声にならない悲鳴を心の中であげていた。海に行って、水着を身につけるなんて、死んでもできない！

　ダメダメ。ここはポジティブシンキング。最悪の場合、わたしだけジャージのまま海に出て、釣りでもしていればいいのよ。

　わたしは前向きなのか後ろ向きなのかよく分からない解決策を生み出し、自分を落ち着かせた。

「海水浴は去年もやったから、やりたいです」

　三癒先輩が一いち之の瀬せ先輩をじっと見つめる。花火の件もそうだが、こういうときに決定を求められるのは、いつも一之瀬先輩だ。それは、彼が部長であるということと同時に、彼ならば最良の判断をしてくれるという信頼があるからだろう。その一方で、顧問なのに何の相談もされない永なが音ね先生には、人間的（正確には天使的）な問題があるからだと思う。

「みんなも水着を持ってきているみたいだし、せっかくだから海に行ってみようか」

　部長の決定に、わたしを除く全員が大賛成をした。

「空そら口ぐちさん、大丈夫？」

　体育館を出て、各自が着替えに自室に戻るとき、一之瀬先輩が不安そうにしているわたしに声をかけてくれた。

「別に海に入らなくてもいいんですよね」

「いいと思うよ。砂浜で遊んでいてもいいし」

「ということは、ジャージのまま行ってもいいんですね？」

「ジャージ？　暑い気がするけど、まぁ空口さんが水着を持っていないなら……」

　そうか。この際、忘れたことにすればいいのか。

「そうなんです。最近、脳が病んでいて、物忘れがひどいんです。健忘症なんです。アルツハイマーなんです。だから、水着を忘れてしまったんです」

　すこし大げさに言い過ぎたかもしれない。一之瀬先輩は眉を寄せ、明らかにわたしが水着を忘れたこととは、別の心配をしている。

「そんなこともあろうかと！」

　背後から声。漁でもして今夜の食卓に海の幸を運ぼうか、というわたしの策略を邪魔する悪魔の声。否、天使の声。

「真ま帆ほちゃんが持ってくる水着なんて、どうせ学校で使ってた水着だと思って、先生がちゃんと真帆ちゃんの分も用意したのよ！」

　永なが音ね先生が、後ろからわたしの肩を抱く。

「健全な男子諸君の視線を釘くぎ付づけにできるセクシーなやつをご用意しました！」

　何と余計なことをしてくれるんだ！

「それなら、よかったね。それじゃあ、着替え終わったら海に集合しよう」

　にっこり微笑ほほえむ一いち之の瀬せ先輩。全然よくないっすよ！　何も解決してないっす！

　わたしが次の言い訳を考えつく前に、一之瀬先輩は体育館から出て行ってしまった。

　わたしと永音先生だけが体育館に取り残される。

「あんまり露出したくないならパレオもあるわよ！　こりゃあ、もう着るしかないわね」

「もう、なんでもいいです……」

　わたしは大人おとなしく寝室へと帰った。

　このままジャージ姿で海に行けば、確かに恥ずかしい思いをしなくてすむかもしれない。だけど、それではわたしが何しに海に行ったのか分からない。みんなと海に入って楽しい時間を過ごすには、やはり水着にならなくちゃいけない。

　嫌だなぁ。

　わたしはため息をつく。

　きっと一之瀬先輩は、わたしが水着で来ると思ってるんだろうなぁ。

　またため息が出る。

　でも、わたしが着たら犯罪だよなぁ。

　肺が空になるくらいため息が出る。

　やっぱ、ジャージで行くのが世のため人のため自分のためか。

「真ま帆ほちゃん」

　一緒に部屋に帰ってきた永音先生がビキニをわたしに手渡す。綺き麗れいに畳めば、片手で握って隠せそうなくらいの生地しかない。わたしは真っ赤になった。

「こんなの着られるか！」

「最新モデルらしいわよ」

「最新モデルでも、最新デザインでも、最新ファッションでも無理なものは無理です」

「じゃあ、どうするの？　水着を忘れたんでしょ？」

「ジャージで行きます。そして、魚を釣ります」

「つまり、いつもの孤独な真帆ちゃんに戻るわけだ」

「う……」

　この女、わたしの弱い部分をよく知っているな。

「逃げるんだ。まぁ、いいんですけどね。人間は簡単には変われないってことですよ」

　明らかに挑発している。わたしは拳こぶしを握り締め、永なが音ね先生を睨にらむ。しかし、彼女は小バカにした表情でこちらを見ていた。

　悔しいが、永音先生の言う通りかもしれない。

「分かりました。海に入ります。だけど、水着は自分のやつを着ます。それは本当に着られませんから」

「あるの？」

「よく考えたら入っていました」

　わたしは自分のカバンの中から水着を取り出す。それは、先生の予想通り、わたしが学校の水泳の授業で使っている黒い水着だった。

「それでいいの？　こっちの方が……」

「くどいです。それは、絶対に着ません。これで行くって決めました。この上にジャージを着ます」

「意味ないじゃん」

　わたしたちは着替え始めた。



　太陽がさんさんと輝く海。わたしは黒い水着でそこにいた。

　もしかしたら、わたしは魔女ではなくてドラキュラなのかもしれない。まさか、太陽の光に、体がこんなにも拒否反応を示すとは思わなかった。

　わたしと永音先生が浜に出たとき、他のみんなは既に集合していた。宮みや脇わきさんと三み癒ゆ先輩は浜辺にパラソルまで立てている。

　みんなの視線がこちらを向く。ただし、それはわたしではなく永音先生に向けられていた。それもそうだろう。さっきわたしに渡そうとしたものと、同じタイプの水着を彼女は身に着けていたのだ。一般的な男子はもちろんのこと、女子だってその姿には目がいってしまう。

「あら。そんなに見ても、見える部分は変わらないわよ」

　永音先生はそう艶つやっぽく言って、髪を払った。一いち之の瀬せ先輩と湊みなと山やま先輩が同時に永音先生から視線をそらす。一之瀬先輩まで……。

　改めて自分の体を見ると、ため息が出る。やっぱりジャージ姿で漁に出るべきだったか。

　そんな自己嫌悪を引きずりながらも、わたしは浜辺へとくりだした。砂浜は百メートルほど続いており、砂浜の両端は岩場になっていた。私たち以外に人は誰だれもいない。ほとんどプライベートビーチのようなものだった。いや、もしかしたらここは本当に弓ゆみヶが浜はま家のプライベートビーチなのかもしれない。

「真ま帆ほちゃんさん！　こっちに来てください」

　宮みや脇わきさんが浅瀬に立っている。

「さ、行くですよ～」

　わたしが動き出す前に、三み癒ゆ先輩がわたしの背中を押した。三癒先輩はフリルの着いたピンクのタンキニを着ている。子どもらしい可愛かわいさだが、彼女にはよく似合っている。

　足が水に浸かる。思ったよりも水は冷たくて気持ちがいい。

「それ！」

　わたしが近づくと、宮脇さんが水をかけた。

「わわ、しょっぱい」

　海水が口に入り、わたしは当たり前の感想を口にした。

「さぁ、報復ですよ」

　三癒先輩に励まされ、わたしは宮脇さんに水をかけ返す。三癒先輩も加わり、バシャバシャとやっているところに、雛ひな浦うらさんが現れた。

「お姉さま、大人おとなの女だわ！」

　宮脇さんの目の色が変わる。雛浦さんは紫のビキニだった。何だか、永なが音ね先生とは違う、大人の雰囲気だった。やたらに興奮する宮脇さんを、わたしは心配した。

　狂ったように煌きらめく太陽の下で、わたしたちははしゃいだ。泳いだり、走ったり、スイカ割りをしたり、ビーチバレーをしたり……。本当にくたくたになるまで笑い、喜び、楽しんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　水着でいるのも、慣れてしまえば割と平気だった。やたらと神門ごうどがスキンシップをしようとしてくるのが嫌だったけど、一いち之の瀬せ先輩と遊べるのは楽しかった。ビーチバレーでは同じチームになれたしね。

　こんな時間は、自分にはふさわしくないと思っていた。

　日陰や裏道が自分には合っていると思っていた。

　だけど、実際に表に出てみれば、外の光は肌を焼くほど強くはない。暗くら闇やみの中で見ていた強く刺すような光は、明るい世界ではとても自然で柔らかかった。

　少しずつ西の空に雲がかかり始めていた。例の台風が近づいているのかもしれない。心なしか風も強くなり、波も荒くなってきた。

「そろそろ上がりましょう」

　潮風に髪をなびかせ、雛ひな浦うらさんが一之瀬先輩に進言する。一之瀬先輩も西の空を見た。

「そうだね。もう上がろう」

　部長の一言で、みんなが別荘のほうへと引き上げ始めた。ただ、砂浜で三み癒ゆ先輩と永なが音ね先生に体を埋められていた湊みなと山やま先輩だけは、誰だれも助けようとしなかったためすぐには動けなかった。

　シャワーを浴び、再び体育館に集まった頃ころには、外では風が強くなり、雨が降り始めていた。

　わたしが体育館に来たときには、宮みや脇わきさんと三癒先輩しかいなかった。

「早めに海に入っておいてよかったですね」

　体育館の窓から、あっという間に森を水浸しにする雨を見ていた宮脇さんが呟つぶやく。彼女の白い肌は、先ほどまで直射日光に当たり、少し赤く焼けていた。日焼け止めを塗っていただろうけれど、やはり多少は焼けてしまう。日焼けした宮脇さんがどんな風になるのか、少し気になる。

「なんだか、外が嵐のときって、家の中にいるとどきどきしませんか？」

　三癒先輩はいつも通り元気いっぱい飛び跳ねている。海であれだけ暴れまわっていたのに、どうしてそんなに元気なのか。わたしの体はお昼寝を求めているというのに。

「さっき、瀬せ葉ばさんに聞いたら、本当に大きな台風らしいですよ。波でこの館が流されたりしないですよね」

　宮脇さんが心配そうに尋ねる。三癒先輩は笑って、そんなことはないですよ、と答えた。だが、その一方でわたしは、宮脇さんの不幸エネルギーが最高値にまで上がれば、それもありえないことではないような気がした。

「ただ、ここら辺は細い山道が多いですからね。台風とかが来ると、土砂崩れにはよくなるらしいです」

　小さい先輩は、明るい声で不穏なことを言ってくれる。宮みや脇わきさんは明らかに怯おびえた表情を見せた。人生で何回も落雷の直撃を受けているような少女なのだ。自然災害に対して異様に警戒するのも無理はない。

「外、凄すごい雨だな」

　湊みなと山やま先輩を先頭に、男子部員三人が体育館にやってきた。最後に、髪が長いため洗うのも乾かすのも大変な雛ひな浦うらさんと永なが音ね先生が体育館に到着した。

「それじゃあ、練習を再開しようか」

　全員揃そろったのを見た一いち之の瀬せ先輩が言う。

　外では雷も鳴り始めていた。

　永音先生が持ってきてくれたビデオカメラが客席にあたる場所に置かれている。そこで、わたしたちの演技を全すべて録画している。照明は神門ごうどがやっているが、一人だけでは手が足りないので、永音先生が手伝ってくれていた。本番は、春の新入生歓迎会でも協力してくれた一之瀬先輩の友達が、また手伝ってくれるということだった。音響は宮脇さんが担当している。初めは機械の操作に不慣れだった彼女だが、今ではＱシートという照明や音響のための台本を見ながら、タイミングを合わせて音楽や効果音を出せるようになっていた。

　そして、舞台に立つ人間もみんな真剣だった。

　大会はお盆の前にある。残り時間はおよそ三週間といったところだった。

　クライマックスのシーン。わたしはもう既に死んでしまった人間の役なので、舞台袖そでからみんなの演技を見守る。こうやって人の演技を見ることも、勉強の一つなのだ。

「もしも、真っ暗くら闇やみの部屋に林りん檎ごと一緒に閉じ込められたとして、部屋の中にある林檎にわたしたちは気づくことができるでしょうか。全てを見通す神がいたとしたら、林檎が存在することを知っているかもしれない。しかし、わたしたちは違う。観測できないものは存在しないというしかない」

　フロントライトに照らされ、雛浦さんが演技をする。

「どういうことだ」

　本当に訳が分からないという表情で、湊山先輩が台詞せりふを口にする。その様子はとても自然に見えた。

「そのままの意味です」

　舞台が暗転。

　サスペンションライトが一之瀬先輩を照らす。

　劇の核心部分だ。

「初めから犯人はいた。わたしたちの近くに。ただ、誰だれ一人としてそれに気がつかなかった。それは、ここにいる全員が。そう、本当の意味でここにいる全員が！」

　このシーンで、雛浦さんの顔は暗くら闇やみに没している。それに、観客もライトに照らされる一いち之の瀬せ先輩に注目するから、雛ひな浦うらさんには誰だれも注目しない。そのため、ここは声だけで演技しなければいけない。

　一通り終えると、すぐに先ほどの録画を再生して、問題点を探す。後は、シーン毎ごとに練習をするか、場合によってはそこで台詞せりふや演出などが変わることもあった。

　そういうとき、一之瀬先輩はいつも台詞を変えることに反対した。多数決や相手の方が正論だったときは、いつまでも固執することはなかったけれど、時にわたしが驚くくらいに強く反発することもあった。

　その様子を見るにつれ、わたしの胸は強く痛んだ。

　この脚本を書いたのは、きっと沙さ倖ゆき先輩なのだろう。

　渋しぶ谷たに沙倖は、かつての演劇部の部長で、一之瀬先輩たちよりも一学年上の人間である。本来ならばもう卒業して進学なり就職なりしているはずなのだが、彼女の場合はどちらの選択肢も選ばなかった。いや、選べなかった。

　彼女は自身の卒業を待たずして他界した。

　そして、彼女はかつて一之瀬先輩と付き合っていた女性でもある。

　一之瀬先輩は、まだ沙倖先輩のことを忘れていない。それは、わたしが一之瀬先輩と出会ってから今までの数ヶ月間、ずっと思ってきたことだ。彼の言葉、動き、表情、全すべてが彼の気持ちを物語っている。

　忘れたくても忘れられない。

　一之瀬先輩は沙倖先輩のことがまだ好きなのだ。

　わたしは議論の最中、台本を握る力を強める。

　この台本は沙倖先輩が、この世界に残した遺品だ。それを改かい竄ざんすることは、一之瀬先輩の本望ではないのだろう。

　どうしてこんなに切ない気持ちになるのだろう。わたしがいくら一之瀬先輩に近づこうとしても、一之瀬先輩の心は彼岸を向いている。それは、わたしではとても届かない、遠い世界だ。

　何百人もの人間が同時に口笛を吹いたみたいに、甲高い風の音が大きく響いた。心なしか、体育館の壁が風で揺らされているように感じる。

「それじゃあ、もう夕食の時間だからここまでにしようか。夕食後、もう一回今話していたところから続けてみよう」

　遠い世界から聞こえるみたいな、一之瀬先輩の声。

　この舞台は上う手まくやらなくちゃいけない。

　成功させなくちゃいけない。

　誰が脚本を書いたかなんて関係ない。

　分かっている。それは十分に分かっている。だけど、いくら気を紛らわせようと思っても、沙さ倖ゆき先輩のことが気になってしまう。沙倖先輩だけじゃない、それと一緒に一いち之の瀬せ先輩のことが気になる。

　自分の小ささが嫌になる。背の小ささも嫌だけど、器の小ささも嫌だ。

　昨日の星空が嘘うそのように、空中には重く暗黒の塊が広がっている。わたしの中も、きっとあんな真っ黒なもやが渦巻いているのだと思う。

　わたしはみんなの後について、食堂に向かう。

　あんなにおいしかった食事が、何だか薄味に感じたのはわたしのせいなのだと思う。



　事件は合宿三日目の午前の練習の終わり頃ごろに起こった。突然、ビデオカメラが動かなくなったのだ。

「バッテリーがぶっ壊れたっぽいわね。前から調子悪かったのよねぇ」

　部員全員が舞台から降りて、フロアに集まり永なが音ね先生を囲んでいる。その中で、持ち主の永音先生は自分のカメラを検分しながらそう結論づけた。

「バッテリーってそう簡単に壊れるものなんですか？」

　湊みなと山やま先輩が尋ねる。

「まぁ、実際に壊れたんだから仕方ないわ。だけど、前から調子悪いのは分かってたから、ちゃんと予備も持ってるのよね」

　この合宿で、わたしたちは初めて永音先生に対して尊敬の念を抱いた。この人にも、ちゃんと用心深さが備わっていたのだ。

「でも、車においてあるから取りに行かなくちゃいけないのよね」

　部屋にはあんなに荷物を持ってきておいて、どうして、バッテリーは持ってきていないのか。わたしは先ほどの尊敬の念をすぐさま取り下げた。

「それじゃあ一度練習は休憩にして、バッテリーを取りに行きましょうか」

　一之瀬先輩が提案する。きっと、彼は自分が取りに行くつもりだ。こういうとき、何よりも先に自分を犠牲にしようとする。それが、一之瀬拓たく馬まの行動パターンである。今回だって、忘れたのは永音先生なのだから、永音先生が取りに行くべきなのだ。車の持ち主も永音先生だしね。まぁ、この出不精怠なまけ者教師が雨の中、外に出るとは思えないのだけれど。

「そうですね。ちょうど台風も過ぎ去ったみたいですし……」

　宮みや脇わきさんのその言葉に、みんなの注意は窓の外に向かう。昨日に比べて、雨も風も収まっていた。

「いや、まだ去ってはいないみたいだよ」

　雛ひな浦うらさんが言った。

「天気予報を見るかぎり、今は台風の目だと思う」

「まぁ、すぐに行って戻ってくれば大丈夫よ」

　永なが音ね先生は全く問題ない、といった様子だった。わたしは少し心配になって尋ねる。

「車はどこにとめてあるんですか？」

「林の前の道を、左に曲がってずっと行ったところ」

　それは、どれくらい離れているのかよく分からない。

「ちょっと、山道っぽいところに入るわよ。まぁ、ずっと一本道だから、道に迷うことはないと思うけどね」

　何をどうやったら、そんなところに駐車することになるのだろうか。

「はい、これ鍵かぎね」

　永音先生はためらいなく一いち之の瀬せ先輩に車の鍵を渡す。やはり、自分で行く気は全くないらしい。

　一之瀬先輩が一人で出かける。

　ついていけば、二人きりになれる。

　実行が難しいながらも、甘美な考えだ。

　もちろん、そんなことを自分から言い出せるわけもないのだけれどね。

「それじゃあ、行ってくる」

　そう言って、一之瀬先輩がわたしたちの輪から離れる。

　行ってらっしゃい。わたしは口の中でそう呟つぶやいた。

　一緒に行きます。それは、小声になることすらない心の音。

「真ま帆ほ～」

　一人で情けない自分を責めるわたしに、神門ごうどが能天気な声をかけてきた。本当はこいつがバッテリーを取りに行けばいいんだ。そして、雷とか土砂崩れとかにあって、自分の日ごろの行いの悪さを反省すべきだ。

「真帆の水着姿をまた見たいなぁ」

「金輪際着ません。来年は三み癒ゆ先輩が卒業されるから、山奥の合宿施設に戻りますし」

　わたしはきっぱり言う。

「わたしが卒業しても、ここを使っていいですよ～」

　すぐに三癒先輩が言ってくれた。優しいことは大切なことだけど、神門みたいな奴やつを甘やかしてはいけないと思う。

「だってよ。やったな、真帆」

　笑顔満開の神門が抱きついてくる。わたしは小さな悲鳴をあげて、彼から逃げた。

　その先には、体育館から出ようとする一之瀬先輩の背中。

　これはチャンスかもしれない。

　体には慣性が働き、勢いはついている。

　この勢いのまま行ってしまえ！

「神門ごうど君が暴れるので、ここにはいられません」

　一いち之の瀬せ先輩の背中に、小さな声で話しかける。

「い、一緒に行っていいですか？」

　自分でも自分の声が聞こえない。一之瀬先輩は、わたしの気配に気がついて振り向いた。

「なに？」

　一之瀬先輩の不思議そうな顔。

「あ、あの、その」

　鏡がなくても、自分の顔が真っ赤になっていることは容易に分かる。だって、頭がくらくらするほど、顔が熱くなってるんだもん。

「い、一緒に……」

　言葉を待ってくれる優しい沈黙。だけど、その間はわたしにとっては残酷な空白だ。本当はわたしの言葉を先読みしてほしい。わたしの気持ちに気がついてほしい。

　自分で言え、という神様からの試練だろうか。

「一緒に行きます。わたしも連れて行ってください」

　わたしは早口でそう言った。

　一之瀬先輩が少し驚いた顔をしている。ああ、不審がっている。早く言い訳をしなくちゃ。

「そ、その、ここにいたら神門君に何されるか分からないし……」

　本当は一之瀬先輩と一緒にいたいだけなのに。本当の理由を伝えられたら、どれだけ楽なことか。

　自分の意気地のなさはよく分かっている。そんな自分が嫌いだ。

　一之瀬先輩は困ったように笑う。

「まぁ、別に構わないけど。そんなことを言っていると、神門君に嫌われるよ」

「大いに結構です」

　これはわたしの本心だ。人を拒否したり傷つけたりする気持ちはこんなにも素直に、ストレートに表現できる。さすがわたしだ。

「それじゃあ、行こうか」

　わたしは黙って頷うなずいた。

「それじゃあ、オレも行く！」

　わたしの気持ちを全く理解しない男、神門が名乗りをあげる。

　こいつがついてきたら、わたしが三年分くらいの勇気を振り絞ってした発言が全すべて無駄になる。

「ついてきたら、一生忌むぞ」

　わたしは心からのお願いを、できるだけ今の感情をこめて伝えた。

　神門ごうどはわたしの目を見て固まる。他の部員もみんな先ほどの笑顔を凍らせた。

「は、はは。じゃあ、行こうかな」

　一いち之の瀬せ先輩がたどたどしい動きで歩き出す。

「はい」

　わたしは固まる神門を尻しり目めに、スキップするように一之瀬先輩の背中を追った。



「三み癒ゆの言うとおり、傘を持っていったほうがいいかもしれないね」

　一之瀬先輩が玄関に置いてあった傘を指差す。多分、初めから別荘に置いてあったものだ。体育館から出るとき、三癒先輩が傘を持っていってもいい、と言っていた。

「借りていこうか」

　一之瀬先輩はわたしに傘を手渡しながら、玄関のドアを開けた。

「ありがとうございます」

　外の風の音に紛れて、わたしの心からのお礼は流される。

「行こうか」

　空気のうねる大きな音が響いている。雨は止やんでいたが、林の巨木が大きくしなっていた。まだお昼なので空は明るいが、この天気は少し心配だ。

「急がないと、また大雨が降り出しそうですね」

「すぐに行って、すぐに戻ってこよう」

　もちろん、一之瀬先輩と一緒にいる時間は長ければ長いほどいいに決まっている。けど、わたしくらいの大きさと軽さの人間なら、吹き飛ばされそうです……。

　わたしたちは一緒に林へ出る。そして、永なが音ね先生に教えられた道を、言われたとおりに進む。

　最初は舗装されている道路が続いていたが、途中から土が露出した道に変わり、ぬかるみの上を歩くことになった。

「大丈夫？」

　一之瀬先輩は、遅れてついていくわたしを何度も心配してくれた。わたしはふらふらと歩きながら、すいすいと先をゆく先輩に必死に追いついていく。

　永音先生の話ではすぐに車があるということだったが、どれだけ歩いても全く車は見つからない。それどころか、頭上の葉っぱの密度は濃くなり、周りの木の幹も太くなっている。

　明らかに、森の中に進んでいる気がする。

　永音先生のガイドを、怪しんでいるのはわたしだけではなかったらしい。出発から二十分ほど経たった時、一之瀬先輩もこの状況への不信感が頂点に達したらしく、急に足を止めた。

「おかしいね」

「おかしいです」

　意見が一致した。いつもなら、同じことを考えていたり、同じ考えをしていたりしたら嬉うれしいのだが、今回ばかりは手放しに喜べない。だって、これは生死の問題かもしれないのだから。

　ゴロゴロと空がうめく。そして、水みず溜たまりに大きな波紋をつくるような、パチンコ玉くらいありそうな雨粒がどんどんと降ってきた。

　わたしたちは慌てて傘をさす。頭の上の葉っぱを揺らしながら、大粒の雨が滝のように降り注ぐ。どうやら、台風の目の安全圏はもう終わりらしい。

「これは、ちょっとまずいね。車も見つからないし、帰ろうか」

　二人のお出かけはもうおしまい？　お喋しやべりする余裕もなく、隣に並んで歩くこともなく、もうこれで終了なの？

　それは嫌だ。せっかく、勇気を出してついてきたのだ。もっと彼の近くに寄ってからじゃなきゃ帰れない。

「でも、もう少し先に車があるかもしれませんし、あとちょっとだけ歩きませんか？」

　人は極限状態に追い詰められれば、実力以上の力が発揮できるものだ。わたしは、こんな過激な発言を、相手の耳にぎりぎり届く程度の音量で口にした。

「そうかもしれないけれど、一度帰って台風が過ぎるまで待った方がいいと思う。練習はビデオがなくてもできるしね」

　至極まっとうな意見だ。だけど、ここで諦あきらめていては昔のわたしと同じだ。せめて、もう少し一緒にいたい、その一言だけでも言えれば、二人の関係に少しは変化が現れるはずだ。

　言ってしまえ、空そら口ぐち真ま帆ほ！

　わたしはこっそりと、大きく息を吸った。

　足元がふらついた。

　それは、わたしが過呼吸になったからではない。

　地面が割れるような大きな音が雨音と風の音を掻かき消した。

　それは、わたしが緊張のあまり聞いた幻聴ではない。

　確かな揺れと轟ごう音おん。

　それらの原因が、明らかにわたしたちのすぐ近くであることは、体が感じ取っていた。何があったかわからないけれど、それが何か恐ろしいことであることは野性の勘で想像できた。

「すぐに帰りましょう」

　わたしのこの判断は間違っていない。いくら恋する乙女とはいえ、この状況では無駄に命を散らすこともないはずだ。わたしたちは回れ右をして、今来た道を戻り始めた。

　しかし、その足はすぐに止まってしまうことになった。

　この現実に、さすがの一いち之の瀬せ先輩もすぐには声が出ない様子だった。もちろん、わたしなど口を大きく開けたまま固まることしかできない。

　簡単に説明すると、道が消えていた。

　だけど、これはミステリーじゃない。だって、原因は一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだもの。

　大きな土の小山みたいなものが道の上にのっている。

　土砂崩れが起こって道を塞いだのだ。

「さて、どうしようか」

　それは、わたしに向けられた質問というよりは、自分自身に対しての質問という感じだった。一之瀬先輩は流れてきた土砂を眺めながら、うなり声を出す。

「他の道を探しますか？」

　わたしは控えめに提案する。土砂は高く積まれているし、水を含んでかなり緩んでいる。その上を通って進むよりも、先に進んで他の道を探したほうがずっと効率的な気がした。

「この道を戻らずに先に進んだとしても、他の道を見つけられるとは限らない」

「そのときは戻ってきて、この土砂の山を登りましょう。……といってもこれを登れるかどうか分からないですけど」

　目の前の土砂の山は、明らかに登山向きではない。どう頑張っても、昇っている途中で体の半分くらいが埋まってしまいそうだ。

　少しの思考時間。わたしは思いつきだけで話しているけれど、きっと一之瀬先輩の頭の中では様々な可能性が検討されているのだと思う。一之瀬先輩は自分の携帯電話を取り出して、その画面を確認する。

「それじゃあ、そうしようか」

　そう言うと、一之瀬先輩は、道を土砂とは逆に進み始めた。わたしは気になって、自分の携帯電話を取り出す。

　この森の中は圏外だった。

　これは、遭難する二歩くらい手前なのではないだろうか。

　わたしは先を行く一之瀬先輩のほうへ、不安を抱えながら一歩、二歩と進んだ。



　永なが音ね先生がいい加減なのは知っている。

　今まで、そのいい加減さで様々な迷惑をかけられてきた。だけど、今回の迷惑は格別だ。というか、ここまでくればもはや迷惑の範はん疇ちゆうを超えている。こんなのは殺人未遂だ！

　わたしは心の中で顧問に対する文句と呪じゆ詛そを生産しながら、ただ黙々と山道を進んだ。

　永なが音ね先生の言う車などどこにも見つからない。もちろん、わたしたちにはもう車などどうだってよくなっていた。いっそのこと土砂にでも埋まってしまい、千年後くらいに古代文明の遺産として発掘されればいいのだ。

　わたしたちの目下の目的は、大きな道へ出るための山道を探すこと。その旅が始まってから既に一時間近くが経過していた。実は、その途中でまた大きな地響きがしていた。お互いに何も言わなかったが、この山はかなり危険な場所になっているようだった。先ほどまで明るいと思っていた空も、ずっと暗くなっている。視界は少しずつだけど悪くなってきていた。

　もはや、山道と呼べそうなものは消えていた。暗い森の中に生い茂る暗緑色の植物たちは、まるで怒り狂った動物のように体を揺らして、台風の猛威を伝えていた。

　会話は既に死んでいた。一いち之の瀬せ先輩の中にも、大きな不安があるのだろう。さっきから少しも話そうとしない。危険そうな場所があると、時々助けてくれるくらいだ。

　この状況で、一之瀬先輩は何を考えているのだろう。

　もしかしたら、わたしがいなければ崩れてきた土砂の上を渡って一人で帰れたのに、とわたしを恨うらんでいるかもしれない。わたしがいなければ、もっとハイペースで山道を進めるのに、とわたしを疎うとんでいるのかもしれない。

　靴と靴下は泥水と雨でぐっしょりと湿り、重くなっている。足元だけじゃない。体も心も重りをつけられているみたいだ。

　森の木々が今まで以上にざわめく。突然、突風が吹いた。くだらない考えごとで油断していたわたしは、手にしていた傘を飛ばされてしまった。傘はもの凄すごいスピードで舞い上がり、木の高いところに引っかかった。

「ああ」

　わたしはそんな言葉しか発することができなかった。既に、心は無気力の極みに達している。ここまでくると、全すべてがどうでもいいような気がしてきた。

　わたしの体に雨が容赦なく降り注ぐ。今までだって、傘なんか意味がないと思うほどに、体はずぶ濡ぬれだった。だけど、体に直接降り注ぐ雨は、守るものがあったときとは比べものにならないくらいに大量だった。

「もう……いや」

　心の底から漏れ出した弱音。だけど、それは他のどんな言葉よりも、ずっと素直で真まっ直すぐなわたしの本音だった。

　わたしは泣きたかった。もしかしたら、涙が出ていたかもしれないけれど、それは雨水が隠してくれた。

「これ、使って」

　温かい人の声。

　一いち之の瀬せ先輩が自分の傘を差し出す。

「え、だけど……」

「一つの傘を二人で使えるほど、歩きやすいところじゃないからね。いいよ、空そら口ぐちさんが使いなよ」

　一之瀬先輩は微笑ほほえんだ。

　どうして、こんな状況で微笑むことができるのだろう。わたしを安心させるため？　わたしを怖がらせないため？

　彼はわたしの手を取り、傘を握らせる。冷たくなったわたしの手には、一之瀬先輩の温もりは痛いくらいに温かかった。

「ほら、そこに立て札がある。もうすぐ、ちゃんとした山道に出るみたいだよ」

　一之瀬先輩が指す方向には、古めかしい木製の看板があった。字はかすれているし、看板自体も半分腐っている。果たして、これにどれだけの信しん憑ぴよう性せいあるのかは分からない。それでも、今のわたしたちがすがるには十分すぎるほどの希望だった。

「さぁ、もう少しだ」

　一之瀬先輩は歩き出す。全身に雨水と強風を浴びながら、それでも前に進み続ける。

　わたしは彼から借りた傘をしっかりと握り、その後を追った。

　だけど、現実は想像よりもずっと冷たかった。道なき道のある場所は地面が大きくえぐるように削られており、ある場所は土砂で埋まっていた。それが、この台風の影響によるものなのか、それとももっと前からこうなのかは分からない。ただ、わたしたちは何度も迂う回かいや逆戻りを繰り返し、その度にじわじわと体力を減らしていった。

　別荘を出てから五時間ほど経たっただろうか。夕方になり、あたりは完全に暗くなっていた。もうこれでは、どこかに抜け道があったとしても、見つけられないかもしれない。

　わたしはひたすらに前を歩く一之瀬先輩の背中を見ていた。

　揺れる一之瀬先輩の背中。大きく、右に左に……。

　足取りがおかしい。よろめくように、大きく体勢を崩し、そのまま突然倒れた。

「一之瀬先輩！　大丈夫ですか？」

　わたしは慌てて彼に駆け寄った。

「大丈夫」

　そう言う彼の顔は明らかに大丈夫ではない。息が荒くなり、血色がよくない。彼の額に手を当てると、びっくりするほど熱かった。

「風邪をひいたみたいです」

　わたしは心配して一之瀬先輩の顔を覗のぞき込む。ところが彼は何も言わず、自分の力で立ち上がろうとする。

「大丈夫、大丈夫だから、先へ進もう」

　よろよろと立ち上がった一いち之の瀬せ先輩の顔は、道の先を見ていた。

　ダメ！　このままじゃ、一之瀬先輩が死んでしまうかもしれない。わたしは辺りを見回す。

　少しでも雨が避けられて、休めそうな場所……。わたしは祈るような気持ちで、注意深く周りを観察した。

　ここまで不幸続きのわたしたちだったが、ここでようやく神様がチャンスを与えてくれたらしい。少し離れた場所に大きな岩があり、その下ならば雨風をしのげそうだった。

「一之瀬先輩、とりあえずあそこで休みましょう」

「だけど……」

　反論しようとする一之瀬先輩だったが、それ以上何も言わなかった。本当に辛つらいに違いない。ただでさえ体力を使う山道歩きに加え、この暴風雨だ。わたしも一之瀬先輩も、本当に疲れきっているのだ。

「行きましょう」

　これ以上、一之瀬先輩を歩かせるわけにはいかない。ここは強引にでも、あの岩の下に連れ込まなくては。

　今度はわたしが先導して大きな岩を目指す。一之瀬先輩はやっとといった様子で、わたしの後をついてきた。

　大きな岩の下は、予想通り雨からのがれるだけのスペースがあった。いや、それどころか岩の下には奥へと続く大きな空洞が広がっている。

「洞どう窟くつみたいですね」

　わたしの言葉に、一之瀬先輩は何も反応しなかった。

「一之瀬先輩？」

　不思議に思ったわたしが、彼の方を振り向く。それと同時に、まるで紙の人形みたいに、一之瀬先輩がその場にぐしゃりと倒れた。

「一之瀬先輩！」

　わたしが叫びながら駆け寄っても、一之瀬先輩はピクリとも動かない。ただ、荒く苦しそうな呼吸をするだけだ。

　わたしが傘を飛ばしてしまったせいだ。だから、一之瀬先輩は全身に雨を浴びて、体温と体力を奪われてしまった。わたしのせいで風邪をひいてしまった。

「ごめんなさい、先輩」

　わたしが一之瀬先輩を助けなくちゃ。

　そう決心すると、わたしは一之瀬先輩を担いで、風の入らない洞窟の奥のほうへと向かった。

　男の人の体は想像以上に重かった。わたしの虚弱な体では、すぐに洞窟を進んでいくことなど絶対に不可能だった。何度も立ち止まり、体勢を変えて、ちょっとずつ洞どう窟くつの奥へと進んだ。

　外の光がぎりぎり届くくらいのところで、わたしは止まった。

　洞窟の中は想像以上に広く、中は岩と土とコケで覆われていた。乾いた岩の上に一いち之の瀬せ先輩を寝かせると、わたしはその横に座った。

　外の音は、遠い世界の喧けん騒そうのようになっていた。

　暗い洞窟の中でわたしは静かに口を開く。

「覚えていますか、一之瀬先輩」

　一之瀬先輩の手に触れる。

　彼は何も言わない。恐らく、もう意識がないのだろう。

「昔、二人でこんな風に遭難しかけたことがあったんですよ？　まぁ、今回は完全に遭難してますけど……」

　彼の手は冷たい。さっき、わたしの手に触れたときとは別人みたいだった。

「お花見をしましたよね。あのとき、わたしは本当に楽しかったんです。初めて、友達と一緒にいることが楽しいって思ったんです」

　わたしだけが持つ記憶。わたしだけに残る思い出。わたしだけにしか分からない感覚。

「あの時は、一之瀬先輩がわたしをおんぶしてくれましたね。今日はそのお返しです」

　わたしは、彼の手の上に、もう一方の手も重ねた。

「それに、二人だけでデートしたこともあるんですよ。映画を見て、ビリヤードをやって、食事をして……」

　わたしは一之瀬先輩の顔をじっと見つめる。先ほどより、少し穏やかな表情になっている気がした。

「全部、忘れちゃったかもしれませんけど、これからたくさんいい思い出をつくりましょうね、一之瀬先輩……好きです。大好きです」

　相手に意識がないことは分かっている。それでも、鼓動は速くなり、自分でも驚くくらいに緊張している。もしも、一之瀬先輩がこのことを覚えていたら、どうしよう……。いやいや、それはそれでいいじゃないか。まぁ、確実に聞いていないだろうけどね。

　待てよ、これはチャンスじゃないか。

　一之瀬先輩は無防備だ。しかも、意識がないときている。

　わたしの脳は悪魔的な発案をする。

　キスとかしちゃえばいいんじゃない？

　ま、待て待て待て。いくらなんでも、それはいけない。意識のない相手を襲うなんて、倫理上間違っている。

　だけど、意識はないわけだし、わたしが何も言わなければ、何もなかったと同じなのではないのだろうか。認識されなければ存在しない。我思う故に我あり。ああ、混乱してきた。

　一瞬だけ。ちょっと唇と唇が触れるくらいなら、それはきっとキスじゃなくて接触事故だ。そうだと決まっている。

　わたしは訳の分からない論理武装を終えると、自分の顔をそっと一いち之の瀬せ先輩の顔に近づけた。

　こんな至近距離で彼の顔を見るのは初めてだ。近くで見ると、改めて一之瀬先輩の肌の美しさが羨うらやましくなる。それに、形の整った鼻。長いまつげ。シャープな輪郭。そして、唇。わたしはその唇にゆっくり近づく。

　接触事故。ちょっと触れるだけでいい。ほんのちょっとだけ。ほんの一瞬だけ。

　わたしの唇が彼のそれに触れようとしたとき、彼の唇が少し動いた。

「沙さ倖ゆき」

　たった一言、その名前だけが零こぼれ落ちた。

　一之瀬先輩の表情は苦しそうになっていた。何か悪夢でも見ているのかもしれない。そして、助けを求めたのかもしれない。

　わたしは動きを止める。それ以上、わたしの顔は前に進むことができなかった。

　その名前を聞いてしまったら、わたしはもう何もできない。



    

  
    
      



    

  
    
      　顔を離し、握り締める手の力をずっと強める。

　やっぱり、どう頑張ってもわたしではダメなのか。一いち之の瀬せ先輩の心の中に、わたしが入り込む隙すき間まはないのか。

　この状況にちょっと浮かれていた自分がバカみたいに思える。いや、実際にわたしはどうしようもない大バカ者だ。

　この感情が何なのか自分でもよく分からない。悔しいのか、悲しいのか、憤りなのか、情けないのか……。何だか、自分の全すべてが否定されたような気分だった。

　もう死んでしまった人に、どうやって勝てばいいのか。それは、どうあがいても勝機のない勝負なのではないのか。

　わたしの心は大きく折れた。

　別世界だと思っていた外の音も、わたしの心を激しくかきむしる。

　だが、その音の中に、異質なものがあることにわたしは気がついた。

　なまぐさい臭い。一之瀬先輩よりもずっと乱暴で、巨大な肺活量が生む野生の呼吸。わたしは、まだ奥に続く洞どう窟くつの暗くら闇やみを、目を凝こらして眺めてみる。

　そろり、と何かが闇やみの中でうごめいた。わたしは体をびくっとさせる。

　ま、まさか……。

　わたしは永なが音ね先生の話を思い出す。

　――随分、あなたの近くにいるみたい。

　悪魔。わたしが二度と関かかわりたくない存在。

　何かの足音。それは、奥の方からこちら側へと確実に向かってくる。

　一之瀬先輩を背負って逃げるわけにはいかない。何が出てきても、わたしが対処しなくちゃいけない。体が凍りつく。足が震える。それでも、わたしは洞窟の奥から目を離さなかった。

「げ、原住民の方ですか？」

　わたしは闇に話しかける。緊張のあまりひっくりかえった声になった。相手は無視する。日本語が通じる相手ではないか、もしくは凄すごく寡か黙もくな人か。後者だったら、わたしと気が合うだろうけれど、前者だとしたら何が起こるか分からない。

　のしりのしり、と何かが真っ黒の空間から這はいでてきた。

　茶色い毛並みに、巨大な体たい躯く。それは、熊くまだった。熊が四本足でこちらに近づいてきているのだ。

「も、もしかして、ここはあなた様のお住まいでしたか？」

　熊に日本語が通じる可能性を信じたわけではない。自分を落ち着かせるためにも、何か言葉を発しなければいけない気がしたのだ。

「すぐにでもお暇いとましたいんですけど、外が雨でして、ちょっと雨宿りさせてほしいんですよね。たはは……」

　熊くまには言葉が通じないらしく、こちらにゆっくりと近づいてくる。口からは牙きばを覗のぞかせ、低いうなり声をあげている。

　これは、本気で怒っているね。

　同じ青い惑星に生きる仲間として、その熊の気持ちは十分に伝わった。わたしは即座に落ちていた石を拾うと、砂の上に立った。わたしが石を持ったことに、熊は警戒したらしく、その歩みを止める。

「見てなさいよ、熊。そして、一いち之の瀬せ先輩は見てちゃダメですよ」

　わたしは倒れている一之瀬先輩にも念のため注意をする。そして、手にした石を砂の上に押し当てると、一気に魔方陣を描き上げた。

　それは、召喚術を使うときの魔方陣。わたしの僕しもべを呼び出す究極魔法の準備は完了した。

「Numts are muai ze……」

　わたしの詠唱を、熊は不思議そうな目で見ていた。特撮番組でヒーローが変身している間は攻撃してはならない、という暗黙のルールは人間の世界だけではなく、熊の世界でも通じるものらしい。

　召喚の儀式が全すべて終わった。わたしは自信満々で、胸いっぱいに息を吸う。

「さぁ、いらっしゃいゴブリン！　ご主人さまの……フガ！」

　台詞せりふの途中で、何か黒い塊がわたしの顔に降ってきた。もがく落下物を顔から引っぺがすと、それは真っ黒な子猫大のネズミだった。

「ちゅう」

　黒い巨大なネズミは、頭を下げてわたしに挨あい拶さつをする。このネズミこそがわたしの召喚する獰どう猛もうな獣なのだ。ちなみに、名前はゴブリンだ。

「ゴブリン、今回はさっそく活躍してもらうわよ！」

　わたしは熊を睨にらむと、手にしたゴブリンを熊の方に向けた。ゴブリンは、全く状況が飲み込めない様子で、熊をじっと見つめている。

　ゴブリンは普通のネズミよりもずっと賢い。まぁ、わたしが召喚したのだから当然なんだけどね。何にせよ、彼の明めい晰せきな頭脳は五秒ほどで現状を理解したようだった。

「ち、ち、ちゅ！」

　暴れて逃げ出そうとするゴブリン。しかし、わたしはそれを許さない。

「このネズミを生いけ贄にえにするので、どうかわたしたちは許してください！」

　全力で暴れるゴブリンを、わたしは熊の方へ差し出した。

　しかし、熊はわたしたちを無視して、倒れている一之瀬先輩に近寄った。やっぱり、熊としても、こんな真っ黒なネズミよりも、一之瀬先輩を選ぶのか！

「ゴブリン、もっとおいしそうなアピールをしなさい！」

　わたしの滅め茶ちや苦く茶ちやな要求に、ゴブリンは大きく首を振った。自分が食べられないと分かって、少し安心しているのが分かる。こいつ、腹が立つな。

「あんた、これで一いち之の瀬せ先輩に何かあったら、ただじゃおかないからね」

　その言葉を聞いて、ゴブリンは熊くまに向けていた視線を、こちらに向ける。その赤い瞳ひとみには、なにやら自信の炎が揺らめいていた。俺おれに任せろ、といわんばかりである。実際にゴブリンは親指を立て、それを自分の方に向けて、俺がやる、というアピールをしていた。

　こいつにどんな隠された能力があるというのか。そんなことは分からなかったが、今はゴブリンの自信満々な表情を信じるしかない。わたしはゴブリンを放してやった。すると、ゴブリンは熊の方に駆け寄り、何か話しかける様子で、鳴き声をあげた。わたしはそれを見守る。

　熊は、ゴブリンの鳴き声に一瞬だけ耳を傾けたが、ゴブリンが話し終わる前に動き出した。そして、おもむろに倒れている一之瀬先輩の右腕を掴つかんだ。

「ダメじゃん！」

　一之瀬先輩が食べられる！

　こうなったら、体当たりでも何でもいいから、熊を撃退しなくちゃ！　わたしの中の戦闘プログラムが呼び起こされる。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。熊は一之瀬先輩の体をそのまま持ち上げて、食べることなくそのまま奥の方へと運んでいった。ゴブリンも当然のようにその後についていく。

　一体何が起こったというのか。わたしはしばし呆ぼう然ぜんとした後、一之瀬先輩を追わなければならないことに気がつき、すぐに洞どう窟くつの奥へと向かった。

　携帯電話の明かりを頼りに、洞窟を進むと少し広い空洞に出くわした。入り口にはゴブリンがいる。そして、ゴブリンの視線の先には、先ほどの熊と、一之瀬先輩。そして、二匹の小熊がいた。

　どうやら、わたしたちの前に現れた大きな熊は、その小熊たちの母親らしい。

「ちゅちゅ」

　どんなもんだ。きっと、ゴブリンはそう言っているのだろう。わたしはしゃがんで、ゴブリンの頭をなでてやる。たまには褒ほめてやることも必要だろう。そして、そのままひげを引っ張った。飴あめと鞭むちだ。調子に乗られても困るしね。

　一之瀬先輩は母親熊に抱かれるようにして、温められていた。彼はとても優しい寝顔をしていた。

「よかった」

　わたしは気が抜けてその場に座り込んだ。立ち上がろうとしても、何だか体に力が入らなかった。

「一之瀬先輩……」

　わたしは四つん這ばいで彼に近づく。

　一いち之の瀬せ先輩はまだ沙さ倖ゆき先輩のことが好きなのだ。

　だけど、わたしは一之瀬先輩が好き。どれだけあがいても、それは変わらない事実だ。だから、わたしにできることは、ただひたすらに彼が振り向いてくれるまで愛し続けることだけ。それがどれだけ辛つらくても、どれだけ大変でも、どれだけ長くても、それしか方法はないのだ。

　片思いは苦労する。どれだけ報われそうにない恋だとしても、そう簡単に相手への想おもいは消えてくれない。

　ため息を一つ。

　わたしは一之瀬先輩に寄り添うように、横になった。

　一之瀬先輩の顔がすぐ近くにある。

　遠い雨音。

　仄ほのかに照らされる闇やみの中。

　わたしはそっと寄って、

　一瞬触れた。

　それは、運命的な接触事故。

　わたしの目の前は、ゆっくりと暗くなっていった。

　意識が薄れていく。

　わたしも風邪でもひいたのか。それとも、ただ体力の限界が訪れたのか……。

　最後に、一之瀬先輩の目が開いた気がした。

　まさか、意識があるの？　それじゃあ、最後のわたしの行動は……。

　そこで、わたしの記憶は終わった。







「ちゃん……ほちゃ……」

　どろどろとした粘度の高い液体の中を泳いでいる気分だった。

「真ま帆ほちゃん、しっかりしてください」

　体が揺れる。ここは海の上なのか？

「真帆ちゃん！」

　耳元で大きな声を出された。わたしははっとして目を開く。ライトと天井、そしてわたしを心配そうに見下ろすたくさんの顔。

「気がついてよかった」

　宮みや脇わきさんが泣きそうな顔をしている。一体、何があったのだろう。

「ここは……」

　わたしはかすれる声で尋ねた。自分でも驚くくらいに喉のどが渇いていた。

「病院だよ」

　教えてくれたのは雛ひな浦うらさんだった。

「真ま帆ほたちが洞どう窟くつの中で倒れてたのを見つけて、ここまで運んだんだ」

　神門ごうどが状況を説明してくれる。

　洞窟。そうだ、わたしは一いち之の瀬せ先輩と洞窟の中で倒れたのだ。

「あなたのペット大活躍だったわよ」

　永なが音ね先生が、わたしの耳元に顔を近づけて囁ささやいた。どうやら、わたしたちの居場所を知らせてくれたのはゴブリンらしい。本当に、よくできたやつだ。今度、本当にちゃんと褒ほめてやらないとな。

「あと、車は林を出て右に曲がったところだったわ」

　永音先生は明るく笑った。こいつのせいで、わたしたちは本気で死にかけたのか。ひたすらに殺意が湧わいてくる。

「だけど、本当に無事でよかったよ」

　湊みなと山やま先輩が安あん堵どの笑みを浮かべた。わたしもほんの少しだけだが微笑ほほえんでみせた。

「あそこの山は、最近伐採を続けていて、土砂崩れが起こりやすくなっていたんです。パパには、無計画な開発はやめるように注意しておきました。本当にごめんなさい」

　そう言って、三み癒ゆ先輩がわたしに抱きついた。彼女の体はわずかに震えている。わたしに何かあったらどうしよう、と心配したに違いない。別に三癒先輩が悪いわけじゃない。わたしは、彼女の背中に手を回し、大丈夫です、と告げた。

「真帆、俺おれも心配してたぜ」

　神門が嬉うれしそうに言った。その目は潤んでいる。本当に心配してくれていたみたいだ。

「だから、俺にも抱きついていいんだぞ！」

「はいはい。あと、百年くらいしたらね」

　百年くらい経たったら、それくらいしてあげてもいいかな。そんな風に考えるとはわたしも丸くなったもんだ。

　これで全員だろうか。

　いや、違う。まだ部員が一人足りない。わたしは三癒先輩が離れると、上体を起こして周りを見た。

　ここは少し古めかしい、簡素な病院の一室だ。窓の外は晴れていた。台風は過ぎ去ってしまったらしい。

　だけど、彼の姿がどこにも見当たらない。

　まさか……。

「あ、あの」

　その質問に対して、恐ろしい回答があるのではないのか。そう思うと、次の言葉が出てこなかった。

「よかった。気がついたんだね」

　部屋のドアが開くと同時に声がする。

　わたしは胸いっぱいに熱い思いがたまるのを感じた。

「一いち之の瀬せ先輩」

　その言葉をまた口にできたことが、嬉うれしくて仕方ない。

「大丈夫？」

　一之瀬先輩がわたしを心配してくれる。だけど、それはこっちの台詞せりふだ。

「先輩こそ、大丈夫ですか？」

「俺おれは平気。点滴をうってもらったら、かなり元気になったよ」

　その笑顔は、夏のどんな光よりもまぶしい。

　わたしもひまわりみたいな笑顔になってしまう。

「空そら口ぐちさんも、今日中に退院できるらしいよ」

「はい！」

　わたしは大きな声で返事をする。それを見て、みんなが笑った。恥ずかしくて下を向くけれど、悪い気分ではなかった。

　一之瀬先輩はわたしがキスしたことを覚えているのだろうか。今の様子だと、やはり意識はなかったように思える。だけど、最後に目が開かれたような気がするんだけどなぁ……。

「真ま帆ほちゃんさんが病院からでたら、みんなで写真撮りましょう。今までほとんど撮ってないし」

「とりあえず、賛成」

「いいですねぇ。思い出づくりって感じですね」

「それなら、先生また水着になろうかしら」

「おう！　それならいっそのこと、みんな水着で……ガフ！　グーでパンチはきついよ、雛ひな浦うらさん……」

「先輩かわらないっすね」

　みんなが笑っている。わたしも笑っている。

　太陽も、風も、海も、空気も、みんな笑っていた。

　わたしも気持ちに少し整理がついて、すがすがしい気分だった。

　こうして、波乱万丈のわたしたちの合宿は幕を閉じた。



　後日、わたしの手元には一枚の写真が届いた。別荘の前で撮った集合写真だ。瀬せ葉ばさんがシャッターを押してくれたので、全すべての部員が写っている。

　写真の中のわたしは笑っている。こんな笑顔でいつまでもいられるように、わたしは自分の気持ちに素直に生きていこうと思う。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは熊谷くまがいです。今回は短編集でしたが、楽しんでいただけたでしょうか。著者は、昔から主人公よりも脇わき役やくのほうが好きでした。名も与えられぬような脇役の活躍を心待ちにしていたものです。そんな著者と同じ種類の人間の方に満足してもらうため、今回は普段なかなかスポットライトの当たらないキャラクターたちに上う手まくスポットライトをあてたつもりです。きっと楽しんでいただけると思います。

　想像通りの生活をしていたキャラクターもいれば、意外な一面を見せたキャラクターもいたのではないでしょうか。今作で、ネク恋の世界を愛していただければ幸いです。





　次にクイズです。今回は『空そら口ぐち真ま帆ほと仲間たちの夏』からの出題です。花火の場面の前に、演劇部メンバーが夕食をとる場面があります。この場面で、湊みなと山やま先輩の向かいの座っている人物が誰だれなのかを考えていただきたい。本文の記述からだけで、答えを導けるので、暇なときにでもお考えください。難易度は低いですが、小説としての体裁を保ちつつクイズを出すのは、著者にはこれが限界でした。





　最後に、毎度恒例のお礼。イラストのえれっとさんのおかげで、本の価値がぐっと上がりました。いよいよ佳境に入る本シリーズを見捨てず、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。また、様々なアドバイスをいただいた編集部の方々もお世話になりました。ありがとうございました。そして、本シリーズを強力にバックアップしていただいている書店さんにも、ここでお礼申し上げます。

　やっぱり、色々な人にお世話になって一冊の本は読者の皆さんの手元に届くのですね。感謝の気持ちでいっぱいです。





　そんな感じで、読者の皆さんもそろそろラストスパートが始まりますので、どうか最後までお付き合いください。

　それでは、皆さんに色とりどりの読書が訪れますように。





二〇〇七年　二月　熊谷雅まさ人と



    

  
    
      

　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作受賞。

　　愛知県にあるギャンブルの街に誕生。

　　初対面の子どもに「意外と若いんでしょ。29歳くらい？」といわれてから、年齢を数えるのをやめる。

　　おかげで、永遠の21歳。やったね★

　　趣味はマジック。人を騙すのが大好き。



　イラスト

　えれっと

　　群馬出身、群馬在住。２月19日生まれ。

　　家事と学業を中途半端にこなしながら絵を描かせていただいてます。

　　家事という新環境での作業にまだまだ慣れませんがうちの犬と戯れつつ頑張りまっす。
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